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競 輪 の補助金 を受けて実施 した ものです
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デ ー タベ ー ス は 、 わ が 国 の 情 報 化 の 進 展 上 、 重 要 な 役 割 を 果 た す も の と期 待 さ

れ て い る。 今 後 、 デ ー タ ベ ー ス の 普 及 に よ り、 わ が 国 に お い て 健 全 な 高 度 情 報 化

社 会 の 形 成 が 期 待 さ れ る。 さ ら に 海 外 に対 して 提 供 可 能 な デ ー タ ベ ー ス の 整 備 は、

国 際 的 な 情 報 化 へ の 貢 献 お よび 自 由 な 情 報 流 通 の 確 保 の観 点 か ら も必 要 で あ る。

し か しな が ら、 現 在 わ が 国 で 流 通 して い る デ ー タ ベ ー ス の 中 で わ が 国 独 自 の もの

は1/3に す ぎ な い の が 現 状 で あ り、 わ が 国 デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス ひ い て は バ ラ

ン ス あ る情 報 産 業 の 健 全 な 発 展 を 図 る た め に は 、 わ が 国 独 自 の デ ー タ ー ベ ー ス の

構 築 お よ び デ ー タベ ー ス 関 連 技 術 の 研 究 開 発 を 強 力 に促 進 し、 デ ー タベ ー ス の 拡

充 を 図 る必 要 が あ る。

こ の よ うな 要 請 に 応 え る た め 、 財 団 法 人 デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン ター で は 日本 自

転 車 振 興 会 か ら機 械 工 業 振 興 資 金 の 交 付 を 受 け て 、 デ ー タベ ー ス の 構 築 お よ び 技

術 開 発 に つ い て 民 間 企 業 、 団 体 等 に 対 して 委 託 事 業 を実 施 し て い る。 委 託 事 業 の

内 容 は 、 社 会 的 、 経 済 的 、 国 際 的 に 重 要 で 、 ま た地 域 お よ び 産 業 の 発 展 の 促 進 に

寄 与 す る と考 え られ て い る デ ー タ ー ベ ー ス の 構 築 と デ ー タ ベ ー ス 作 成 の 効 率 化 、

流 通 の 促 進 、 利 用 の 円 滑 化 ・容 易 化 な ど に 関 係 し た ソ フ ト ウ ェ ア技 術 ・ハ ー ドウ

ェ ア技 術 で あ る。

本 事 業 の 推 進 に 当 っ て 、 当財 団 に 学 識 経 験 者 の 方 々 で 構 成 さ れ る デ ー タ ベ ー ス

構 築 ・技 術 開 発 促 進 委 員 会(委 員 長 山梨 学 院 大 学 教 授 蓼 沼 良 一 氏)を 設 置 し

て い る。

こ の 「マ イ ク ロ マ シ ン技 術 情 報 デ ー タ ベ ー ス の 構 築 調 査 」 は 平 成5年 度 の デ ー

タベ ー ス の 構 築 促 進 お よ び技 術 開 発 促 進 事 業 と し て 、 当 財 団 が 財 団 法 人 マ イ ク ロ

マ シ ンセ ン ター に 対 し て 委 託 実 施 し た 課 題 の 一 つ で あ る。 こ の 成 果 が 、 デ ー タベ

ー ス に 興 味 を お持 ち の 方 々 や 諸 分 野 の 皆 様 方 の お 役 に 立 て ば 幸 い で あ る
。

な お 、 平 成5年 度 デ ー タベ ー ス の 構 築 促 進 お よ び 技 術 開 発 促 進 事 業 で 実 施 し た

課 題 は 次 の 表 の と お りで あ る。

平成6年3月

財 団 法 人 デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン ター



平成5年度 データベース構築1技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1CD-ROHに よ るテ レビ視聴 率デー タベー スの構築 (株)ビ デ オ ・リサ ー チ

2輸 入畜 肉貨物 の規格 ・重量等の検証 用 デー タベー ス 五十嵐冷蔵(株)

の構築

3知 的資源型 デー タベー スの調査研 究 (株)ジ ャハ'ンコミュニケーションズ

インスティテユート

社 会 4ビ ジネス雑 誌記事 デー タベースの共 同構築 とその利 経済文献研究会

用に関する調査研究

5新 しい電子情報サー ビスに関する調査研究 (株)日本経済新聞社

/㈱ 日経データ社

6研 修用教 材 デー タベ ー スのプロ トタ イプの作成 (財)大 阪科 学技術 センター

7マ イクロマ シ ン技術情 報 デー タベー スの構築調査 (財)マ イクロマシンセンター

8異 分野研究 のための知 的 オ リエ ンテー ション ・デー (株)け いはんな

タベー スシステムの構 築

9関 西広域デー タベースセ ンター設立 の ための調査研 関西テ㌔タへ㌧ス協議 会

究

中小企業振興 10地 域活性化 のための産 ・学交流支援 デー タベー スの 東 北 インテイリジ ェント・コスモス学 術

地域活性化 プロ トタイプ作成 機構

11中 小企業技術情報デー タベースの構築 (株)オ ー ネ ッ ト

12地 域情報 を対象 に した分 散協調型 デー タベース シス (株)エ マ ー ズ

テムの開発

13電 子デバイス情報の海外提供サービスに関する調査 電子 デバ イス情報サービス(株)

14英 日キー ワー ド変換機能 をもつデー タベース検 索 シ カテナ(株)

海 外 ステムの開発

15CD-ROHに よる5ヵ 国対訳 特許用語辞 典及 び関連諸 制 丸善(株)

度一覧の構築

16人 体形状画像データ合成のための技術開発 (社)人 間生活工学研究センター

170CRを 利 用 したキー ワー ド自動抽 出 に関す る調 査 (株)エ レクトロニック・ライブ ラリー

研究

18既 存画像 デー タのフ ォーマ ッ ト変換 シス テムのプ ロ (株)ジ ー ・サ ー チ

トタイプ作成

技 術 19安 全研究 における多重 シソー ラス ・システム構 築の (株)紀伊國屋書店

ための基本 安全用語 デー タベースの開発

20デ ー タベース検索サポー トシス テム のプロ トタイプ セントラル開発(株)情 報図書館

作成 RUKIT

21グ ループ ワー ク支援 の ための分散型 トラ ンザ ク ショ

ン管理方式の調査研究 (株)新 世 代 システムセンター
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は 《 じ め に

当委員 会は組織規定第12条 の規 定 に基 づ きマ イク ロマ シ ン技術情報 デー タベ

ース の構築調査の円滑 な推進 を図るために設置 され、以下 の各項 の調査 ・検討 を

行 うもの とされて いる:

(1)デ ー タベ ー スに蓄積 すべ き情 報 の種類

(2)デ ー タベ ー スの利 用者 が提 供 を期 待す る情報形態

(3)上 記 を満 足 す る システ ム形 態

(4)上 記 シス テ ム実施 に要 す る経済 的諸要素の予測

数 回 に わ た る 委 員 会 の 調 査 ・検 討 の 結 果 、 上 記(1)に 関 して は 、 次 の2デ ー

タ ベ ー ス 開 発 に つ い て 考 え る こ と と し た。

(1.1)マ イ ク ロ マ シ ン 開 発 の 基 礎 的 な 技 術 情 報 と考 え られ る 「物 性 情 報 デ

ー タベ ー ス 」

(1.2)雑 誌 ・新 聞 記 事 な どか ら抽 出 し た マ イ ク ロ マ シ ン関 連 の 「雑 誌 ・新

聞 記 事 情 報 デ ー タベ ー ス 」

(1.1)は 平 成5年 度 の現 状 で は ま だ 本 格 的 な マ イ ク ロ マ シ ン が 登 場 して い

な い の で 、 マ イ ク ロ マ シ ン そ の も の の技 術 情 報 で は な くそ れ ら の 基 礎 を な す 極 細

加 工 に 必 要 な 物 性 情 報 を 蓄 積 提 供 す る デ ー タベ ー ス 開 発 の 準 備 的 な 考 察 を す る も

の で あ る 。(1.2)は す で に マ イ ク ロ マ シ ン セ ン タ ー で マ イ ク ロ マ シ ン関 連 の

諸 技 術 情 報 を独 自 に 収 集 し、 文 書 の 形 で 配 布 して い る も の を 一 部 デ ー タ ベ ー ス 化

し そ の 実 用 性 を評 価 し よ う とす る も の で あ る。

(2)、(3)に 関 して は 、 利 用 者 が マ イ ク ロ マ シ ンセ ン タ ー 以 外 か ら も 各 種

の 情 報 の 提 供 を受 け て い る こ とが 考 え られ る の で 、 当 シ ス テ ム で 独 自 の 情 報 形 態

で 情 報 を 提 供 す る こ とは 避 け 、 な るべ く世 の 中 で 一 般 的 に 採 用 さ れ て い る 方 法 と

類 似 の 方 法 で 情 報 の 提 供 を考 え る こ とで 委 員 会 内 の 意 見 が 一 致 し た 。(1.2)

の デ ー タベ ー ス に つ い て 本 年 度 一 部 デ ー タ ベ ー ス の試 作 を 行 うが 、 最 初 は ス タ ン

ドア ロ ン形 式 で 利 用 す る形 を採 る も の と し、 デ ー タ は 単 に テ キ ス ト形 式 で 蓄 積 す

る こ と を考 え る。 特 別 な デ ー タ構 造 を考 え る よ りは 素 朴 な テ キ ス ト形 式 に 止 め て

お く こ と に よ っ て 将 来 様 々 な 利 用 形 態 の デ ー タ に 編 成 で き る 自 由度 を 保 持 す る こ

と と し た。 ま た オ ン ラ イ ンネ ッ トワ ー ク に 接 続 す る利 用 形 態 な ど は そ の 必 要 性 が

明 ら か に な っ た と き に 改 め て 考 慮 す る こ とで 十 分 対 処 で き る と判 断 し た。

(4)に 関 して は(1.1)の 準 備 考 察 と(1.2)の 一 部 試 行 の 結 果 を踏 ま

え て 将 来 本 格 的 な デ ー タベ ー ス を作 成 す る と き の 費 用 、 人 的 資 源 に 対 す る要 求 な

,5



どについて委員会で出 された意見 をまとめた。

デー タベース作成の作業は本来非常 に地味な作業で、一貫 した作業方針 の下 に

根気強 く長期間にわ たって実施 しな くてはな らない。本報告書 がこの ような作業

の性格 をい くらかで も明 らかに し、データベー ス開発に必要な前提条件 が徐 々に

整備 されて行 くことを期待す る。

6
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1調 査 の概 要

1.1調 査 目 的

マ イ ク ロ マ シ ン技 術 が 次 世 代 の 基 盤 技 術 と して 注 目 さ れ て い る が 、 ま だ そ の

歴 史 は 浅 い に も係 わ らず 世 界 の 大 学 、 研 究 機 関 、 あ る い は 企 業 に於 い て 活 発 な

研 究 開 発 が 行 わ れ て い る。 研 究 開 発 の 速 度 も は や く、 研 究 開 発 に 関 す る 情 報 、

デ ー タ の 発 生 量 は短 時 間 に膨 大 な 量 に の ぼ って い る。

こ の た め 、 こ れ ら の 研 究 開 発 で 得 ら れ た デ ー タ、 国 内 外 の マ イ ク ロ マ シ ン関

連 の 技 術 情 報 及 び 国 内 外 で 発 行 さ れ て い る雑 誌 記 事 情 報 等 の 膨 大 な 情 報 、 デ ー

タ を 体 系 的 に整 理 、 蓄 積 し、 デ ー タ ベ ー ス と して 活 用 す る た め 、 当 セ ン タ ー は

マ イ ク ロ マ シ ン の 情 報 管 理 セ ン タ ー の 役 を果 た す こ と が 要 請 さ れ て い る。

さ ら に 、 こ れ らの デ ー タ を タ イ ム リー に集 約 的 情 報 と し て 関 係 者 に 提 供 で き

る よ う に 、 情 報 デ ー タ管 理 の 長 期 的 な 体 制 を 確 立 す る こ と が 、 研 究 開 発 の 円 滑

か つ 効 率 的 な 推 進 に は 欠 か せ な い 条 件 とな って い る。

そ こ で 本 事 業 で は 、 当 セ ン タ ー で の 望 ま し い マ イ ク ロ マ シ ン技 術 の デ ー タ ベ

ー ス に 関 して 調 査 検 討 を 行 う こ と を 目 的 と し た。

1.2調 査 項 目及 び 内 容

本 事 業 で は 、 当 セ ン ター で 望 ま し い デ ー タベ ー ス に 関 し て 、 以 下 の4項 目 に

つ い て 調 査 検 討 を 行 う こ と と し た 。

(1)デ ー タ ベ ー ス に 蓄 積 す べ き情 報 の種 類

マ イ ク ロ マ シ ン 技 術 に 関 す る多 くの 情 報 の 中 か ら、 利 用 者 の ニ ー ズ が 高 く、

か つ 、(財)マ イ ク ロマ シ ン セ ン タ ー が デ ー タベ ー ス 化 す べ き もの を 明 ら か

に す る 。

(2)デ ー タ ベ ・一一ス の 利 用 者 が 提 供 を 期 待 す る情 報 形 態

本 デ ー タベ ー ス の 利 用 者 の 範 囲 及 び 情 報 提 供 の 方 法 に つ い て 検 討 す る 。

(3)上 記 を満 足 す る シス テム形 態

情 報 提 供のための望 ま しい システム形態 について検討 す る。

(4)上 記 シ ス テ ム 実 施 に 要 す る経 済 的 諸 要 素 の 予 測

シ ス テ ム 実 現 の た め 、 運 用 方 法 及 び コ ス ト計 算 の 前 提 の も とで3ケ ー ス に

つ い て デ ー タ整 備 及 び ハ ー ドウ ェ ア 、 ソ フ トウ ェ ア に 必 要 な 費 用 を 見 積 る 。
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1.3調 査 方 法 及 び 調 査 体 制

(財)マ イ ク ロ マ シ ンセ ン タ ー の 組 織 規 定(平 成4年3月26日 制 定)第12

条 に 基 づ き、 マ イ ク ロ マ シ ン技 術 情 報 デ ー タ ベ ー ス の 円 滑 な 推 進 を 図 る た め 、

学 識 経 験 者 等 専 門 家 か ら な る 委 員 会 を設 置 し、 デ ー タベ ー ス に 関 す る 前 項 の 調

査 検 討 を 行 う こ と と し た。 この 委 員 会 の 構 成 メ ンバ ー を 表1-1に 示 す 。

表1-1平 成5年 度 マ イ ク ロ マ シ ン技 術 情 報 デ ー タベ ー ス の

構 築 調 査 委 員 会 名 簿

Nα 氏 名 所属団体 又は会社等名 役 職 名

隅 穂鷹良介 筑波大学 社会工学系 教授

2 根岸正光 文部省学術情報セ ンター 教授

3 内藤衛亮 文部省学術情報セ ンター 教授

4 佐藤洋一
東海大学(東 京)短 期 大 学部
情報 通信 技 術 研究 所
半導体デバ イスセ ンター

セ ン タ ー 長 ・教 授

5 富永 勲 日本科学技術情報セ ンター 情報部次長

6 石川徳衛 株式会社 セ ラ ミ 管理部 部長

7 森 秀司 株式会社 日立製作所
コ ン ピ ュ ー タ事 業 本 部

副 技 師 長

8 竹内洋二 横河電機株式会社 渉外室 部長

9 原 亨 フ ァ ナ ッ ク株 式 会 社 社長補佐室 副室長

10 伊藤浩信 セ イ コ ー 電 子 工 業 株 式 会 社
生産技術総括部生産技術部
加工技術開発 グループ
主任

11 澤田浩之 工業技術院機械技術研究所
基礎機械部
設計工学課
研究員

12 臼田 孝 工業技術院計量研究所
計測 システム部
計量器研究室
研究員

13 清水啓三 工業技術院電子技術総合研究所
電子デバ イス部

プロセス基礎研究室長

「◎ 」 は 委 員 長 。 順 不 同 。
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2デ ータベ ースの蓄積情報





2デ ー タ ベ ー ス の 蓄 積 情 報

2.1蓄 積 す べ き情 報 の 種 類

2.1.1デ ー タ ベ ー ス の 対 象

マ イ ク ロ マ シ ン技 術 情 報 デ ー タ ベ ー ス に 対 して 、 ど の よ うな ニ ー ズ が あ り、

ま た マ イ ク ロ マ シ ンセ ン ター と して どの よ うな 情 報 を 蓄 積 す べ き か を明 ら か

に す る。 ま ず 、 既 存 の 技 術 情 報 デ ー タベ ー ス に つ い て サ ー ベ イ を 行 い 、 次 い

で 具 体 的 な ニ ー ズ に 関 し、 各 委 員 の 意 見 を集 約 して 、2種 類 の デ ー タベ ー ス

に つ い て 蓄 積 す べ き情 報 の具 体 的 な 検 討 を お こ な っ た 。 最 後 に、 プ ロ トタ イ

プ シ ス テ ム の 製 作 を試 み 、 本 シス テ ム の 可 能 性 を 探 っ た。

(1)デ ー タベ ー ス の 事 例

既 存 の 技 術 情 報 デ ー タベ ー ス につ い て 、 若 干 の サ ー ベ イ を行 っ た。 対 象 と

し た デ ー タ ベ ー ス は 、 以 下 の とお りで あ る。

①

②

③

④

特 許 庁 ペ ーパ ー レス シ ス テ ム

電 子 特 許 公 報

高 温 超 電 導 体 デ ー タベ ー ス

技 術 取 引 情 報 デ ー タベ ー ス

(a)特 許 庁 ペ ーパ ー レス シ ス テ ム

こ れ は 大 量 の 特 許 技 術 情 報 を一 括 処 理 管 理 す る シ ス テ ム と して 紹 介 す る 。

全 体 の イ メ ー ジ は 資 料1の 図1に 示 され て い る。 こ れ は特 許 出 願 に お い て 、

人 手 に 頼 る 審 査 ・審i判 を 除 い て 、 情 報 の 授 受 、 整 理 、 蓄 積 、 検 査 、 閲 覧 、

送 出 お よ び 事 務 処 理 等 ほ とん ど の 工 程 を 電 子 化 し た所 に 特 徴 が あ る。 文 字

情 報 は 磁 気 デ ィス ク 管 理 、 図 面 ・表 ・写 真 等 は 書 換 不 能 な 光 デ ィ ス ク に 記

録 さ れ て い る。 これ に よ り常 時400万 件 程 度 の 処 理 案 件 の 処 理 時 間 が 大

幅 に短 縮 さ れ 、 特 許 審 査 の ス ピ ー ドア ッ プ に 寄 与 して い る。

(b)電 子 特 許 公 報

特 許 庁 が 発 行 す る 公 報 に は 公 開 公 報(特 許 、 実 用 新 案)、 公 告 公 報(特

許 、 実 用 新 案 、 意 匠 、 商 標)等 が あ り、 こ れ ら全 て が 電 子 化 情 報 に な っ た。

公 開 公 報 は 年 間40万 件 で あ り、 公 告 公 報 は 公 開 公 報 の 約30%あ る。 検

索 ソ フ トウ エ ア は キ ー ワ ー ドや 企 業 名 を指 定 して 効 率 的 に 特 許 調 査 を行 う

こ とが 可 能 で あ る。OA機 器 の 高 度 な 発 達 ・普 及 に よ り高 機 能 パ ソ コ ン や

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン が 一 般 に使 え る状 況 に な っ た 結 果 、CD-ROMに よ

る デ ー タ 提 供 を図 り、 利 用 者 の 範 囲 を 特 許 管 理 者 の み な ら ず 、 研 究 者 個 人
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に ま で 拡 大 出 来 る の が 特 徴 で あ る。 詳 細 は 資 料1に 示 す。

(c)高 温 超 電 導 体 デ ー タ ベ ー ス

(財)国 際 超 電 導 産 業 技 術 研 究 セ ン タ ー(ISTEC:International

SuperconductivityTechnologyCenter)は 、1988年1月 に こ の分 野

の 研 究 促 進 と国 際 交 流 を 目標 に設 立 さ れ た 研 究 機 関 で 、 特 に1986年 の

酸 化 物 高 温 超 電 導 体 の 発 見 を き っ か け に そ れ 以 後 急 速 に 研 究 者 ・研 究 機 関

・研 究 テ ー マ が 拡 大 し、 そ の 全 体 像 を 出 来 る だ け 正 確 に 把 握 す る こ との 役

割 を 担 う こ と に な っ た。 中 で も文 献 デ ー タ ベ ー ス は 関 係 者 の 間 で 最 もニ ー

ズ が 高 く、 通 商 産 業 省 工 業 技 術 院 電 子 技 術 総 合 研 究 所 が 母 体 とな っ て 、

ISTECの 下 部 機 関 で あ る超 電 導 工 学 研 究 所 が 主 導 して 、 これ ら の デ ー

タベ ー ス 構 築 を 図 っ て き た。 そ の 概 要 は 資 料2に 示 す 。 こ の デ ー タベ ー ス

は1992年12月 現 在 で 約14,000件 の デ ー タ が あ り、 年 間 平 均

2,600～2,700件 程 度 の 利 用 が あ り、 デ ー タ ベ ー ス と して の 利 用

率 は か な り高 い 方 で あ る。

今 後 の 課 題 は ネ ッ トワ ー ク環 境 の 充 実 、 故 障 時 の 対 応 、 レス ポ ン ス 向 上 、

お よ び メ ン テ ナ ン ス体 制 の 整 備 で あ る。

(d)技 術 取 引 情 報 デ ー タベ ー ス

日本 テ ク ノ マ ー トは 国 内 に お け る技 術 移 転 の促 進 を 図 る 目的 で1985

年8月 に官 民 合 同 で 設 立 さ れ た団 体 で あ る。 日本 企 業 の 技 術 開 発 動 向 は 海

外 企 業 か らの 技 術 導 入 型 か ら 自主 技 術 開 発 型 に 移 行 しつ つ あ る。 そ の 状 況

の 中 で 国 内 で の 研 究 開 発 成 果 の 技 術 移 転 を 円 滑 に行 え る 状 況 を実 現 す る た

め に設 立 され た。 こ の 機 関 の 目的 の 一 つ が 技 術 引 き合 い 情 報 を会 員 向 け に 、

提 供 サ ー ビ ス す る こ と に あ る。 詳 細 は 資 料2に あ る が 、 技 術 取 引 情 報 、 ビ

ジ ネ ス 情 報 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ソ フ トウ ェ ア 及 び カ タ ロ グ、PR情 報 が 自主

機 関 で の登 録 情 報 で 、 他 の 機 関 提 携 情 報 も準 備 して い る。 従 来 は ビ デ オ テ

ッ ク ス 通 信 方 式 で あ っ た が 、 運 用 コ ス ト増 大 、 情 報 精 度 の 不 十 分 、 利 便 性

の 悪 さ等 で パ ソ コ ン通 信 方 式 に変 換 し、 ユ ーザ 手 持 ち の タ ー ミナ ル で の 利

用 が 出 来 る よ うに な っ た。
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(2)デ ー タ ベ ー ス の ニ ー ズ

(a)マ イ ク ロ マ シ ン に係 わ る情 報 の現 状

マ イ ク ロ マ シ ン技 術 は 研 究 開 発 途 上 に あ る。 通 商 産 業 省 が 主 導 で 進 め て

い る通 商 産 業 省 工 業 技 術 院 産 業 科 学 技 術 研 究 開 発 制 度 に よ る研 究 開 発 プ ロ

ジ ェ ク ト 「マ イ ク ロ マ シ ン技 術 の 研 究 開 発 」 は 、 要 素 基 盤 技 術 の 研 究 開 発

に そ の 重 点 が 置 か れ て お り、 研 究 開 発 に 不 可 欠 な 基 盤 と して の基 礎 デ ー タ

ベ ー ス 機 構 は 整 備 さ れ て い な い。 この 研 究 に 係 わ る 全 て の 人 々 は 各 自で 、

そ れ ぞ れ 既 存 の デ ー タベ ー ス か ら独 自 の 検 索 手 段 と時 間 ・工 数 を か け て 情

報 収 集 に 当 た って い る状 況 で あ る。 研 究 開 発 の 効 率 化 の 視 点 か らみ る と、

極 め て 貧 弱 な 状 態 で あ る。

マ イ ク ロ マ シ ンセ ン タ ー は、 研 究 中 枢 の 情 報 機 能 と して 研 究 開 発 を支 援

す る こ と が 重 要 な 使 命 で あ り、 そ の た め に は 研 究 開 発 技 術 情 報 の 整 備 と提

供 が 急 務 で あ る と考 え る。 研 究 開 発 の た め の マ イ ク ロ マ シ ン関 連 情 報 は 、

少 な い 上 に 、 技 術 分 野 ご とに 拡 散 して い る と考 え られ 、 ま と ま りの あ る体

系 的 情 報 に は ほ ど遠 い。 こ の 種 の デ ー タベ ー ス の 一 元 管 理 は 、 きわ め て 重

要 で あ り、 マ イ ク ロ マ シ ンセ ン タ ー は、 日本 に お け る マ イ ク ロ マ シ ン技 術

に 関 す る 中 心 的 な 存 在 と して そ の 情 報 管 理 セ ン タ ー の 役 割 を は た す こ とが

期 待 さ れ て い る。

当 財 団 の 事 業 活 動 の 一 つ に 「情 報 の 収 集 ・提 供 事 業 」 が あ り、 本 デ ー タ

ベ ー ス の 構 築 も そ の 一 つ と考 え られ る。 国 内 で 新 た に 発 足 し た 「マ イ クマ

シ ン連 合 」 は、 ア カ デ ミ ー主 導 型 の研 究 開 発 に お い て 情 報 集 約 の 中 心 的 役

割 を 果 た し て い る が 、 こ の 「マ イ ク ロ マ シ ン連 合 」 と財 団 と の 連 携 を 深 め

る こ とは 、 デ ー タ ベ ー ス の 質 ・量 の維 持 向 上 に 貢 献 す る。 ま た、 マ イ ク ロ

マ シ ン技 術 の 国 際 学 術 研 究 機 関 で あ る"MEMS"あ る い は 欧 米 と の 研 究

者 交 流 セ ミ ナ ー の よ うな 国 際 的 活 動 の機 会 も増 加 す る と、 財 団 は 国 際 的 な

連 携 の 中 で の 情 報 提 供 の 責 任 も担 って い く こ とに な る。

(b)デ ー タ ベ ー ス 化 の 必 要 性

マ イ ク ロ マ シ ンセ ン タ ー は 資 料3及 び 資 料4に 示 す よ うな 入 力 情 報 が デ

一 夕 ベ ー ス 一 元 化 の 対 象 に あ る と考 えて い る。 一 般 に 印 刷 物 と して の 情 報

提 供 に は 目 を 通 す と い う立 場 で は 、 最 も妥 当 な 方 法 で あ る。 しか し、 利 用

範 囲 が 広 が り、 部 数 が 増 大 す る と情 報 蓄 積 量 の 膨 張 が ス ペ ー ス 占有 に つ な

が り、 そ の 結 果 と して 印 刷 物 資 料 が 不 用 意 に廃 棄 さ れ る 危 険 性 を伴 う。 そ

の た め 、 デ ー タ ベ ー ス と して の 構 築 作 業 が 不 可 欠 とな る が 、 コ ン ピ ュ ー タ

に よ る デ ー タベ ー ス 化 作 業 に 係 わ る人 材 ・時 間 ・費 用 を 考 慮 し、 情 報 品 質

の維 持 向 上 、 速 報 性 の 重 視 、 研 究 賛 助 会 員 を 中 心 に した 研 究 開 発 促 進 の 援

助 サ ー ビ ス ま で 含 め て 検 討 す る 必 要 が あ る。 ま た、 他 の 分 野 に お け る デ ー

タ ベ ー ス 構 築 作 業 と利 用 性 の 調 査 研 究 を行 っ た結 果 、 当 初 か ら規 模 の 大 き
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い シス テ ム を 視 野 に い れ る こ と は 投 資 ・回 収 効 率 等 の 総 合 的 な 見 地 か ら好

ま し い結 果 に な ら な い こ とが 予 測 さ れ る。 即 ち 、 利 用 者 の 範 囲 、 利 用 効 率 、

利 用 有 用 性 に 対 す る楽 観 的 期 待 は 危 険 で あ る。 従 って 、 こ の 場 合 、 マ イ ク

ロ マ シ ンセ ン タ ー と し て の 必 要 性 と研 究 賛 助 会 員 へ の 不 可 欠 な サ ー ビ ス 項

目 の 優 先 順 位 を 重 視 し た。

マ イ ク ロ マ シ ンセ ン タ ー に設 置 さ れ て い る研 究 開 発 部 会 、 国 際 委 員 会 、

業 務 委 員 会 、 調 査 研 究 部 会 等 か ら得 ら れ る マ イ ク ロ マ シ ン技 術 情 報 、 受 託

事 業 よ り得 ら れ る マ イ ク ロ マ シ ン技 術 動 向 情 報 及 び 当 財 団 で デ ー タベ ー ス

化 して ほ し い 入 力 情 報 案 に つ い て 、 資 料3に 基 づ い て 事 務 局 か ら説 明 が な

さ れ た。 これ ら の 入 力 情 報 に 関 し て 委 員 会 の 議 論 の 結 果 、 「雑 誌 ・新 聞 記

事 情 報 」 を デ ー タベ ー ス 化 す る こ と と し た。 ま た、 特 定 分 野 に 関 す る 小 規

模 デ ー タベ ー ス に 関 し、 以 下 の よ うな 議 論 が な さ れ 、 そ の 結 果 「物 性 情 報 」

を デ ー タベ ー ス 化 す る こ と の 意 義 が 認 め られ た。

① 世 界 に 対 して 情 報 発 信 基 地 に な れ る 内 容 で あ る こ と。

② マ イ ク ロ マ シ ン開 発 セ ン タ ー の 会 員 が 登 録 ・更 新 デ ー タ の 主 た る作 成

者 とな り得 る こ と。

③ マ イ ク ロ マ シ ンは 、 現 在 、 研 究 ・開 発 段 階 で あ り、 製 品 化 段 階 に 至 っ

て い な い。 従 っ て 、 デ ー タ ベ ー ス の 利 用 者 は 、 限 定 さ れ て も 良 い。

④ 以 上 の こ とか ら、 そ の 内 容 は 、 以 下 の もの を 想 定 す る。

ア 実 験 デ ー タ を 中心 に す る。 研 究 ・開 発 過 程 で 得 ら れ た 諸 元 デ ー タ等

を登 録 す る。

イ 物 性 値(標 準 状 態 、 極 限 状 態)、 実 現 値(追 試 可 能 な も の 、 チ ャ ン

ピ オ ン デ ー タ)な ど。

ウ 手 軽 に 利 用 で き る 理 科 年 表 的 な も の を想 定 す る。

マ イ ク ロ マ シ ン物 性 情 報 デ ー タ ベ ー ス お よ び 資 料 集(雑 誌 ・新 聞 記 事 情

報)の デ ー タ ベ ー ス 化 、 特 に 、Bibliotheca/TSに よ る 自動

検 索 シ ス テ ム、 コ ン ピ ュ ー タ デ ー タベ ー ス と して の 活 用 を考 え た デ ー タベ

ー ス モ デ ル 案 を試 作 す る こ と を 中 心 に 検 討 し た
。

物 性 情 報 デ ー タベ ー ス に お い て は 、 第 一 線 の 研 究 者 達 に よ る 討 議 検 討 の

上 、 素 材 の 種 類 と属 性 分 類 を 決 定 し、 マ トリ ッ ク ス デ ー タ表 の 形 式 を構 成

す る こ とで あ る。 シ リ コ ン、 鉄 、 セ ラ ミ ッ ク ス 等 の 素 材 の 一 部 に つ い て 実

際 に デ ー タ 入 力 を す る 作 業 まで 行 うが 、 現 段 階 で は 決 定 的 な デ ー タが な い

項 は 空 欄 に して お く こ と に 決 め た。 別 な 見 方 を す れ ば 、 そ れ は ア カ デ ミ ッ

ク研 究 者 を 中 心 と した マ イ ク ロ マ シ ン技 術 の 研 究 者 に と っ て の 新 た な 研 究

課 題 の 提 供 に もな る。

マ イ ク ロ マ シ ンに お け る デ ー タ ベ ー ス 構 築 は 、 前(1)の 事 例 を参 考 に
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し て 基 本 的 に は 独 自の シ ス テ ム を 目指 す べ きで は あ る が 、 既 存 の デ ー タベ

ー ス は 出 来 る だ け有 効 に 活 用 し
、 自前 の デ ー タベ ー ス 構 築 は 必 要 最 小 限 に

止 め る こ と が 効 果 的 と考 え ら れ る。

一7一



(3)蓄 積 情 報

(a)物 性 デ ー タベ ー ス

① デ ー タ 項 目設 定 調 査

マ イ ク ロ マ シ ン物 性 デ ー タ ベ ー ス の デ ー タ項 目 を設 定 す る た め 、 当 委 員

会 の 委 員 に意 見 を 求 め た。 そ の 調 査 の 概 要 を 以 下 に 示 す 。'

イ 調 査 方 法

既 存 の デ ー タベ ー ス調 査

・想 定 す るマ イ ク ロマ シ ン物 性 情 報 デ ー タベ ー ス と類 似 し た既 存 の デ ー

タベ ー ス を選 定 し、 そ れ に 収 録 さ れ て い る 全 デ ー タ 項 目 を リ ス ト化 す

る。

・作 成 し た リス トを 全 委 員 に 配 布 し、 マ イ ク ロ マ シ ン物 性 情 報 デ ー タ ベ

ー ス 構 築 に 必 要 と思 わ れ る デ ー タ 項 目 を ア ン ケー ト方 式 で 求 め る と同

時 に 、 そ の 結 果 を マ イ ク ロ マ シ ン物 性 情 報 デ ー タベ ー ス収 録 デ ー タ項

目候 補(一 部)と して 委 員 会 に 報 告 す る。

文 献 調 査 に よ っ て 、 こ の デ ー タ 項 目候 補 を 補 完 す る。 ま た、 数 種 の デ

ー タ項 目 につ い て具 体 的 に デ ー タ 値 を 求 め 、 こ れ を 提 示 す る こ とで 、 マ

イ ク ロ マ シ ン物 性 情 報 デ ー タ ベ ー ス と して の イ メ ー ジ を 明 確 に す る。

既 存 の デ ー タ ベ ー ス 調 査 の 具 体 的 な 手 順 及 び 結 果 は 、 以 下 の 通 りで あ る。

ロ デ ー タベ ー ス の選 定,

既 存 の 類 似 デ ー タベ ー ス と して 、1988年1月 よ り 日本 科 学 技 術 情

報 セ ン ター がrJOIS-Fシ ス テ ム 」 の サ ー ビ ス 名 称 で 提 供 して い る

6種 の デ ー タ ベ ー ス を 調 査 対 象 と して 選 定 し た。 デ ー タ ベ ー ス の 名 称 、

対 象 分 野 、 収 録 内 容 を 表2-1に 示 す 。

ハ ア ン ケー ト調 査

ア ン ケー ト調 査 表(資 料5)を 全 委 員 に 配 布 して 意 見 を 求 め た。 回 収

率 は 、64%(7人)で あ っ た が 、 こ の うち3人 は 、 「専 門 外 の た め 回

答 不 能 」 と の こ とで 具 体 的 回 答 は な か っ た。

二 調 査 結 果

収 録 す べ きデ ー タ項 目 と し て 回 答 さ れ た 内 容 を調 査 対 象 デ ー タ ベ ー ス

ご と に ま とめ 、 表2-2～ 表2-7に 示 す 。 な お 、 表 中 のA～Dは 、 回

答 者 を、 ○ 、 ×、 △ は 、 そ れ ぞ れ 必 要 、 不 必 要 、 不 明 を 表 す 。
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表2-1調 査 対 象 デ ー タベ ー ス 名 称 、 対 象 分 野 お よ び 内 容

デ ー タ ベ ー ス 名称 対象分野 内 容

化 合 物 辞 書

デ ー タベ ー ス

化学物質全般 化合物の名称や実験番号、体系名、官報公

示整理番号、分子式な どと、それ らの構造

情報 を収録

質 量 ス ペ ク トル

デ ー タベ ー ス

質 量

ス ペ ク トル

日本質量分析学会が収集 した質量スペ ク ト

ルデー タと米国国立標準技術研究所(NIST)

が提供 す るデー タ を収録

熱 物 性

デ ー タベ ー ス

熱物性 (財)生 産 開発 科学研 究 所 、(社)化 学工学 会

の協力 を得 て提供 す る、化学物質の物性 デ

ータを収録

DNA

デ ー タベ ー ス

DNA、

ペ プ チ ド

GenBankとRRF-SEQの2つ の 導 入 デ ー タ ベ ー

ス のDNAデ ー タ に 、JICSTの 資 料 番 号 、 記 事

番 号 を 付 加 し て 収 録

結 晶 構 造

デ ー タベ ー ス

有 機 ・無 機 化

合 物 、 鉱 物

日本結晶学会の協力 を得て提供する、文献

に掲載 された有機お よび無機化合物、鉱物

等の結晶構造 データを収録

金属材料強度

データベース

金属材料強度 科学技術庁金属材料技術研究所で取得 した

構造用金属材料の各種強度試験 デー タを収

録
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一ー一表2-2金 属材 料強 度DBに つ いて

デー タ項 目 ABCD デー タ項 目 ABCD

アクセッション 番 号 ○ 溶接の有無 × ○

材料 名(JIS及 びASTM) ○ ○ 溶接法 × ○

材料規格 コード ○ 溶 接 入熱量(kj/cm) × ○

材料区分 ○ ○ 材 試験対象部位 × ○

通称名 ○ ○ ○ 継手形状 × ○

製造年 ○ ○ ○ 開先形状 × ○

製造者 ○ ○ ○ 料 溶接姿勢 × ○

溶 解 フ'四七ス、溶 解 量 ○ ○ ○ 添 加 剤 ・ワイヤ × ○

インゴ ットサイズ × ○ が ウジング の有 無 × ○

製 造 フ'ロセス ○ ○ 情 積層数 × ○

脱酸方法 ○ ○ 溶接金属の成分 × ○

材 鍛錬 ・圧延 比 ○ ○ フィラーメタル × ○

製品形 状 ・寸法 ○ ○ 報 δフェライト量 × ○

非金属介在物dA～dT ○ ○ 角 変形 ・目違 い量 × ○

非金属 介在 物コメント × ○ 止端処理種類の有無 × ○

料 科学組成 ○ ○ 余盛形状 × ○

単位 ○ ○ 隅肉粥ズ × ○

元素種部T% ○ ○ 余熱 × ○

情 C当 量 ・WT% ○ ○ 溶接金属の硬さ × ○

熱処理法 ○ ○ 熱影響部の硬さ × ○

熱処理温度 ○ ○ PWHTコ メント(有 無) × ○

報 熱処 理法コメント × ○ 強度試験名称 ○ ○

結晶粒度番号 ○ ○ 試験法規格 ○ ○

硬 さ測定法 、値 ○ ○ ○ 試験機 ○ ○

室温0.2%耐 力 ○ × ○ 試 試 験 タィフ● ○ ○

室温引張強さ ○ ○ 試験片採取方向 ○ ○

表面処理法(有 無) ○ ○ 験 採 取 方 向コメント × ○

表面 処理法 コメント × ○ 試験片形状・種類 ○ ○

テ㌧ タレペ ル △ ○ 情 試験片規格 ○ ○

資料 名、巻 号、 試 験 片コメント × ○

へ'一ジ 、発 行 年 ○ ○ 報 試験片外形板幅 ○ ○

提供者 ○ ○ ○ 試験片厚さ ○ ○

提供機関 ○ ○ ○ 試片応力集中係数 × ○
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デー タ項 目 ABCD デー タ項 目 ABCD

試験片表面仕上げ × ○ ○ (上・下)降 伏 点 ○ ○ △ ○

試験環境 × ○ ○ 真破断強さ ○ ○ ○

試験雰囲気 × ○ ○ 反 復 回数(M1) ○ × ○ ○

試 試験温度 ○ × ○ ○ 歪み速度(1) ○ × ○ ○

試験湿度 ○ × ○ ○ 歪み速度(2) × ○ ○

周波数 × ○ ○ 試験温度 × ○ ○

験 標点距離 × ○ ○ 衝撃値 XOO

応力条件 ○ × ○ ○ 吸 収 エネルキ㌧ × ○ ○

一定 に した応力 ○ × ○ ○ 反復回数(H2) × ○ ○

情 応力波形、応力比 ○ × ○ ○ 試験温度 × ○ ○

歪波形、歪比 ○ × ○ ○ 応力 ○ × ○ ○

波 形 ハ'ラメータ × ○ ○ 破断時間 × ○ ○

報 亀 裂 タイフ' × ○ ○ 破断伸び ○ × ○ ○

亀裂測定法 × ○ ○ 試 破断絞 り × ○ ○

△Kの計算式 × ○ ○ 破 断 の有 無(C1) × ○ ○

dA/dNの 求 め方 × ○ ○ 破断位置 × ○ ○

破 断 まで の ステッフ●数 × ○ ○ 応 力振 幅(F1) × △ ○

破断 までのブロック数 × ○ ○ 験 繰返し数 × △ ○

ST図(解 析) ○ △ ○ 破 断 の有 無(F1) × ○ ○

ST図(耐 力) ○ △ ○ 応力振幅(F2) × ○ ○

伸 び(δ －T) ○ △ △ ○ 全歪み振幅 × ○ ○

解 絞 り(φ －T) △ △ ○ 値 塑性歪み振幅 × ○ ○

S-N図(High) × △ ○ 負荷25%減 少サイクル × ○ ○

析 S-N図(Low) × △ ○ 破 断 まで のサイクル数 × ○ ○

ε－Nf図 △ △ ○ 破断の有無(F2) × ○ ○

図 ε－N25図 △ △ ○ 応力拡大係数範囲 × △ ○

dA/dN-△K図 △ △ ○ 亀裂伝播速度 × △ ○

歪 み 図S－ ε △ △ ○ 亀裂長さ × △ ○

試験温度 ○ × ○ ○ 亀裂長さの増分 × △ ○

試 0.2%耐 力 ○ × △ ○ サイクル数 の増分 × △ ○

験 引張 り強さ ○ ○ ○ ○ 負荷範囲 × △ ○

値 破断伸び ○ ○ ○ ○ 曲 げ モーメント範 囲 × ○ ○

破断絞 り ○ ○ △ ○ 寸 法 パ ラメータ × ○ ○

全歪み振幅 × ○ ○

塑性歪み振幅 × ○ ○

応力振幅 × △ 〇
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一一表2-3熱 物 性DBに つ いて

デー タ項 目 ABCD デー タ項 目 ABCD

アクセッション 番 号 ○ ○ △ 書誌番号 ○ ○ ○

純 日化辞番号 ○ ○ △ 物 文 献タイトル(英語) ○ ○ ○

物 CASレ ジ ストリー番 号 △ ○ △ 性 文 献タイトル(日本 語) ○ ○ ○

質 化学物質名(日 化辞 ○ ○ ○ ○ に 言語 ○ ○ ○

の 体系名) ○ ○ ○ 対 著者名 ○ ○ ○

デ 〃(CA索 引 名) ○ ○ ○ す 著者所属機関名 ○ ○ ○

1 〃(そ の他 の名称) ○ ○ ○ る 著者所属機関国名 ○ ○ ○

タ 化学物 質 名フラグ メント △ ○ ○ 付 資料種類 ○ ○ ○

項 分子式 ○ ○ ○ ○ 随 JICST資 料 番号/ISSN ○ ○ ○

目 構成元素個数 ○ × ○ ○ 項 資料名 ○ ○ ○

元素種別数 ○ × ○ ○ 目 発行年 ○ ○ ○

分子量 ○ × ○ ○ 巻 ・号 ・へ㌧ ジ ○ ○ ○

混 混合物名 ○ ○ ○ ○ 発行機関名 ○ ○ ○

合 成分数 ○ ○ ○ ○ 標準沸点 ○

系 構成成分 ○ ○ ○ ○ 標準融点 ○

の 組成 ○ ○ ○ ○ 基 昇華温度 ○

デ 物性 名(**) ○ ○ ○ ○ 本 三重点温度 △
一タ 物性値 ○ ○ ○ ○ 的 三重点圧力 △

項 ハ'ラメータ値 ○ ○ ○ な 臨界温度 ○

目 物性式 ○ ○ ○ ○ 性 臨界圧力 ○

式の適用範囲 ○ ○ ○ ○ 質 臨界密度 ○

物理状態 ○ ○ ○ ○ 臨界容積 ○

圧力状態 ○ ○ ○ ○ 分解温度 ○

資料の状態 ○ ○ ○ ○ 密度 ○

物 雰囲気 ○ ○ ○ ○ P 容積 ○

性 測定方法・装置 ○ ○ ○ ○ V 圧縮因子 △

及 誤差情報 ○ △ ○ ○ T ピリアル係 数 △

び 残差情報 ○ △ ○ ○ に フガ シチ係 数 △

パ デー タの 区別 ○ △ ○ ○ 関 線膨張係数 ○

ラ デー タ抽 出者 ○ ○ ○ ○ す 体膨張係数 ○

メ 雰囲気物質名 ○ ○ ○ ○ る 等温圧縮率 ○

1 雰囲気組成 ○ ○ ○ ○ 性 断熱圧縮熱 ○

タ 雰囲気中の物質濃度 ○ ○ ○ 質 断熱指数 △

資料の純度 ○ ○ ○ 音速 ○

気温 ○ ○ ○

湿度 ○ ○ ○

大気圧 ○ ○ ○

一12一



1

物 性 名 ABCD 物 性 名 ABCD

蒸気圧

固液平衡

気液平衡

○

○

○

防 爆発限界

災 爆轟限界

に 引火温度/引 火点

○ × △ △

× △ △

○ × △ △

*1液 液平衡

溶解度

分配係数

活量係数

粘性率

*2拡 散係数

熱伝導率

定圧熱 容量

熱 定容熱 容量

力 熱容量 比

学Gibbsエ ネルキ㌧関数

的 エントロピー

性 エンタルヒ㌧

質 転移熱

融解 熱

昇華 熱

蒸発 熱

生成の平衡定数

生成エンタルヒ㌧

*3燃 焼熱

酸解離定数

塩基解離定数

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

△ △ ○

△ △ ○

△ △ ○

○ △ △ ○

○ △ △ ○

○ △ △ ○

○ △ △ ○

○ △ △ ○

△ △ ○

○ △ △ ○

○ △ △ ○

○ △ △ ○

関 発火温度/発 火点

す 火炎温度

る 爆轟速度

性 最小着火エネルギー

質 衝撃感度

火炎逸走限界

表面張力

電気双極子モーメント

*4屈 折率

比誘電率

電気伝導度

温度

*5圧 力

組成

○ × △ △

× △ △

× △ △

× △ △

× △ △

× △ △

○ △ ○ ○

○ △ ○ ○

○ △ ○ ○

○ △ ○ ○

○ △ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

*1:相 平 衡 に関 す る性 質*2:輸 送論 的性 質

*3:熱 化 学 的性質*4:界 面 化 学的性 質 ・そ の他 *5:ハ ・ラメータ
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表2-4質 量 スペ ク トルDBに つ いて

デー タ項 目 BD デー タ項 目 BD

アクセッション 番 号 ○ ○ イオン源圧力 △ △

日化辞番号 ○ ○ イオン加速電圧 △ △

CASレ ジ ストリー番 号 △ △ トラ ップ電 流 △ △

物質名称 ○ ○ クオリティーインデ ックス ○ ○

分子式 ○ ○ コレクションレター/コレクション番 号 ○ ○

分子量 △ △ 提供者名/提供機関名 ○ ○

化合物分類番号 △ △ 出典文献の著者名/

質量数/相 対強度 △ △ 著者所属機関名 ○ ○

イオン化の手段 ○ ○ 出典文献タイトル(英) ○ ○

衝撃電圧 △ △ 出典文献タイトル(和) ○ ○

測定機器 ○ ○ 出典文献の言語 ○ ○

入 口 タイプ △ △ スへ'クトルに 関 す る コメント × ×

入口温度 △ △ 出典 に関 す るコメント × ×

イオン源温度 △ △

(注)回 答者 はB,Dの み
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表2-5DNAデ ー タベ ー ス に つ い て

デー タ項 目 BD デー タ項 目 BD

エントリー名 ○ × 文 献 タイトル ○ ×

アクセッション番 号 ○ × 文献雑誌名 ○ ×

日付 ○ × JICST文 献情 報 ○ ×

定義文 ○ × 整理状況 △ ×

キーワード ○ × コ メ ン ト △ ×

セグ メント △ × 特性ヘッダ △ ×

生物種 △ × 特性内容 △ ×

系統学的分類 △ × 塩基総数、組成 △ ×

引 用 文 献 ヘッタ' ○ × 配列の先頭位置 △ ×

文献著者名 ○ × 塩基配列 △ ×

(注)回 答者 はB,Dの み
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表2-6化 合物 辞書DBに つ いて

デー タ項 目 BD デー タ項 目 BD

STARS番 号 △ △ 慣用名 ○ ○
ロケーター △ △ 構造図 ○ ○

CASレ ジ ストリー 番 号 △ △ 処 理 タィフ' ○ ○

分子式 △ ○ 旋光性 △ △

分子量 △ △ 回転異性 △ △

体系名 △ △

(注)回 答者 はB,Dの み
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表2-7結 晶構 造DBに つ いて

デー タ項 目 ABCD デー タ項 目 ABCD

著作権表示 ○ △ a

A アクセッション番 号 ○ △ 標準偏差 △ ○

N ファイル作 成年 月 ○ △ b

日化辞番号 △ △ 標準偏差 △ ○

CASレ ジ ストリー番 号 △ △ C

化学式 ○ ○ ○ 標準偏差 △ ○

化 学 式 フラグ メント △ ○ α

物 コメント × △ 格 標準偏差 △ ○

元素記号と個数 △ ○ β

元素記号と酸化数 ○ △ ○ 標準偏差 △ ○

質 元素種別数 △ ○ 子 γ

元素記号と配位数 △ ○ 標準偏差 △ ○

元素族 △ ○ 格子定数に関する

情 化学式量 △ ○ 情 コ メ ン ト ○ △ ○

物質名 ○ ○ ○ 格子体積 △ ○

物 質 フラグ メント △ ○ Z △ ○

報 物 質 名(相 名称 ヲ含ム) ○ ○ 報 計算密度 ○ ○

物質タイプ ○ ○ システム計 算密 度 ○ △

構造タイプ ○ ○ ○ 実測密度 ○ ○

コメント ○ × △ 実測密度 標準偏差 ○ ○

構造の特徴 ○ × ○ 密度測定 温度 ○ ○ ○

コメント ○ × △ 密度測定 圧力 ○ ○ ○

物質の特徴 ○ × △ 格子測定の条件の ○ ○

コメント ○ × △ コ メ ン ト ○ ○ ○

物性テ㌧タの記載項 目 ○ ○ △ 空間群記号 △ ○

コメント(物質 の外観) ○ ○ △ 対 空間群番号 △ ○

JICST記 事 番号 ○ ○ △ 称 晶系 ○ △ ○

英 文 タイトル ○ ○ ○ 操 対称心 、軸 △ ○

英 文 タイトル切 出 し語 ○ ○ ○ 作 対称操 作 に関 す るコメント △ ○

著者名 ○ ○ ○ 同価点座標 ○

書 著者所属機関名 ○ ○ ○ R Rの 種類 △ △

デー タ提供者名 ○ ○ ○ Rの 値 △ △

デー タ提供機関名 ○ ○ ○ 強度測定条件、単結晶

誌 機 関 名フラグメント ○ △ ○ ・粉 末 ○ ○ ○

JICST資 料番 号 ○ ○ △ 実 〃 測 定 法 ○ ○ ○

ISSN ○ △ △ 〃 計 数 ・写 真 ○ ○ ○

情 資料名 ○ ○ ○ 験 〃X線 種類 ○ ○ ○

発行年 ○ ○ ○ 〃 測定波長 ○ ○ ○

巻 ○ ○ ○ 条 〃 測定温度 ○ ○ ○

報 号 ○ ○ ○ 〃 圧 力値 ○ ○ ○

始 ま りペ ー ジ ○ ○ ○ 件 〃 コ メ ン ト ○ ○ △

終 わ りペ ー ジ ○ ○ 走 査角度min ○ △ ○
昔 三五目
口口 ○ ○ ○ "max ○ △ ○
テ㌧ タ出 典 の コ メ ン ト ○ ○ ○ 反射の数 ○ △ 〇
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デー タ項 目 ABCD デー タ項 目 ABCD

吸収補正の有無 ○ △ ○ 元素記号 △ ○

消衰補正の有無 ○ △ ○ 原 識別記号 △ ○

吸収係数の値 ○ △ ○ 酸化数 ○ △ ○

測定装置 ○ ○ ○ 結合水素 ○ △ ○

実 モノ如 メータ △ ○ 子 多重度 △ ○

モノ如 メータの コメント △ ○ Wyckoff記 号 △ ○

解析法 ○ ○ X

験 解析法 のコメント △ △ リ 標準偏差 △ ○

実験法 に関 す るコメント △ ○ y

コメント(実験 条件) ○ ○ 標準偏差 △ ○

条 吸収係数の値 ○ ○ ○ ス Z

測定装置 ○ ○ ○ 標準偏差 △ ○

測定 装 置 のコメント ○ ○ ○ 席占有率、値 △ ○

件 モノ如 メータ △ ○ ト 席占有率 標準偏差 △ ○

モノ如 メータの コメント △ ○ 質量数 △ ○

解析法 ○ ○ 配位数 △ ○

解析 法 のコメント △ ○ 等方性温度因子 種類 △ ○

実験 法 に関 す るコメント △ ○ 〃 値 △ ○

コメント(実験 条件) ○ ○ 〃 標準偏差 △ ○

粉末 テ㌧ タ面 間隔min ○ △ ○ 〃 種類 .△ ○

粉 末テ㌧ タ面 間隔max ○ △ ○ 〃 係数 △ ○

粉 ステップ 幅 △ ○ 温 A11値

TOFチ ャネル幅 △ ○ 標準偏差 △ ○

末 バ ックグ ランド 固定 ・精 密 化 △ ○ A22値

選択配向補正の有無 △ ○ 度 標準偏差 △ ○

コメント(粉 末) △ ○ A33値

試 料 出所 、 入手 先、 △ ○ 標準偏差 △ ○

試 合成法 ○ ○ ○ 因 結合距離 △ ○

結晶作成法 ○ ○ ○ 水素結合情報 △ ○

料 結 晶作 成 法 のコメント ○ ○ ○ A12値

試料寸法 ○ ○ ○ 子 標準偏差 △ ○

コメ テ㌧タ評 価フラグ △ ○ キーワード(コ ード 項 目) △ ○
ント コメント(テ㌧ タの評 価) △ ○ A13

標準偏差 △ ○

A23

標準偏差 △ 〇
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② 委 員 会 で の 検 討

ア ン ケ ー ト調 査 の 結 果 に 対 して 委 員 会 で は 、 次 の よ うな 意 見 が 出 さ れ た 。

ア デ ー タ の 項 目数 が 非 常 に 多 く、 内 容 は 、 多 岐 に 渡 っ て い る。

金 属 材 料 強 度 デ ー タ ベ ー ス で は 、 材 料 情 報 、 試 験 情 報 、 解 析 図 、 試 験

値 、 純 物 質 の デ ー タ項 目、 混 合 系 の デ ー タ 項 目、 物 性 及 び パ ラ メ ー タ 、

物 性 に 対 す る 付 随 項 目(書 誌 事 項)、 基 本 的 な 性 質 、PVTに 関 す る 性

質 、 相 平 衡 に 関 す る性 質 、 輸 送 論 的 性 質 、 熱 力 学 的 性 質 、 熱 化 学 的 性 質 、

防 災 に 関 す る性 質 、 界 面 化 学 的 性 質 ・そ の 他 、 パ ラ メ ー タ(温 度 、 圧 力

な ど)

質 量 ス ペ ク トル デ ー タベ ー ス で は 、26項 目(書 誌 事 項 を含 む)。

DNAデ ー タ ベ ー ス で は 、20項 目(書 誌 事 項 を 含 む)。

化 合 物 辞 書 デ ■・…一タベ ー ス で は 、20項 目(書 誌 事 項 を 含 む)。

結 晶 構 造 デ ー タベ ー ス で は 、104項 目(書 誌 事 項 を 含 む)。

全 体 で446項 目 に 及 ぶ 。

イ ア ン ケ ー トの 回 答 者 に よ っ て 、 判 断 が 必 要 と、 不 必 要 に 分 か れ た も の

が 多 い 。 し か し、 意 見 の 分 か れ た も の も利 用 者 に よ っ て 必 要 と考 え られ

る の で デ ー タ ベ ー ス と し て は 、 入 れ て お くべ き で あ る。

ウ 数 値 デ ー タが 直 接 与 え ら れ て い る場 合 と グ ラ フ か ら 読 み 取 ら な け れ ば

な らな い 場 合 が あ る。 数 値 デ ー タ と グ ラ フ表 現 の デ ー タ の ど ち らが よ い

と か 、 優 れ て い る とは い え な い。 そ れ ぞ れ の 意 味 が あ る の で 両 方 必 要 で

あ る。

(例:ヤ ン グ 率 と解 析 図)

工 本 デ ー タ ベ ー ス に と っ て は 、 試 験 情 報 、 履 歴 情 報 な ど の メ タ デ ー タ が 、

重 要 で あ る 。 た だ し、 これ ら の 情 報(リ ン ク デ ー タ)を デ ー タ ベ ー ス シ

ス テ ム に ど う取 り込 む か は 、 別 途 検 討 す る。

細 部 に 関 し て は 、 今 後 の 検 討 に 待 つ こ と と し、 本 委 員 会 と して は 、 これ

ら の デ ー タ を 全 て 含 む も の を デ ー タ ベ ー ス(容 れ 物)と して 提 供 し、 実 際

に デ ー タ が 得 られ る か否 か は 特 に 問 題 と しな い 。 マ イ ク ロ マ シ ンお よ び そ

の 材 料 に 関 し て は、 研 究 段 階 で あ り、 未 だ確 定 的 な デ ー タ が ほ と ん ど得 ら

れ て い な い 現 状 で あ る か らで あ る。
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(b)雑 誌 ・新 聞 記 事 情 報 デ ー タ ベ ー ス

雑 誌 等 に掲 載 され た マ イ ク ロ マ シ ンの 技 術 情 報 の 記 事 は 、 マ イ ク ロ マ シ

ンセ ン ター で 資 料 集 と して 冊 子 で 発 行 さ れ て い る の で 、 そ の 内 容 を そ の ま

ま デ ー タベ ー ス 化 す る。 情 報 の 種 類 と して は 、 す べ て テ キ ス トで あ る。 デ

ー タ が 既 に 電 子 化 さ れ て い る の で デ ー タ ベ ー ス 化 に 際 し特 に 問 題 は な い。
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2.1.2物 性 情 報 デ ー タ ー ベ ー ス

材 料 の 物 性 情 報 デ ー タベ ー ス づ く りは 材 料 が 極 限 状 態 で 使 わ れ る 軍 事 、 航

・空 宇 宙 関 係 に お い て 精 力 的 に進 め られ て き た。

一 方
、 一 般 の 産 業 機 械 で は 材 料 の 強 度 デ ー タ に 対 して 、 安 全 率 と呼 ぶ 一 定

の 係 数 を掛 け て 設 計 す る。 例 え ば 鋼 材 に つ い て は 安 全 率 は4～5と す る の が

一 般 的 で あ る。 ち な み に 宇 宙 開 発 事 業 団 に お け る ロ ケ ッ トの 設 計 で は 安 全 率

は1.5を き っ て い る そ うで あ る。

一 般 の 機 械 で は 材 料 が 開 発 さ れ 、 そ れ が 製 品 に 反 映 さ れ る 時 間 、 距 離 は か

な り長 い。 しか しマ イ ク ロ マ シ ン で は あ る材 料 の 開 発 、 あ る 物 性 の 解 明 が 直

接 特 定 の 機 器 の 開 発 に結 び付 く と考 え られ る。 これ は 電 子 デ バ イ ス に お い て

は、 所 望 す る バ ン ドギ ャ ップ の 材 料 開 発 が 即 座 に 発 光 デ バ イ ス な ど に利 用 さ

れ る例 な ど か ら理 解 で き る。

こ の た め 、 要 素 開 発 、 シス テ ム 開 発 の 設 計 者 が 時 間 的 、 空 間 的 な ギ ャ ッ プ

を感 じず に 、 即 座 に 最 新 の 物 性 デ ー タ を 得 ら れ る よ うな 体 制 が 望 ま れ る。

逆 に 要 求 さ れ る材 料 特 性 を デ ー タ ベ ー ス 化 し、 材 料 開 発 者 が 分 子 設 計 を す

る 、 と い っ た 流 れ も考 え られ る 。

情 報 を共 有 す る上 で 、 文 字 に な り に くい 情 報 を ど うデ ー タ ベ ー ス 化 す る か

が 問 題 で あ る 。

[デ ー タ の 具 体 的 例]

シ リ コ ン酸 化 膜 、 窒 化 シ リコ ン膜 は、 マ イ ク ロ マ シ ン材 料 と し て 、 現 在 も

っ と も報 告 例 が 多 い 材 質 の 一 例 で あ る が 、 次 の よ うな ば ら つ き が あ る。 な お 、

評 価 方 法 は い ず れ も た わ み 法 な ど に よ っ て い る。

報 告 例

thermalSiO2(900～1200。)-0.2～-0.3GPa

R.J.Jaccodineeta1:J.ApPl.Phys.37,2429(1966)

M.V.Whelanetal:Appl.Phys.Lett.10,262(1967)

H.Sunamietal:J.Apl.Phys.41,5115(1970)

CVDSiO2(400。)+0.13GPa

←出典

R.Lathlaenetal:J.Electrochem.Soc.116,620(1969)

CVDSiO2(450。)+OL15GPa

J.A.Aboaf:J.Electrochem.Soc.116,1732(1969)

TEOSSiO2(725。)+0.02GPa

TEOSSiO2(685。)+0.38GPa

TEOS+25%B,P-0.02GPa

G.Smolinskyeta1:J.Electrochem.Soc.132,950(1985)
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CVDSiN3(450～900。)+1.2GPa

J.A.Aboaf:J.Electrochem.Soc.116,1736(1969)

CVDSiN3(700。)+0.8GPa

CVDSiN3(900。)+1.2GPa

R.Hezeleta1:J.Electrochem.Soc.125.1848(1978)

CVDSiN3(800。)+1.2GPa

CVDSiN3(1000。)+0.7GPa

E.A.lrene:J.Electron.卜 唖ater.5,287(1976)

plasmaSiN3(400。)-0.7GPa

plasmaSiN3(700。)+0.6GPa

W.A.P.Claassenetal:J.Electrochem.Soc.132,893(1985)

plasmaSiN3(150。)-0.3GPa

plasmaSiN3(300。)+0.02GPa

K.Allaerteta1:J.Electrochem.Soc.132,1763(1985)

plasmaSiN3(350。')-1.1GPa

K.Aiteetal:Res.Soc.Symp.Proc.130,347(1989)

sputteredSiN3-0.1～-0.5GPa

T.Serikawaetal:J.Electrochem,Soc,131,292(1984)

材 料 デ ー タベ ー ス に 関 す る一 般 事 項 と して 、 デ ー タ の 成 り立 ち 及 び デ ー タ

の 素 性 を考 慮 す べ き で あ る。

① デ ー タ の 成 り立 ち

数 値 デ ー タ(デ ー タベ ー ス の 内 容 の 主 と な る も の 、 目的 と す る デ ー タ)

メ タ デ ー タ(デ ー タ の 測 定 法 、 材 料 を特 定 す る た め の デ ー タ な ど、 補 足

的 な デ ー タ)

② デ ー タ の 素 性

実 験 評 価 値(実 験 デ ー タ、 研 究 対 象 と して の デ ー タ)

確 証 値(保 証 さ れ た デ ー タ、 設 計 者 に と っ て 使 え る デ ー タ)

(参 考 文 献1・ 参 考 文 献2・ 参 考 文 献3・ 参 考 文 献4)

物 性 情 報 デ ー タ ー ベ ー ス の 対 象 と し て 、Fe、SiIAI203、TiNiを 選 択 し た 。

こ の う ち 、FeとSiを 対 象 に 試 行 的 に デ ー タ 取 得 の た め デ ー タ ベ ー ス 検 索 と 情

報 抽 出 を 行 っ た 。 以 下 そ の 結 果 を 示 す 。
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(1)Fe物 性 情 報 デ ー タ ー ベ ー ス

Feは 機 械 材 料 と して 現 在 最 も多 く使 わ れ て い る 物 質 の1つ で あ り、 そ の 機

械 的 物 性 に つ い て も 多 くの デ ー タ が 蓄 積 さ れ て い る。 し か しな が ら、 そ れ ら

の 物 性 値 は い ず れ も 在 来 の 機 械 に 用 い られ る 大 き さ に お け る も の で あ り、 直

接 マ イ ク ロ マ シ ン の 設 計 ・製 作 に 用 い る こ との で き る も の で は な い。 そ の た

め 、 マ イ ク ロ マ シ ン に 用 い られ る よ うな 微 小 の 世 界 に お け るFeの 機 械 的 物 性

の 解 明 お よ び 整 理 ・分 類 が 求 め ら れ て い る。

マ イ ク ロ マ シ ンに 使 用 さ れ る 材 料 の 機 械 的 物 性 と して 表2-8に 示 す 、 密

度 、 ヤ ン グ率 、 強 度 等 が 必 要 で あ る と さ れ て い る(参 考 文 献5)。 今 回 の 調

査 はFe薄 膜 ・極 薄 板 材 の こ れ ら の 機 械 的 物 性 値 を 得 る こ と を 目的 と して 行 っ

た も の で あ る。 は じめ に 文 献 デ ー タ ベ ー ス か ら キ ー ワー ド検 索 に よ って 関 連

が あ る と思 わ れ る 文 献 を 検 索 し、 そ れ らの 中 か ら必 要 な デ ー タ を 抽 出 し た。

用 い た 文 献 デ ー タベ ー ス は 日本 科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー で サ ー ビ ス さ れ て い る

INSPECで あ る。

表2-8マ イ ク ロ マ シ ンの 設 計 ・製 作 に 必 要 な 基 本 的 材 料 物 性 値

材料物性

密度

縦弾性係数(ヤ ング率)

体積弾性率

硬度

内部応力

降伏応力

引張強度

疲労強度

破壊靭性

融点

比熱

線膨張率

熱伝導率

熱容量

単位

kg/m3

MPa

MPa

kgf/mm2

MPa

MPa

MPa

MPa

MPa・mO・5

K

J/(kg・K)

1/k

W/(m・K)

J/K
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金 属 薄 膜 に 関 す る 研 究 は こ れ まで に 数 多 く行 わ れ て い る が 、 そ れ ら の 多 く

は 金 属 蒸 着 膜 等 に 関 す る研 究 で あ り、 機 械 的 物 性 よ りは む し ろ電 気 的 ・磁 気

的 物 性 を 対 象 と し た もの で あ っ て 、 機 械 材 料 と して の立 場 か ら金 属 薄 膜 を 取

り扱 っ た 研 究 は き わ め て 少 な い。 し た が っ て 、 参 考 文 献5に お い て 必 要 で あ

る と さ れ て い る機 械 的 物 性 値 を 得 る こ とは 現 時 点 で は 困 難 で あ り、 今 後 の 研

究 が 期 待 さ れ る と こ ろ で あ る 。

高 純 度 鉄 お よ び ス テ ン レ ス 鋼 に つ い て 得 られ た物 性 値 を 表2-9～

表2-12お よ び 図2-1に 示 す(参 考 文 献6お よ び 参 考 文 献7)。 こ れ ら

の デ ー タ か ら、 微 小 の 世 界 に お い て は 試 験 片 の 大 き さ が そ の 物 性 値 に 大 き く

影 響 す る こ とが わ か るで あ ろ う。 こ こ に 示 し た 物 性 値 は い ず れ も実 験 デ ー タ

で あ り、 マ イ ク ロ マ シ ン の 設 計 ・製 作 に 使 用 す る た め の 十 分 な 信 頼 性 を備 え

て い る も の で は な い。 今 後 、 こ の よ う な 実 験 デ ー タ を 数 多 く蓄 積 し、 よ り信

頼 性 の 高 い デ ー タ と して 整 理 ・分 類 す る 必 要 が あ る。

表2-9高 純度 鉄 お よ び ス テ ン レス鋼 の機械的物性値

試 引 張 降 伏 応 力(MPa)

験
片供試材 引 張 強 度(MPa) 疲 労 強 度(HPa)

番 上 下

号

① 280 185

② 195 160

高純度鉄 ③ 155 120

④ 280 185

⑤ 195 160

⑥ 155 115

① 880 700

ス テ ン レ ス 鋼 ② 730 590

(SUS316L) ③ 580 460

④ 450 350

(注)空 欄 は 、 今 回 の 調 査 で デ ー タ が 得 ら れ な か っ た も の 。
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表2-10 表2-9の 供試 材(高 純度 鉄 お よび ス テ ン レス鋼)の

化学組 成(重 量 百 分 率)

C Si Hn P S Ni Cr

高純度 鉄

ステ ン レス鋼

0,009

0,021

0,006

0.49

0,001

1.73

0,003

0,029

0,002

0,008

一

13.04

一

17.42

No A1

一

2.42

0,001

一

表2-11高 純 度 鉄 試 験 片 デ ー タ

試験片番号 長 さ(mm) 幅(mm) 厚 さ(mm) 結 晶粒径(μm)

① 12 6 0.2 25.0

② 12 6 0.1 25.0

③ 12 6 0,045 25.0

④ 12 6 0.5 60.0

⑤ 12 6 0.25 60.0

⑥ 12 6 0.1 60.0
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表2-12ス テ ン レ ス 鋼 試 験 片 デ ー タ

試験片番号 厚 さ(mm) 結晶粒径(μm) 熱 処理 温 度(K)

①

②

③

④

0.05

0.05

0.05

0.05

9.7

25.0

50.5

95.8

1073

1173

1273

1373

図2-1ス テ ン レス 鋼 試 験 片 形 状
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(2)Si(シ リ コ ン)物 性 情 報 デ ー タ ー ペ ー ス

Siは マ イ ク ロ マ シ ン材 料 と して 現 在 最 も頻 繁 に 用 い られ る材 料 の ひ と つ で

あ り、 力 学 的 物 性 の 解 明 、 お よ び デ ー タ ベ ー ス 化 が 望 まれ て い る。 本 項 で は

力 学 的 物 性 の 中 か ら特 に 基 本 的 な ヤ ン グ 係 数 に しぼ り、 既 存 の デ ー タ ベ ー ス

の 調 査 、 技 術 情 報 の 抽 出 、 及 び デ ー タベ ー ス の プ ロ トタ イ プ の 製 作 を 行 っ た 。

プ ロ トタ イ プ に つ い て は 、 後2.1.3で 述 べ る。

(a)Siに お け る既 存 の 物 性 情 報 デ ー タ ー ベ ー ス

Siは 工 業 材 料 と し て 詳 細 な 研 究 が 進 め られ て い る が 、 そ の 多 くは 電 気 的

な 物 性 を取 り扱 っ た もの で あ る。 今 回 の 調 査 で は 、 ま ず 物 性 情 報 デ ー タ ー

ベ ー ス と して 著 名 なGMELIN(参 考 文 献8)か らSiデ ー タ を 抽 出 し た 。

GMELINは ドイ ツ のGmelinlnstitutが 作 成 し て い る無 機 化 学 お よ び 有

機 金 属 化 学 に 関 す る構 造 と フ ァ ク トの デ ー タ ー ベ ー ス で あ り、 厳 密 に 校 閲 、

評 価 さ れ た デ ー タ が 集 録 され て い る。 ま た 、 そ の 一 次 文 献 へ の 参 照 情 報 が

集 録 さ れ て い る。

GMELINに お け る デ ー タ 掲 載 例

FundamentalCrystalStructureData:

CLP← デ ー タ の 種 類 、CLPと は 結 晶 格 子 に 関 す る デ ー タ で あ る こ と

を 示 す 。

LengthA

Method:

Keyword(s):

Reference(s):

1.Duclos,StevenJ.;Vohra,YogeshK.

v.B:Condens.

0.3341EIang

X-rayDiffraction

AtomicPositions,DistancesandAngles,

InterpianarSpacings

← 一 次 文 献 へ の 参 照 情 報

;Ruoff,ArthurL.,Phys.Re

Matter,CODEN:PRBMDO,41,〈1990>,12021-12028

調 査 し た 結 果 、GMELINに 掲 載 さ れ て い る デ ー タ は 以 下 の 通 りで あ

っ た。

結 晶 格 子 に 関 す る デ ー タ

結 晶 的 性 質 に 関 す る デ ー タ

結 晶 空 間 群 に 関 す る デ ー タ

結 晶 系 に 関 す る デ ー タ

凝 集 相 に 関 す る デ ー タ

結 晶 の 種 類 に 関 す る デ ー タ

質 量 スペ クトルに 関 す る デ ー タ

強 度 に 関 す る デ ー タ

:187件

:267件

:2件

:27件

:412件

:41件

:11件

:8件
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今 回 対 象 とす る強 度 の 情 報 は わ ず か に8件 あ り、 表2-13の 通 りで あ

っ た。 さ ら に 目 的 とす る ヤ ン グ係 数 の デ ー タ は 得 られ な か っ た。

表2-13GMELINか ら得 られ た 強 度 デ ー タ

Value Type. Note Ref.

(N/mm*2)

0.69E1 Tensile strength castSi' , 1, 2

0.6237E2 Bend strength castSi with apurity of 99.84 1, 3

weight%' ,

0◆9287E2 Tensile strength castSi ・with
apurity of 99.41 1, 6

Compression streng. weight%' , 1, 4, 5
,

0.9807E2一 Shear strength castSi with apurity of 99.41 1, 6

0.86299E3 weight%' , 1,7.8

References.

1.HandbookVolume:Si:MVol.B(1959),Page:57

2.anonymous,Chem.Metal1.Eng.,CODEN:CMENAV,'11(1913)102-103

3.A.B.Kinze1,T.R.Cunningham:Trans.Am.Inst.Min.,Metal1.Pet.

Eng.,CODEN:TAIMAF,137(1940)425-429

4.R.L.Templin:Met.Alloys,CODEN:MEASAC,3(1932)136-137

5.R.L.Templin:Met.Alloys,CODEN:MEASAC,3(1932)150

6.E.S.Greiner,J.S.MarshandB.Stoughton:Thealloysofironand
silicon,NewYork-London(1933)S.14

7.P.W.Bridgman:Proc.Am.Acad.ArtsSci.,CODEN:PAAAV,71(1935)

387-460

8.P.W.Bridgman:Phys.Rev.,CODEN:PHRVAD,48(1935)825-847

以 上 の 調 査 結 果 か ら、 既 存 の 物 性 情 報 デ ー タ ベ ー ス か ら は 、 マ イ ク ロ マ

シ ン の 開 発 に重 要 な 強 度 の 情 報 は 殆 ど得 ら れ な い こ とが 判 っ た。 こ の た め 、

文 献 デ ー タ ベ ー ス か らSiの 強 度 に関 す る 情 報 を 抽 出 し、 マ イ ク ロ マ シ ン の

た め の 物 性 情 報 デ ー タ ー ベ ー ス の プ ロ トタ イ プ を 作 成 す る こ と と し た。

な お 、Siを は じめ とす る電 子 材 料 の 電 気 的 特 性 に 関 す る 情 報 デ ー タ ベ ー

ス と して はIEE・INSPEC(英)が 提 供 す るEMISな ど が あ る。

(参 考 文 献1)
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(b)技 術 情 報 の 抽 出

科 学 技 術 文 献 を集 録 し た デ ー タベ ー ス か ら、Siの ヤ ン グ 係 数 に 関 し た 文

献 を キ ー ワー ド検 索 に よ り抽 出 し た。 検 索 対 象 と して 、 以 下 の2つ の 文 献

デ ー タ ベ ー ス を選 ん だ。

①INSPEC:

イ ギ リス のIEEが 作 成 して い る物 理 、 電 気 、 電 子 、 制 御 、 コ

ン ピ ュ ー タ に 関 す る デ ー タベ ー ス で 、1969年 か ら約432

万 件 が集 録 さ れ て い る。

②JICST-E:

日本 科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー が 作 成 して い る科 学 技 術 、 医 学 に 関

す る文 献 情 報 デ ー ター ベ ー ス で 、1985年 か ら約155万 件

が 集 録 さ れ て い る。

も
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(c)抽 出 さ れ た デ ー タ

検 索 し た 文 献 に 対 し、 引 用 デ ー タ な ど の 二 次 文 献 を 除 き、Siの ヤ ン グ 率

デ ー タ を 抽 出 し た。 デ ー タ の 一 部 を表2-14～ 表2-16に 示 す 。

① 単 結 晶Siに 関 す る デ ー タ

表2-14FACTI.Sing1eCrysralSilicon[GPa]

Young'smodulus Elasticcoefficient

matrix Note Ref.

〈100> 〈110> 〈111> c11 c12 c44

一

一

ー

i30
-

一

一

一

一

一

170

220

160

122/125

一

一

169

-

一

ー

一

167.40

165.7

-

一

一

一

一

65.23
、

63.9

-

一

一

一

一

79.57

79.6

-

一

一

一

一

elaStiCWaVeVelOCity.

elaStiCWaVeVelOCity.

B-doped

B-doped,annealed1100.

1

2

3

4

5

6

7
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A21-A23(1990)866
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② 多 結 晶Siに 関 す る デ ー タ

表2-15 FACTll.Poly-Silicon[Gpa]

Young'smodulus Note Ref.

160 LP-CVD,B-dozed,withoutanneal 1

194 LP-CVD,B-dozed,withannealat1100 1

deg.

165.9/162.9/162.7/162.4/159.5 2

189.81 unsoaked 3

187.54 soakedbyDIwater 3

206.47 soakedbyBOE 3

216.14 soakedby10:1HF 3

238.69 soakedby1:1HF 3

237.56 soakedbypureHF 3

References.

1.0.Tabataetal.:ControlofinternalstressandYoung'smodulusof

Si3N4andpolycrystallinesiliconthinfilmsusingtheion
implpantationtechnique,ApP1.Phys.Lett.,56(1990)1314

2.E.Borchi,S.DeGennaro,R.MacilandM.Zoil:Elasticmoduliof

polycrystallineSiandGe,(1998)
3.J.A.WalkerandK.J.Gabriel:Mechanicalintegrityofpolysilicon

filmsexposedtohydrofluoricacidsolutions,J.ofElectronic

Materials,20(1991)665

③ そ の 他 のSiに 関 す る デ ー タ

表2-16 FACT皿.Others[GPa]

Young'smodulus Note Ref.

62 amorphousSiwhisker 1

References.

1.Y.Tatsumi,M.Shigiand卜1.

amorphoussiliconwhiskers,

Hirata:MeasurementofYoung'smodulusin

JapaneseJ.Appl.Phys.,17(1978)1465
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(d)ま と め

Siに 関 して 既 存 の 物 性 情 報 デ ー タ ー ベ ー ス を 調 査 し た と こ ろ 、 マ イ ク ロマ

シ ン 開 発 に 有 用 な 強 度 な ど の デ ー タ が 殆 ど得 ら れ な い こ と が 判 明 し た 。 こ の

た め 文 献 デ ー タベ ー ス か ら技 術 情 報 を 抽 出 し、 こ れ を 元 に ヤ ン グ係 数 の デ ー

タ ベ ー ス の プ ロ トタ イ プ を 作 成 し た 。

Siの 力 学 的 特 性 は 十 分 解 明 さ れ て い る とは 言 い 難 く、 報 告 例 自体 非 常 に 少

な い こ と を実 感 レ た。 ま た、 材 料 の 履 歴 な ど を特 定 す る 、 い わ ゆ る メ タ デ ー

タ に 対 す る考 慮 が 不 十 分 な た め 、 過 去 の デ ー タ に 対 す る 追 試 や 二 次 情 報 との

整 合 性 を と る こ とが 難 しい 。 実 際 の デ ー タベ ー ス の 構 築 に あ た っ て は 、 利 用

者 が これ ら の 点 を 理 解 し た う え で 活 用 で き る よ う な 配 慮 が 必 要 で あ る。 今 回

示 し た プ ロ トタ イ プ の よ う に 多 元 的 な 情 報 を盛 り込 む こ とは 、 そ の ひ とつ の

回 答 で あ る と考 え られ る。

な お 、 本 項 で 示 し た物 性 デ ー タ は 、 あ く まで 文 献 情 報 か ら例 と して 掲 げ た

も の で あ り、 す べ て の 情 報 を 網 羅 し た も の で は な い 。 ま た 、 か な らず し も厳

密 な も の で は な い こ とを お こ とわ り し て お く。
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2.1.3物 性 情 報 デ ー タ ベ ー ス の プ ロ ト タ イ プ

前 節 で 抽 出 し た デ ー タ を も とに 、 以 下 の 点 を 考 慮 して デ ー タベ ー ス の プ ロ

トタ イ プ を構 築 し た。

① 実 際 の 研 究 者 の 思 考 を 中 断 せ ず に 、 所 望 す る デ ー タ に た ど りつ け る こ

と。 そ の た め に、 簡 便 な イ ン タ ー フ ェ ー ス を 備 え、 パ ソ コ ン、 ワ ー ク ス

テ ー シ ョ ンベ ー ス で 使 用 で き る こ と。

② 材 料 の 構 造 、 履 歴(い わ ゆ る メ タ デ ー タ)な ど か ら検 索 で き る こ と。

具 体 的 に は、 プ ロ セ ス 温 度 、 圧 力 、 不 純 物 濃 度 、 アニ ー ル の 有 無 な ど が

こ れ に 相 当 す る。

③ 原 著 に あ た ら な くて も、 あ る程 度 の 内 容 を把 握 で き る こ と。

④ そ の デ ー タ が 引 用 した デ ー タ、 お よ び 引 用 さ れ た デ ー タ(文 献)を リ

ス トで き る こ と。

本 デ ー タベ ー ス は 確 証 さ れ た値 で は な く、 実 験 評 価 に よ る値 で あ る。 従 っ

て、 引 用 の 有 無 、 前 後 関 係 に よ り、 デ ー タ の 妥 当性 を 利 用 者 に 知 らせ しめ る

と共 に 、 関 連 し た 報 告 や 類 似 の 情 報 を容 易 に 得 られ る よ う に す る。

本 調 査 で は 、 研 究 者 に と って 使 い や す い物 性 情 報 デ ー タベ ー ス とは 何 か を

明 ら か に す る た めYユ ー ザ ・イ ン タ フ ェー ス の 設 計 に 主 眼 を 置 き、 デ ー タ の

蓄 積 は 行 わ な か っ た。 な お 、 ハ ー ドウ ェ ア は 、MACを 使 用 し た。

委 員 会 に お け る プ ロ トタ イ プ の 評 価 は 、 「マ ウ ス だ け で 検 索 が で き、 画 面

も わ か りや す い の で 実 用 的 な ユ ー ザ ・イ ン タ フ ェー ス と考 え られ る」 とい う

も の で あ っ た。

以 下 に プ ロ トタ イ プ の 画 面 を 示 す。
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(1)材 料 構 造 の 選 択

Siの 特 性 は 単 結 晶 か 、 多 結 晶 か 、 そ れ 以 外(ア モ ル フ ァ ス な ど)か に よ っ

て 大 き く異 な る。 そ の た め 、ま ず は じめ に そ れ ら の 構 造 を 選 択 す る。

図2-2は 本 選 択 画 面 を 示 す 。

「 百 イル 編集 コ㌧ ツール オブジェ外 フォント スタイル

i牽iilie∂踵 塾延a鱒 亘ali刀'a≒ali:B鵡"萢 三:::三MiCm

② ◆ 翁

ぬece亘t≡ 轟

:艇 。… ≒叛 嘩ma頃 日垣 興 噂 寧 ・鱒1:雛 麟 、
鱗 .,

ロ ロ'◎

、
・

FACTI

SingleCrysta1

FACTIII
Others

FAC▲II

Poly-Crysta1

命
Home

図2-2材 料 構 造 の選 択
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(2)デ ー タ を 特 定 す る た め の デ ー タ(メ タ デ ー タ)の 入 刀

所 望 す る デ ー タ を特 定 す る た め に 、 材 料 の 履 歴 や プ ロ セ ス の 条 件 を指 定 す

る。 図2-3は 入 力 画 面 を 示 す 。 本 図 で は 、Pが ドー プ さ れ 、 ア ニ ー ル 処 理 お

よ び 薬 品 に よ る表 面 処 理 を し て い る デ ー タ を 検 索 す る こ と を示 して い る 。 こ

の 状 態 で 画 面 右 下 の 「FACTdata」 を選 択 す る と、 該 当 す る デ ー タ

が 現 れ る。
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(3)フ ァ ク トデ ー タ の表 示

メ タ デ ー タ に該 当 す る デ ー タ を 、 文 献 単 位 で 表 示 す る。(図2-4)

そ の 文 献 デ ー タ に お い て 、 引 用 さ れ て い る 文 献 は 、rSee」 に よ り参 照

す る こ とが で き る 。(図2-5)

ま た、 本 文 献 デ ー タ が 他 の 文 献 デ ー タ に お い て 引 用 さ れ て い る場 合 、 「R

eferred」 に よ り引 用 し た 文 献 を参 照 す る こ とが で き る。

`フ ァイル 編集"

塾 頭'　
」陪 こ

コ.'JisJLオ フ"シ"エ クト フォント スタイル

、⑩'-P今ly-q酎 延'
。.

② ◆ ψ

邑M』 紬'禦 懸

AUthers:J.A,Walker,KJ,GabrielandM.Mehregany

Title:MechanicalintegrityofpolySiliconfilmse×pozedtohydrof-

ouricacidsolutions

Iournal:1.ofElectronicMaterials,20(199ユ)251

Process:LP-CVD

kessure:300mTorr

Temp、1800℃

Mixture:SiH2C12andNH3

Anneal:None

「[」.1勺 に∩nゑ
{レ ・'.

ψ
LHENU
蕊 藝 超.Referred 羅

∠

図2-4フ ァ ク ト デ ー タ の 表 示
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`万 イル
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鵠 認1灘 畿1{蹴i引 綱s・T・ 剛EEET-Elect.

1・… 霊f2;よ 蕊ll品1㌫ 閲 麟OViak・P「OCSPIE

3.J..『 》1.Jaffe,EIectrOnLett.、10(1974)420

Pto隠:47孟 ㌫ 盟謬11-b・ 一 －mi・ ・1加階
・

Temp・=

MixturelSiH2Cl2andNH3

AnneallISIone

「nへ 」,1,析Aτ 、Aつ く ∩ ∩ λ

・㍗ぜ .1、'.二

⇔
MENU

」
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Goback

國
See
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Referr Nextdata

図2-5参 照 デ ー タ の 表 示
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2.1.4 、雑 誌 ・新 聞 記 事 情 報 デ ー タ ベ ー ス

(1)基 本 的 視点

当マ イ ク ロマ シ ンセ ンターで現在保有、将来作成 す る技術情報(様 々な文

献 情 報 、新 聞記 事 情報 の抄録等)を セ ン ター 内及 び外 部研 究 者 が手軽に検 索

利 用出来 る技術情報 データベース構築 を考 えてみたい。 この ようなシステム

が実現出来 れば、 マイクロマ シ ン研究者間での情報 の共有化が図れ・かつ迅

速な情報獲得 が可能 にな る等 当該研究分野の進展 に利 する効果は非常 に大 き

いものがあると考 える。

上記デー タベー スの構想にあ たり、現有の技術情 報 を直接使用 してプロ ト

タイプ システムを作 り、本来 の 目的 の実現性を実証す ることを試み た。

(2)プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム の 具 備 す べ き要 件

当 該 デ ー タベ ー ス に 持 たす べ き条 件 は 利 用 者 の 立 場 か ら考 え る と下 記 の 要

件 を満 た す べ きで あ る 。

(a)デ ー タベ ー ス の 内 容 、 構 造 、 体 系 等 々 に 関 す る 知 識 を事 前 に 持 っ て い な

くて も必 要 な 文 献 、 デ ー タ を 検 索 す る こ とが で き る 。

(b)そ の よ うな 検 索 で も充 分 短 い 時 間 で 実 行 で き る。

(c)デ ー タ種 類 は マ ル チ メ デ ィ ア を扱 え る こ とが 望 ま し い。

一方 システム管理者 の立場 か ら考 えると下記 の要件 を満 たすべ きである。

(d)シ ス テ ム と して は プ ロ トタ イ ピ ン グ シ ス テ ム 的 考 え で 推 進 で き る。

即 ち ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン、 パ ソ コ ン を 中 心 に シ ス テ ム 構 成 し、 ベ ン ダ ソ

フ ト、 流 通 ソ フ トの 上 に 簡 単 に デ ー タ ベ ー ス を構 築 で き る こ と。

(e)運 用 管 理(デ ー タ 登 録 管 理 、 シ ス テ ム管 理)、 保 守 管 理 が 簡 単 で あ る。

(f)デ ー タ 登 録 は 多 種 の様 式 デ ー タ で も、 既 存 の デ ー タで も一 様 に実 行 で き

る こ と、 か つ デ ー タ を そ の ま ま登 録 す れ ば 登 録 完 了 と な る こ とが 望 ま し い

(例 え ば 登 録 時 に イ ン デ ク ス を付 与 す る 等 の 作 業 は 不 要 に した い)。

以 上 の条 件 を勘 案 し、 最 近 製 品 販 売 さ れ て い る 、 ワー ク ス テ ー シ ョ ン とパ

ソ コ ンで 構 成 さ れ る ク ラ イ ア ン ト ・サ ー バ シ ス テ ム 上 で 実 行 ・管 理 す る全 文

検 索 シ ス テ ム(製 品 名:Bibliotheca/TS高 速 全 文 検 索 シ ス テ

ム 、 メ ー カ:(株)日 立 製 作 所)を 利 用 して プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム 実 験 を 行

い 、 評 価 を 実 施 す る。
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(3)プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム と デ ー タ ベ ー ス 構 築

(a)プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム 構 成

・シ ス テ ム 構 成 図2-6に 構 成 を 示 す 。

デ ィスク

Bibliotheca/TS-CL

Bibliotheca/TS-SS

内 部 メモリ

(Max72MB)

3050日 立 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 機 種:

日 立WS3050

デ ィ ス ク 容 量:内 蔵400MB

Max7.6GB

プ ロ セ ッ サ 性 能:20MIPS

(68040,25MHz)

キ ャ シ ュ 容 量:256KB

フ ロ ッ ピ デ ィ ス ク:3.5"X1

シ ス テ ム 形 態:ス タンド アローン

デ スクトップ'形 式

内 蔵 メモリ40MBで 構 築

図2-6プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム 構 成

・機 能 説 明

① 全 文 検 索 シス テ ムBibliotheca/TSは 、 デ ー タ(文

献 、 新 聞 記 事 、 論 文 等 様 々 の 文 書)を イ ン デ ッ ク ス を付 与 す る 等 の

作 業 が 不 要 で そ の ま ま ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン(WS)の デ ■一"タベ ー ス

に 登 録 す る こ とが 可 能 で あ り、 か つ 利 用 者 が 思 い 付 い た 言 葉 で 検 索

す れ ば 、 そ の該 当 す る 言 葉 が 文 書 中 の ど こ に あ っ て も即 座 に そ の 文

書 を 引 き 出 して 来 る こ とが 可 能 で あ る。

② 検 索 は 単 純 検 索 、 同 義 語 異 表 記 検 索 、 論 理 検 索(AND、OR、

NOT)、 ワ イ ル ドカ ー ド検 索 、 近 傍 検 索 、 段 階 検 索 、 組 合 せ 検 索 、

絞 り込 み 検 索(ハ イ ア ラ ー キ 、 ユ ニ バ ー ス)等 が 用 意 さ れ て い る。

検 索 は 完 全 一 致 検 索 を 基 本 と して い る が 、 ワ イ ル ドカ ー ド検 索 、 近

傍 検 索 等 の 曖 昧 的 検 索 も可 能 で あ る。

③ 検 索 用 の 画 面 は 標 準 の 画 面 が 用 意 さ れ て お り、 直 ぐ利 用 可 能 で あ

る。 ま た ユ ー ザ の 利 用 業 務 に 合 わ せ た検 索 画 面 も 簡 単 に 作 成 可 能 な

ユ ー ザ イ ン タ フ ェー ス が 用 意 され て い る 。

④ 検 索 結 果 の デ ー タ(文 書 等)は 他 の ソ フ ト製 品 を利 用 し て 印 刷 ・

メ ー ル ・FAX等 の 出 力 ・配 布 に よ り手 元 に 得 る こ とが 可 能 で あ る。

一39一



(b)デ ー タ ベ ー ス 構 築

デ ー タベ ー ス と して マ イ ク ロ マ シ ンセ ン タ ー に て 収 集 ・発 行 して い る

「文 献 記 事 ・新 聞 記 事 」No.1～7のFDデ ー タ を プ ロ トタ イ プ シ ス テ

ム に 入 力 して 構 築 し た。

① 対象情報

文書数

総文書容量

雑 誌 ・新 聞 記 事 情 報 デ ー タ ー ベ ー ス

1160件

492,349Byte

② デ ー タベ ー ス 登 録

登録方法 :FD(DOS形 式 テ キ ス トフ ァ イ ル)を3050HD

(DOS形 式 テ キ ス トフ ァ イ ル)ヘ コ ピ ー 。

3050HD内 でDOS形 式 テ キ ス トフ ァ イ ル をUNI

X形 式 テ キ ス トフ ァ イル へ 変 換 。

一 括 登 録 を行 う た め に ヘ ッ ダ フ ァ イ ル を 作 成(本 作 業 は

簡 略 作 用 化 の 為 に 実 施 。 必 須 作 業 で な い)。

Bibliotheca/TSの ユ テ ィ リ テ ィ コ マ ン ド

に よ りBibliotheca/TSのDBへ 登 録 。

(注)FD;FloppyDiskHD;HardDisk

③ デ ー タ ベ ー ス 検 索

検索方法
'3050標 準GUI(GraphicUserInterface)を 用 い

て 検 索 タ ー ム を1つ(単 純 検 索)あ る い は 複 数 個(論 理

条 件 検 索 －AND、OR、NOT－ 等)入 力 し て 検 索 実

行

以 上 は ご く一 般 的 検 索 方 法 で あ る 。

前 記 の(a)ロ で 述 べ た よ り複 雑 な 、 様 々 な 検 索 条 件

(例 え ば 段 落 検 索 、 絞 り込 み 検 索)に て 検 索 を行 う こ と

が 可 能 で あ る 事 は 付 記 す る まで も な い。

検索結果 検索結 果集合、検 索結果一覧表、本文表示等にて表示可

能
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(4)検 索 の 実 際 例

以 下 に お い て 標 準 提 供 され て い るGUIで 検 索 し た 実 際 例 を 画 面 の ハ ー ド

コ ピ ー と して 示 す 。

図2-7検 索 タ ー ム 「市 場 」 で 単 純 検 索 し た結 果 の件 数 表 示 一14件 ヒ ッ

ト

図2-8上 記 の 検 索 結 果 一 覧 表 示 と 文 書No[0007.013]を ピ ッ ク し た状 態

図2-9ピ ッ ク さ れ た文 書No[0007.013]の 本 文 表 示 と検 索 タ ー ム 「市 場 」

の 一 致 部 分 の反 転 表 示

図2-10再 び 検 索 結 果 一 覧 表 示 に 戻 り次 に 見 た い 文 書 を捜 す 。 この 時 既 に

見 た 文 書 は チ ェ ッ ク覧 に 自 動 的 に マ ー クが 付 与 さ れ る。

図2-11～ 図2-14 検 索 タ ー ム 「マ イ ク ロ マ シ ン」 で の 検 索 の 例 。

221件 ヒ ッ トと非 常 に 高 い例 で あ る。

こ の よ う に ヒ ッ ト件 数 が 多 い と予 想 され る 場 合 は 論 理 条 件 検 索 を実 施 す る

こ とが 有 効 で あ る。'以下 に示 す の は そ の 場 合 の 検 索 例 で あ る 。

図2-15

図2-16

図2-17

図2-18

検 索 タ ー ム 「マ イ ク ロ マ シ ン」 と 「セ ラ ミ ッ ク 」 のAND条 件

を 設 定 した 時 の 画 面 状 態

検 索 実 行 後 の ヒ ッ ト件 数 表 示 。 今 後 は ヒ ッ ト件 数5件 と非 常 に

絞 られ て い る事 が わ か る 。

そ の 結 果 一 覧 表 示 画 面 と文 書No[0006.053]を ピ ッ ク し た 状 態

表 示

本 文 表 示 と検 索 タ ー ム 「マ イ ク ロ マ シ ン」 「セ ラ ミ ッ ク」 の 一

部 分 の 反 転 表 示 状 態
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τ

^鼻

アクションω

1

集合ID輌 ヒットイ轍[=回 件

検索条 件式file:eq('市 場')

文書ID チェック欄 内容(表 示 ファイル名)

OOO710 0005.513先 端技術:産 官学協力への課題(下);学 際会議報告書

000765 0005.568マ イクロマシン技術に関心高まる;「 幅広い市場開拓」

000829 OOO6.036/日 経バイオテク 日経バイオ年鑑93研 究開発と市場

000874 0006.527「 中期産業展望」報告書から ☆5素 材産業の課題;製

000887 0006.540「 中期産業展望」報告書から ☆6消 費財組立加工は縮

000913 1OOO6.566日 立 メディ コに聞 く;新 製 品が花盛 り、将来、マ イクロ
劃9嘩
001069

工1こ 豊零禦i煕 鷲 歴鷹爲警護
001092 1【0007.578】 通産;設 備投資"呼 び水"の 新促進税制 リス;ラ ご

001100 1【0007.586】 通産省;ソ フト基盤技術:産 学協同で開発す る方針

≧

図2-8 「市場」での検 索結果一覧の表示状態
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図2-9 「市場」検索 ヒッ ト文書 の本文表示例
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、 層㌧

`

アクションω

集合ID輌 ヒット件数[==同 伴

検 索条 件式fユle:eq('市 場')

文書工D チェック欄 内容(表 示ファイル名)
1

000710 0005.513先 端技術:産 官学協力への課題(下);学 際会議報告書

OOO765 0005.568マ イクロマシン技術に関心高まる;「 幅広い市場開拓」

000829 0006.036/日 経バイオテク 日経バイオ年鑑'93研 究開発と市場

000874 0006.527「 中期産業展望」報告書から ☆5素 材産業の課題;製

000887 0006.540「 中期産業展望」報告書から ☆6消 費財組立力肛 二は縮

000913 0006.566日 立 メディ コに聞 く;新 製品 が花盛 り、将来、マ イク ロ

000997 ○ 【OOO7.013】 マイクロマシニング技術を用いた新 しいセンサ 坂

001069 【0007.555】 セ イコーエ プソン;勧 、ロボ ッ ト、玩具市場 に夢

001092 【0007.578】 通産;設 備投資"呼 び水"の 新促進税制 リス トラ

001100 【0007,586】 通産省;ソ フト基盤技術:産 学協同で開発する方針

鎮

図2-10再 び 「市 場 」 検 索 ヒ ッ ト結 果 一 覧 に 戻 っ た 状 態
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図2-11検 索 タ ー ム 「マ イ ク ロ マ シ ン 」 の 検 索 ヒ ッ ト状 態
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図2-12 「マ イ ク ロ マ シ ン」 で の 検 索 結 果 一 覧 の 表 示 状 態
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(5)評 価 の ま とめ

以 上 プ ロ トタ イ プ シス テ ム を構 成 し、 マ イ ク ロ マ シ ン セ ン タ ー の 現 行 の 技

術 情 報 を 使 用 して デ ー タベ ー ス 構 築 を行 い 、 登 録 ・検 索 を実 施 し た。

そ の 結 果 下 記 の 評 価 を 得 た 。

(a)市 販 の ワー プ ロ ソ フ トで 作 成 さ れ た 技 術 文 書 は 、 全 文 検 索 シ ス テ ム に て

容 易 に登 録 で き、 か つ 利 用 者 が 簡 単 な 操 作 で 必 要 とす る 情 報 を検 索 し デ ー

タベ ー ス よ り取 り出 せ る こ と を確 認 し た 。

(b)文 書 数:1160件 の 場 合 プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム に お い て

登 録 時 間:22.1秒+テ キ ス トフ ァ イ ル 変 換 時 間

検 索 時 間:約1秒

の 評 価 結 果 を 得 た。

こ の結 果 は デ ー タ ベ ー ス の 容 量 が1GB程 度(今 回 の プ ロ トタ イ プ シ ス

テ ム の2000倍 相 当 、200万 件)に な っ て も実 用 レベ ル で 使 用 可 能 で

あ る。

(c)利 用 者 の 操 作 性 は 提 供 さ れ て い る 標 準 のGUIで も充 分 使 用 可 能 で あ る

こ と を 確 認 し た。 さ ら に は 標 準 で 提 供 され て い るAPI(Application

ProgramInterfa'ce)を 使 用 して マ イ ク ロ マ シ ン セ ン タ ー の 利 用 者 向 け の ユ

ー ザ 画 面 を簡 単 に 作 成 で き、 よ り一 層 分 か りや す い 利 用 形 態 が 実 現 で き る

こ と も示 唆 さ れ た。

(d)ワ ー ク ス テ ー シ ョ ンの 通 信 機 能 を 使 用 す れ ば 、 外 部 の デ ー タ ベ ー ス シ ス

テ ム と接 続 し、 検 索 対 象 を広 げ る こ と も可 能 で あ る。

検 索 対 象 拡 大 法:① 直 接 外 部 デ ー タ ベ ー ス に ア ク セ ス して 検 索

② 必 要 な デ ー タ を シ ス テ ム に 取 り込 み 、 自 己 の シ ス テ

ム 内 で 検 索

こ の 様 に 柔 軟 な 対 応 が 可 能 で あ る 。

上 記 の プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム の評 価 結 果 を 踏 ま え て 、 雑 誌 ・新 聞 記 事 情 報

デ ー タ ベ ー ス に つ い て 下 記 の 知 見 を得 た。

(a)プ ロ トタ イ プ シス テ ム 評 価 に お い て 採 用 し た 、 市 販 の 全 文 検 索 シ ス テ ム

(例 え ば 日立 製 作 所 製 全 文 検 索 シ ス テ ムBibliotheca/TS)を 使 用 して

充 分 目的 の シ ス テ ム を構 築 で き る。

(b)ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン通 信 機 能 を活 用 す る こ と に よ り、 セ ン タ ー 内 試 行 運
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用か ら公衆網 を介 した外部研究者 向け検索サー ビスへ の段階的展開 も可能

で ある。

一55一



2.2情 報 形 態

2.2.1デ ー タ 形 式

最 近 の マ ル チ メ デ ィ ア技 術 の 進 展 に よ り デ ー タベ ー ス が 取 り扱 うデ ー タ の

形 式 、 型 に は 、 文 字 、 数 値 、 グ ラ フ、 図 形 、 イ メ ー ジ 図 、 更 に 音 声 、 動 画 ま

で 広 が っ て い る。 本 委 員 会 が 検 討 す る物 性 情 報 デ ー タ ベ ー ス 、 雑 誌 ・新 聞 記

事 情 報 デ ー タベ ー ス で は 、 文 字 、 数 値 情 報 が 中 心 で あ り、 将 来 図 形 の デ ー タ

ベ ー ス 化 も考 え られ る が 、 当 面 は 、 デ ー タ ベ ー ス 化 の コ ス ト、 利 用 者 が 現 有

シ ス テ ム を 活 用 して 容 易 に 利 用 で き る と い う点 を考 慮 し て 、 テ キ ス ト情 報 に

限 る こ と と し た。

2.2.2デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム 上 の 表 現 形 式

既 存 の デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム を利 用 す る こ と が 、 導 入 が 容 易 で あ り、 コ ス

ト面 で も有 利 と考 え られ る こ と か ら 、 雑 誌 ・新 聞 記 事 情 報 デ ー タベ ー ス で は 、

市 販 の 検 索 シ ス テ ム で あ るBibliotheca/TSを 使 用 し て 、 プ ロ

トタ イ プ シ ス テ ム を作 成 し た 。 操 作 性 、 及 び フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 の デ ー タ

の デ ー タベ ー ス へ の取 り込 み も容 易 で あ る こ とが 明 ら か に な っ た の で 、 こ れ

を採 用 す る こ とに 問 題 は な い と考 え ら れ る。

物 性 情 報 デ ー タベ ー ス で は 、 例 え ば 、Siの ヤ ン グ 率 と言 っ て も、 材 料 の

形 状 や 、 測 定 条 件 、 測 定 者 等 に よ り異 な る値 が 得 ら れ 、 未 だ 確 定 し た数 値 が

得 ら れ る 段 階 で は な い。 そ の た め 、 「ヤ ン グ率 」 と い う一 つ の デ ー タ 項 目 に

対 して 複 数 の デ ー タ群 が 対 応 す る こ と が 普 通 に 起 こ り得 る。 ま た、 デ ー タ項

目 の確 定 も今 後 の 課 題 と して 残 さ れ て い る の で 、 ど の よ う な デ ー タベ ー ス シ

ス テ ム を 採 用 す る か も、 今 後 の 分 析 、 検 討 を要 す る 。

い ず れ に せ よ、 物 性 情 報 デ ー タ ベ ー ス の プ ロ トタ イ プ に 示 さ れ た ユ ー ザ ー

イ ン タ ー フ ェ イ ス を実 現 で き、 か つ デ ー タ ベ ー ス へ の 登 録 等 が 容 易 な シ ス テ

ム を 対 象 に 選 択 す べ きで あ ろ う。
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3情 報 の利 用

3.1利 用 形 態

マ イ ク ロ マ シ ン技 術 等 の 全 体 情 報 の利 用 者 は 大 ま か に 次 の3分 野 に 分 類 す る

こ と可 能 で あ る。 即 ち 、 研 究 賛 助 会 員 を 中 心 し た財 団 会 員 、 マ イ ク ロ マ シ ン技

術 の 研 究 開 発 支 援 を す る ア カ デ ミ ッ ク グ ル ー プ 、 お よ び マ イ ク ロマ シ ンセ ン タ

ー 事 務 局 ス タ ッ フ の3つ で あ る。 例 えば 、 研 究 賛 助 会 員 の 研 究 者 達 が デ ー タ ベ

ー ス の 利 用 は 非 公 開 資 料 の 情 報 交 換 が 主 体 的 で あ り、 図 形 、 グ ラ フ 、 テ ー ブ ル

等 の 情 報 形 態 が 多 く、 そ の た め の ハ ー ド ウエ ア ・マ シ ン よ り も フ レ キ シ ブ ル な

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン と専 用 ソ フ トが 中 心 に な る と考 え られ る。 支 援 ア カ デ ミ ッ

ク グ ル ー プ が 利 用 を 望 ん で い る デ ー タベ ー ス の 一 例 は 公 開 可 能 な 、 例 え ば マ イ

ク ロ マ シ ン物 性 情 報 デ ー タ ベ ー ス の よ うな も の で あ り、 支 援 ア カ デ ミ ッ ク グル

ー プ は 財 団 側 で の デ ー タ ベ ー ス 構 築 と提 供 を望 ん で い る。 一 方 、 財 団 事 務 局 自

身 と して は 内 部 の事 務 処 理 簡 素 化 ・効 率 化 の 立 場 か ら、 デ ー タベ ー ス 一 元 化 管

理 と必 要 デ ー タ の水 平 展 開 を 促 す ネ ッ トワ ー ク と タ ー ミ ナ ル 及 び 開 放 型OSの

充 実 が 望 ま れ る。 基 本 キ ー ワ ー ドを基 準 に マ イ ク ロ マ シ ン セ ン タ ー に 問 い 合 わ

せ る と、 い ち 早 く、 関 連 す る 必 要 情 報 が 入 手 で き る 仕 組 み が 望 ま しい が 、 コ ス

ト的 に 利 用 しや す い の は 例 えば 、CD-ROMの よ う な 大 容 量 メ モ リデ ィ ス ク

か ら会 員 が そ れ ぞ れ 所 有 す る ス タ ン ド ・ア ロ ン 型 マ シ ンで 検 索 解 読 す る 方 法 が

ス タ ー トに な る。 ネ ッ トワ ー ク サ ー ビ ス は会 員 の 利 用 頻 度 増 大 、 利 用 会 員 数 の

増 大 が あ る 水 準 を超 え た と き に 改 め て オ ン ラ イ ン 化 を 考 え て も 問 題 無 い よ う な

ス トア構 造 を構 築 す る こ と は 可 能 で あ る。 ま た 、 財 団 と し て は デ ー タ の 秘 密 保

持 性 と 公 開 性 との 線 引 き を ハ ー ド ウエ ア ・ソ フ ト ウエ ア上 で 明 確 に 規 定 し な が

ら 、 デ ー タベ ー ス の 運 用 管 理 を 行 っ て い く事 が 利 用 者 ・財 団 の 双 方 に と っ て 好

ま し い 形 に な る。
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3.2シ ス テ ム 形 態

本 デ ー タベ ー ス シ ス テ ム は 、 マ イ ク ロ マ シ ンセ ン タ ー 及 び そ の賛 助 会 員 を利

用 者 と す る ク ロー ズ ドな シ ス テ ム で あ る。 将 来 は 、 外 部 に 対 して 情 報 発 信 を す

る 方 向 が 考 え ら れ る が 、 現 時 点 で は 、 イ ンハ ウス 的 な 利 用 を前 提 と す る。

デ ー タベ ー ス サ ー ビ ス の シ ス テ ム の 形 態 と して は 、 ス タ ン ドア ロ ン型 と、 ネ

ッ トワ ー ク型 が 考 え ら れ る。 本 シ ス テ ム を 主 に利 用 す る 賛 助 会 員 の数 は 、28

で あ り規 模 的 に は 大 き くな い。 ま た 、 高 温 超 電 導 デ ー タ ベ ー ス の 年 間 利 用 件 数

が 、2,700件 程 度 で あ る こ と か ら考 えて ア ク セ ス が 頻 繁 に 発 生 し待 ち が 発

生 す る こ と も あ ま りな い と考 え ら れ る。 従 って 、 ス タ ン ドア ロ ン型 の シ ス テ ム

形 態 が適 し て い る。

運 用 を含 め た 利 用 の仕 方 を 考 え る と、 マ イ ク ロ マ シ ンセ ン タ ー 及 び 賛 助 会 員

の ユ ー ザ ー の 近 くに ワー ク ス テ ー シ ョ ン を 設 置 し、 ハ ー ドデ ィス ク上 の デ ー タ

ベ ー ス を 直 接 ア ク セ ス す る事 で 実 現 で き る。 会 員 企 業 の 内 部 でLANを 利 用 し

て 複 数 の ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン か ら ア クセ ス す る こ と も も ち ろ ん 可 能 で あ る。 こ

の 場 合 に は 、 サ ー バ ー を1台 用 意 し、 こ れ に デ ー タ ベ ー ス の 格 納 と、 管 理 を 任

せ れ ば 良 い。 企 業 内 に 既 に設 置 さ れ 、 利 用 さ れ て い る ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン で 充

分 運 用 が 可 能 で あ り、 本 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の た め、 新 規 に ワ ー ク ス テ ー シ

ョ ン を導 入 す る 必 要 は な い。

委 員 会 で は デ ー タベ ー ス の 更 新 は最 も 費 用 の か か る 重 要 な 問 題 で あ る とい う

認 識 が あ っ た が 、 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 具 体 的 な 設 計 が 定 ま ら な い と精 密 な

議 論 が で きな い た め 、 本 年 は 特 に 検 討 を行 わ な か っ た。

ア ク セ ス 制 御 に 関 し て は 、 ス タ ン ドア ロ ン型 で あ り、 ユ ー ザ ー も限 定 さ れ て

い る の で 特 別 の 配 慮 は 不 要 で あ り、 現 在 マ イ ク ロ マ シ ンセ ン ター 及 び 会 員 が 採

用 して い る 方 法(パ ス ワー ド管 理)程 度 で よ い と考 え られ る。
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4経 済 性 の 検 討





4経 済 性 の検 討

2章 及 び3章 で 述 べ た マ イ ク ロ マ シ ン技 術 の デ ー タ ベ ー ス の シ ス テ ム 化 に 要 す

る経 済 的 諸 要 素 に つ い て 検 討 し た。

4.1前 提 条 件

検 討 に あ た り、 以 下 の 諸 条 件 を 前 提 と し た。

4.1.1デ ー タ ベ ー ス 化 の 対 象

マ イ ク ロ マ シ ン技 術 情 報 デ ー タベ ー ス の 構 築 に 関 し、 委 員 会 で 検 討 した 結

果 、 デ ー タベ ー ス 化 の 対 象 は 、 次 の2種 類 とす る。

① 物 性 情 報 デ ー タベ ー ス

② 雑 誌 ・新 聞 記 事 情 報 デ ー タベ ー ス

4.1.2利 用 者

当 面 、 マ イ ク ロ マ シ ンセ ン タ ー 及 び 会 員 企 業 等 に 限 定 す る。 将 来 は 、 外 部

利 用 者 へ の デ ー タ 開 放 の 可 能 性 も あ る が 、 本 調 査 で は 、 対 象 外 とす る。

4.1.3デ ー タ ベ ー ス 設 計

本 調 査 で は 、 デ ー タ ベ ー ス の デ ー タ項 目 に つ い て 、 雑 誌 ・新 聞 記 事 情 報 デ

ー タ ベ ー ス は 、 現 有 の テ キ ス トデ ー タ 全 体 と し た が 、 物 性 情 報 デ ー タベ ー ス

に つ い て は 、 今 後 な お 詳 細 な 検 討 を 要 す る も の と し た。

ま た、 メ タ デ ー タ の 扱 い に つ い て 、 そ の 必 要 性 は 明 ら か に な っ た が 、 メ タ

デ ー タ と の リ ン ク の 方 法 等 に つ い て は 、 デ ー タベ ー ス の 詳 細 設 計 と して 具 体

的 に 検 討 す る 必 要 が あ る。

4.1.4デ ー タ 量

(1)物 性 情 報 デ ー タベ ー ス

Si、Fe、Al203、 及 びNiTi合 金 を対 象 とす る。

登 録 す べ き デ ー タ項 目 は 、 な お 検 討 を 要 す る が 、 前2.1で 述 べ た と お り、

現 時 点 で は 候 補 に 上 げ られ た全 部 の デ ー タ を収 録 す る もの と考 え る。 従 っ て 、

項 目総 数 は 、1,784項 目 で あ る。

446項 目 ×4物 質=1,784項 目
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(2)雑 誌 ・新 聞 記 事 デ ー タベ ー ス

マ イ ク ロ マ シ ン セ ン ター が 毎 月 発 行 して い る 資 料 集 を 対 象 とす る。

4.1.5デ ー タ 取 得

物 性 情 報 デ ー タ ベ ー ス に つ い て は 、 既 存 の デ ー タベ ー ス や 今 後 発 表 さ れ る

論 文 等 が デ ー タ ソ ー ス とな る が 、 デ ー タ の 選 択 に は 、 専 門 家 に よ る高 度 な 判

断 が 必 要 で あ る。 従 っ て 、 デ ー タ 取 得 の た め の 特 別 の 体 制 づ く りが 必 須 と考

え ら れ る。 こ れ に つ い て は 、 後4.2で 詳 述 す る。
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4.2物 性 情 報 デ ー タベ ー ス

デ ー タ ベ ー ス 構 築 に係 る ソ フ トウ ェ ア 、 及 び デ ー タ取 得 に 要 す る 費 用 は 、 以

下 の とお りで あ る 。

4.2.1デ ー タ ベ ーース 設 計

市 販 の デ ー タベ ー ス 管 理 シ ス テ ム(シ ス テ ム ソ フ トウ ェ ア)を 購 入 し、 こ

の 上 に デ ー タベ ー ス を構 築 す る の が 最 も経 済 的 で あ る。 市 販 の ソ フ ト ウ ェ ア

は、 本 デ ー タベ ー ス の 要 求 す る 機 能 を満 た し得 る が 、 本 デ ー タ ベ ー ス の 要 求

す る デ ー タ構 造 は 、 や や 複 雑 で あ る。 例 え ば 、 同 一 物 質 の あ る 物 性(ヤ ン グ

率 な ど)も 確 定 し た 値 で は な く、 測 定 条 件 や 、 測 定 者 に よ っ て 様 々 な 値 が 得

ら れ 、 今 後 発 表 され る も の につ い て も同 様 で あ る。 従 っ て 、 一 つ の デ ー タ項

目 に 対 して 、 複 数 の 値 や 属 性 が あ り、 そ の 数 も一 定 せ ず 、 変 化 して い く も の

で あ る。 これ ら に 対 応 し た取 扱 い が 可 能 で 、 か つ 効 率 よ い も の に す る た め に 、

デ ー タベ ー ス の 詳 細 設 計 が 必 要 で あ る。

こ の 費 用 は 、 デ ー タベ ー ス に 対 す る利 用 者 側 の 要 求 や 、 デ ー タ項 目 の 細 部

が 未 定 の た め 正 確 な 値 は 出 せ な い が 、 概 略1,300万 円 程 度 と見 込 ま れ る 。

人 件 費(シ ス テ ム 設 計)

13,000円/時 間 ×900時 間=11,700千 円

販 管 費(人 件 費 のlO%)

11,700千 円 ×10%1,170千 円

合 計 12,870千 円

4.2.2デ ー タ 取 得 費 用

本 デ ー タ ベ ー ス の デ ー タ 取 得 は 、 既 存 の デ ー タ ベ ー ス ま た は 、 論 文 等 か ら

抽 出 す る も の と、 今 後 、 発 表 さ れ る論 文 等 を 追 跡 し、 追 加 し て い く も の と が

あ る。 特 に 、 マ イ ク ロ マ シ ン分 野 で は 、 後 者 の 比 重 が 大 き い と考 え ら れ る の

で 、 そ の た め の 体 制 づ く りが 重 要 で あ ろ う。

ま ず 、 既 存 の デ ー タ に つ い て 見 る と、 以 下 の 費 用 項 目 が あ る。

①

②

③

④

⑤

文 献 検 索

文 献 入 手

デ ー タ の 抽 出

デ ー タ の 整 理 、 確 認

デ ー タ 入 力
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新 規 の デ ー タ に つ い て も文 献 検 索 の 方 法 が 変 わ る程 度 で あ り、 デ ー タ取 得

費 用 に は 大 差 が な い と考 え られ る。

(1)文 献 検 索

JOIS、JICST等 の 文 献 デ ー タ ベ ー ス を 用 い て 文 献 の キ ー ワ ー ド検

索 を行 い 、 書 誌 事 項 及 び ア ブ ス トラ ク トを 得 る。 目標 とす る デ ー タ を得 る た

め に は 、 多 数 の 文 献 を 検 索 し、 絞 り こ ん で い か な け れ ば な ら な い。 効 率 的 な

文 献 検 索 等 を行 う た め に は 検 索 の ノ ウハ ウ を持 つ 人 が 必 要 で あ る。

本 委 員 会 の 臼 田 委 員 が シ リ コ ン物 性 デ ー タ ベ ー ス の作 成 の た め行 っ た検 索

の 例 は 以 下 の とお りで あ っ た。

①

②

③

④

⑤

シ リ コ ンand(ヤ ン グ 率or強 度)=ヒ ッ トし た件 数 が 非 常 に 多 い

シ リ コ ンand(ヤ ン グ 率)=ヒ ッ トし た件 数 は100件 余 り

古 い 文 献 の 方 が 適 して い る と判 断 し、 古 い も の か ら100件 を 抽 出 。

書 誌 事 項 か ら判 断 して 、20件 を選 び 、 ア ブ ス トラ ク トを 出 力 す る。

ア ブ ス トラ ク トか ら判 断 して 、5件 に 絞 る。

す な わ ち 、 検 索 の 試 行 錯 誤 を若 干 繰 り返 し た 後 ア ブ ス トラ ク トを 出 力 し た

文 献20件 に つ き1.件 の 割 合 で 所 望 の デ ー タ が 得 ら れ た こ と に な る。 以 下 、

デ ー タ 入 力 まで の 作 業 の 流 れ を 図4-1に 示 す 。
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外 部 デ ー タ ベ ー ス の

キ ー ワ ー ド検 索

繰 り返
<i

書 誌 事 項 、 ア ブ ス トラ ク ト

出 力

(20件)

,

ア ブ ス トラ ク トに よ る

絞 り込 み

(20件 →4件)

文献 の入手
(4件)

'

文献 の素読 による絞 り込み
(4件 →1件)

/

ノ

精 読 、 グ ラ フ の 読 み 取 り、
、計 算 等 に よ る デ ー タ抽 出

(1件)

デ ー タ の整 理 、 確 認

(1件)

ノ

デ ー タ入 力

(1件)

口
口
蜘

図4-1

:機 械 ま た は補 助 者 に よ る作 業

:専 門 家 に よ る判 断 作 業

文 献 検 索 か ら所 望 の デ ー タ を得 る ま で の 過 程(デ ー タ1件 を 得 る ま で)
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費 用 デ ー タ1件 に つ き、 約24,000円 で あ る。

① 検 索 費 用 ・ア ブ ス ト ラ ク ト

文 献1件 に つ き100円(JICSTの 場 合)

デ ー タ1件(文 献20件)に つ き2,000円

② ア ブ ス トラ ク トを 読 み 、 取 捨 選 択 す る 時 間

文 献1件 に つ き10分

デ ー タ1件(文 献20件)に つ き200分

6,700円/時 間 ×3.3時 間=22,200円/件

(2)文 献 の 入 手

選 択 した 文 献 の原 著 をJICST等 か ら取 寄 せ る 。 文 献 に つ い て は 、 研 究

者 の 手 元 、 図 書 館 、 そ の 他 か ら 入 手 す る 場 合 も あ る。

費 用:1件 あ た り8ペ ー ジ と仮 定 す る と、JICSTか ら 入 手 す る場 合 は 、

文 献1件 あ た り1,080円 で あ る。

60円/ペ ーシ'×8へ'一 ジ+手 数 料600円

=1,080円/件

デ ー タ1件(文 献4件)に つ き4,320円/件

(3)デ ー タ の 抽 出

文 献 を読 ん で 、 必 要 な デ ー タ を得 る 。 文 献 を 素 読 して ま ず 使 え る か否 か を

判 断 し、 使 え る場 合 に は そ の 文 献 を精 読 し、 必 要 と あ れ ば グ ラ フ か ら値 を読

み と っ た り、 式 か ら数 値 を計 算 す る。 場 合 に よ っ て は 関 連 す る他 の 文 献 に も

当 た る必 要 が あ る。 これ は専 門 の 研 究 者 に の み 可 能 な こ とで 、 か つ 、 非 常 に

時 間 を要 す る もの で あ る。

沢 田 委 員 、 臼 田 委 員 が 試 み に 実 施 し た例 で は 、 素 読 に15～30分 、 精 読 、

計 算 等 に2～8時 間 程 度 か か っ て い る。 関 連 文 献 に 当 た る こ とが 多 け れ ば こ

の 数 倍 に な る こ と も考 え られ る。 こ こ で は 、 仮 に 平 均10時 間 と仮 定 す る。

た だ し、 この 時 間 は 、 既 に 整 理 さ れ て い る デ ー タ を 抽 出 す る 作 業 の み 対 象

と して い る。 実 際 に は 、 こ の ほ か デ ー タ ベ ー ス に 登 録 す る た め 、 文 献 に 科 学

物 質 名 が 記 載 さ れ て い な い 場 合 、 デ ー タ 抽 出 を行 う研 究 者 が 命 名 しな げ れ ば

な ら な い が 、 そ の た め の 時 間 は 含 ま れ て い な い 。

費 用:専 門 の 研 究 者 で な け れ ば 判 断 で き な い も の で あ る。 研 究 者 は 、 国 立 の

研 究 機 関 、 大 学 、 企 業 の 研 究 所 に 属 し て い る場 合 が 多 く、 そ の 研 究 時

間 を割 い て こ の 作 業 を 行 う とす れ ば 研 究 者 の属 す る 機 関 の 積 極 的 な 協

力 が 前 提 と な る。

こ の 場 合 、 研 究 者 の 人 件 費+販 管 費 と考 え る と、 デ ー タ1件 あ た り約
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8万 円 と見 積 られ る。

素 読:30分 ×4件=2時 間

精 読 、 デ ー タ抽 出:10時 間

6,700円/時 間 ×12時 間=80,400円/件

(4)デ ー タ整 理 、 確 認

研 究 者 が 抽 出 した デ ー タ を、 所 定 の デ ー タ 入 力 フ ォー ム に 出 典 等 と あ わ せ

て 記 入 し、 確 認 す る。

費 用 デ ー タ1件 あ た り10分 と して330円/件

2,000円/時 間 ×10分=330円/件

(5)デ ー タ 入 力

デ ー タ 入 力 フ ォー ム に 従 っ て 、 ワー ク ス テ ー シ ョ ン等 に 入 力 し、 プ ル ー フ

リ ス ト等 で 確 認 す る。 デ ー タ量 が 少 な け れ ば 、 外 注 せ ず 、 マ イ ク ロ マ シ ンセ

ン タ ー 内 で 可 能 と考 え ら れ る。

費 用 デ ー タ1件 あ た り10分 と し て

2,000円/時 間 ×10分=330円/件

以 上 を ま とめ る と、 デ ー タ検 索 か ら デ ー タ入 力 に 至 る 工 程 に 要 す る 時 間 及

び 費 用 は 、 以 下 の と お りで あ る。

(デ ー タ1件 あ た り)

時 間:専 門家

補助 者

合 計

費 用:検 索等

専 門家

合 計

15.

0.

15.

6,

102,

109,

3時 間

3(検 索、 文 献 入手 等 を除 く)

6

980円

600

580

(物 性 情 報 デ ー タ ベ ー ス 全 体)

物 性 情 報 デ ー タ ベ ー ス 全 体 で は 、4.1.4(1)で の べ た よ う に 、

1,784項 目 あ る が 、 こ の う ち 書 誌 事 項 が52項 目(13×4種)あ

る。 こ れ に は 専 門 家 の デ ー タ 抽 出 の た め の 多 大 な 時 間 は 要 しな い の で 、

時 間 、 費 用 の 見 積 か ら除 外 して も 大 き な 誤 差 は 生 じな い。
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時間 専門家

補助者

合 計

費用 検索等

専門家

合 計

27,295時 間

535(検 索 、 文 献 入 手 等 を 除 く)

27,830

12,452千 円

183,038

195,490

4.2.3デ ー タ 取 得 の 体 制

本 格 的 な デ ー タ の 収 集 、 デ ー タ ベ ー ス へ の 登 録 を行 う と す れ ば 、 前

4.2.2で 述 べ た よ うに 、 文 献 の 検 索 、 収 集 と専 門 の 研 究 者 に よ る 文 献 の

精 読 、 判 断 が 必 要 で あ り、 こ の 点 が 一 般 の デ ー タベ ー ス構 築 と大 き く異 な る

と こ ろ で あ る。 専 門 の 研 究 者 を こ の 目 的 の た め だ け に 多 数 動 員 す る こ とは 現

実 的 で は な く、 マ イ ク ロ マ シ ン セ ン タ ー の 賛 助 会 員 を は じ め 、 国 公 立 研 究 機

関 、 海 外 の 研 究 者 と も協 力 して デ ー タ整 備 を 図 って 行 く こ と が 望 ま し い。 具

体 的 に は 、 マ イ ク ロ マ シ ン物 性 情 報 デ ー タ ベ ー ス構 築 の た め の デ ー タ 収 集 窓

口 を 設 け 、 国 内 外 の 国 公 立 研 究 所 及 び 民 間 の研 究 機 関 に 予 め 協 力 を 要 請 して

お く。 新 た な 実 験 デ ー タ 等 が 得 られ る ご と に、 この 窓 口 に 連 絡 して も ら い、

専 門 の 研 究 者 の チ ェ ッ ク を経 て 登 録 作 業 を 行 う。 こ の よ う に す れ ば 、 検 索 →

素 読 → 絞 り こみ の 作 業 が 大 幅 に 省 略 で き、 デ ー タ の取 り こ ぼ し も減 少 す る も

の と考 え ら れ る。

こ の ほ か 、 既 存 の 文 献 の 検 索 、 収 集 に 関 して は 、 文 献 検 索 対 象 の 材 料 及 び

材 料 物 性 に つ い て 大 学 卒 業 程 度 の 専 門 知 識 を も つ 専 任 者 を 置 き、 集 中 して 作

業 を 行 え ば 、 物 性 の 専 門 家 の 手 を わ ず ら わ せ る こ とな く効 率 よ く収 集 作 業 を

進 め る こ とが 可 能 で あ る。
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4.3雑 誌 ・新 聞 記 事 情 報 デ ー タ ベ ー ス

雑 誌 ・新 聞 記 事 情 報 デ ー タ ベ ー ス は 、 マ イ ク ロ マ シ ンセ ン タ ー が 毎 月 発 行 して

い る 資 料 集(冊 子)を 電 子 化 す る も の で あ る。 デ ー タベ ー ス 構 築 に か か る 費 用 項

目 は、 以 下 の と お りで あ る。

① 記 事 収 集 費

② 抄 録 作 成 及 び デ ー タ 入 力 費

4.3.1記 事 収 集 費

(1)収 集 対 象

(a)雑 誌 毎 月50誌

(b)新 聞 毎 日7紙 、 月20日

(2)記 事 収 集 に 要 す る 時 間

(a)雑 誌

20分/誌 ×50誌/月=17時 間/月

(b)新 聞

20分/紙 ×7紙 ×20日/月=47時 間/月

(c)合 計64時 間/月

(3)費 用

収 集 担 当者 は、 収 集 すべ き記 事の判 断がで きる研究員 とす る。

3,600円/時 間 ×64時 間/月=230,400円/月

4.3.2抄 録 費 及 び デ ー タ 入 力 費

収 集 し た 雑 誌 記 事(英 文 及 び 和 文)及 び 新 聞 記 事 の 抄 録 を 作 成 し、 フ ロ ッ

ピ ー ・デ ィ ス ク に 入 力 す る。 抄 録 作 業 単 価 は 、 で き あ が り単 位 で 和 文550

円/ペ ー ジ 、 英 文1,900円/ペ ー ジ、 新 聞1,200円/ペ ー ジ で あ る。

過 去4ヶ 月 の 平 均 ペ ー ジ数 及 び 抄 録 費 は 、 表4-1の と お りで あ り、 平 均1

ヶ月440,600円 とな る。

4.3.3費 用

記 事 収 集 費 、 抄 録 及 び デ ー タ 入 力 費 の 合 計 は 、1ヶ 月 あ た り約67万 円 と

見 積 ら れ る。
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表4-1抄 録 費 用(過 去 の実 績)

号

記事
7号 8号 9号 10号 平均 単 価 (馨蓼萎P

和文(頁) 89 95 277 75 134頁 550円/頁 73,700円

英文(頁) 119 232 138 97 147頁 1,900円/頁 279,300円

新聞(件) 91 58 95 48 73件 1,200円/頁 87,600円

一

合 計 440,600円
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4.4ハ ー ド ウ ェ ア 費 用

シ ス テ ム 形 態 に よ り、 ハ ー ドウ ェ ア の 費 用 が 異 な る。 ス タ ン ドア ロ ン型

及 び ネ ッ トワ ー ク型 に つ い て 費 用 を 見 積 も る 。

4.4.1ス タ ン ド ア ロ ン(単 一 独 立)型

1台 の ワー ク ス テ ー シ ョ ン で 独 立 して 運 用 す る 。 必 要 な シ ス テ ム構 成 は 、

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン(1台)、 増 設 メ モ リ、 基 本 ソ フ トウ ェ ア 等 で あ る。

(1)ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン(1台)

CPU

ク ロ ッ ク

価 格

:i386SX

:25MHz

:688千 円

(2)増 設 メ モ リ

メ モ リ を 増 設 して 合 計11.8MBと す る。

価 格:297千 円 以 下(注:LANボ ー ド不 要 の た め これ よ り安

くな る。)

(3)基 本 ソ フ ト ウ ェ ア

OS、WINDOWS(Ver.3.1)

価 格175千 円

(4)デ ー タベ ー ス 管 理 ソ フ トウ ェ ア

Bib/TS-CL

価 格:98千 円

合 計 は 、1,158千 円 で あ る 。

4.4.2ネ ッ ト ワ ー ク 型

マ イ ク ロ マ シ ン セ ン タ ー に 、 サ ー バ(ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン)を 、 会 員 各

社 に ク ラ イ ア ン ト(ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン)を そ れ ぞ れ1台 設 置 し、 公 衆 回

線 を 経 由 し て 検 索 等 を 行 う。 必 要 な シ ス テ ム 構 成 は 、 サ ー バ(1台)、 ク

ラ イ ア ン ト(28台)、 モ デ ム 及 び ソ フ ト ウ ェ ア で あ る 。
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(1)サ ー バ ・ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン(1台)

CPU

処 理 速 度:

メ モ リ:

ハ ー ドデ ィ ス ク:

フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イ ブ 付

(小 計):

RS-232Cア ダ プ タ:

モ デ ム ケ ー ブ ル:

(小 計):

基 本 ソ フ ト ウ ェ ア

価 格 .:

デ ー タ ベ ー ス 管 理 ソ フ ト ウ ェ ア

Bib/TS-SS,CL

価 格:

合 計:

105MIPS

160MB

1000MB

9680千 円

55千 円

15千 円

70千 円

925千 円

2,000千 円

11,750千 円

(2)ク ラ イ ア ン ト ・ワー ク ス テ ー シ ョ ン(1台/会 員=28台/シ ス テ ム)

ユ ー ザ 側 の ワー ク ス テ ー シ ョ ン は 、 通 信 ソ フ トウ ェ ア が あ れ ば 単 な るパ ソ

コ ンで も充 分 で あ り、'ま た 、 会 員 ユ ー ザ は 、 少 な く と もパ ソ コ ン程 度 は 既 に

保 有 し て い る と考 え られ る 。 ま た、 パ ソ コ ン、 ま た は 、 ワー ク ス テ ー シ ョ ン

を1台 占 有 す る ほ ど の使 用 ニ ー ズ もな い と予 想 さ れ る の で 新 規 の ワ ー ク ス テ

ー シ ョ ン購 入 は 、 考 え な い こ と に し た。

初 期 費 用

通 信 ソ フ トウ ェ ア:60千 円

年 間 費 用

ネ ッ トワー ク加 入 費/年 会 費:15千 円

通 信 費:利 用 頻 度 、 地 域 に よ る。

初 年 度 費 用 合 計(会 員 あ た り):75千 円

(28会 員):2,100千 円

サ ー バ 、 ク ラ イ ア ン ト(28会 員)の 合 計 は 、13,850千 円 で あ る。
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4.5総 費 用

前4.1の 前 提 の も とで,以 下 の3ケ ー ス に つ い て 費 用 見 積 を行 っ た。

ケ ー ス1ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン1台 で 運 用 で き る シ ス テ ム と し、 追 加 デ ー タ は 、

フ ロ ッ ピー ・デ ィス ク に 収 納 し、 毎 月1回 マ イ ク ロ マ シ ンセ ン タ ー

か ら 会 員 各 位 に 郵 送 す る。 な お 、 物 性 情 報 デ ー タ ベ ー ス 取 得 の た め

の 専 門 家 人 件 費 を ゼ ロ とす る。

ケ ー ス2 運 用 及 び シ ス テ ム 形 態 は ケ ー ス1と 同 じ。 デ ー タ取 得 の 専 門 家 人 件

費 を1人 年 あ た り1,200万 円 と す る。

ケ ー ス3マ イ ク ロ マ シ ン セ ン タ ー に サ ー バ を設 置 し、 会 員 各 位 に ク ラ イ ア ン

ト(ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン)を1台 ず つ 設 置 し、 公 衆 回 線 を経 由 して

検 索 等 を行 う。 な お 、 物 性 情 報 デ ー タ ベ ー ス 取 得 の た め の 専 門 家 人

件 費 を ゼ ロ と す る。

見 積 り結 果 は 表4-2に 示 す と お りで あ る。 第1ス テ ッ プ と して 考 え ら れ る

ケ ー ス1で は デ ー タ整 備 費 用 が 年 間1,346万 円 、 初 期 費 用 が 、 ソ フ トウ ェ

ア1,310万 円 、 ハ ー ド ウ ェ ア94万 円 、 合 計2,750万 円 で あ る。
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表4-2費 用 見 積

金 額(万 円)

項 目
ケ ー ス1
-　

ケ ー ス2 ケ ー ス3

データ整備費(年 間維 持 費) 1,346 19,650 1,312

(内 訳)

物 性 情 報 デ ー タ ベ ー ス(*1) 1,245 19,549 1,245

雑誌 ・新聞記事情報 67 67 67

デ ー タ ベ ー ス

追 加 デ ー タ配 布(*2) 34 34 O

設 備 噺費(初 期 費 用) 1,404 1,404 2,695

(内 訳)

ソ フ ト ウ ェ ア 1,310 1,310 1,310

パ ッ ケ ー ジ ソ フ ト [10] [10] [10]

システム設計 [1,300] [1,300] [1,300]

ハ ー ド ウ エ ア 94 94 1,385

ユーザ ワークステーション(1台) [94] [94] [75]

シ ス テ ム全 体 一 一 1,385

合 計 2,750 21,054 4,007

(注)1.物 性 情 報 デ ー タ ベ ー ス は 、 空 白 が 多 く、 順 次 埋 め ら れ て い く も の と考

え る と、 ひ と と お りデ ー タ が 整 備 さ れ る ま で の 費 用 で あ り、 毎 年 全 デ ー

タ が 更 新 され る わ けで は な い 。

2.追 加 デ ー タ配 布 は 、 ケ ー ス1、2で 賛 助 会 員(28会 員)に 追 加 デ ー

タ を フ ロ ッ ピ ー デ ィス ク 各1枚 に 収 納 し、 郵 送 す る 費 用 で あ る 。

ケ ー ス3の 場 合 は 、 検 索 等 に 際 して 通 信 コ ス トが か か る が 、 検 索 頻 度 、

伝 送 デ ー タ 量 、 ユ ー ザ の 所 在 地(通 信 距 離)が 不 明 の た め 見 積 も り対 象

外 と し た。

ケ ー ス1

ケ ー ス2

ケ ー ス3

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン1台 で 運 用 で き る シ ス テ ム と し、 追 加 デ ー タ は 、

フ ロ ッ ピ ー一 ・デ ィス ク に 収 納 し、 毎 月1回 マ イ ク ロ マ シ ンセ ン タ ー

か ら会 員 各 位 に 郵 送 す る。 な お 、 物 性 情 報 デ ー タ ベ ー ス 取 得 の た め

の専 門 家 人 件 費 をゼ ロ と す る。

運 用 及 び シ ス テ ム形 態 は ケ ー ス1と 同 じ。 デ ー タ 取 得 の 専 門 家 人 件

費 を1人 年 あ た り1,200万 円 とす る。

マ イ ク ロ マ シ ンセ ン タ ー に サ ー バ を設 置 し、 会 員 各 位 に ク ラ イ ア ン

ト(ワ ー ク ス テー シ ョ ン)を1台 ず つ 設 置 し、 公 衆 回 線 を 経 由 して

検 索 等 を行 う。 な お 、 物 性 情 報 デ ー タベ ー ス取 得 の た め の 専 門 家 人

件 費 を ゼ ロ とす る。
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5今 後 の課 題

5.1課 題 概 要

マ イ ク ロ マ シ ン技 術 の 現 状 分 析 と将 来 動 向 を、 デ ー タ ベ ー ス 構 築 の 視 点 に 立

っ て 調 査 、 検 討 し た。 そ の結 果 を 、 マ イ ク ロ マ シ ン技 術 の 進 歩 発 展 に と っ て 、

既 存 の 情 報 で 役 に 立 つ の は 何 か 、 将 来 情 報 と して 何 が 必 要 か 、 ど の よ う な 形 態

が 望 ま しい か 、 経 済 予 測 は ど う か 等 の 観 点 で 報 告 書 に ま とめ た 。 以 下 、 デ ー タ

ベ ー ス 構 築 が ど の よ うな 問 題 を 提 起 、 解 決 又 は 留 保 す るの か を 述 べ る。

5.2デ ー タベ ー ス構 築 に 対 す る 今 後 の 課 題

5.2.1課 題1蓄 積 す べ き情 報 の 種 類

資 料4に 示 し た9項 目が 、 「マ イ ク ロ マ シ ン技 術 」 の キ ー ワ ー ドに 立 脚 し

た視 点 で マ イ ク ロ マ シ ンセ ン タ ー か ら提 案 さ れ た デ ー タ 項 目 で あ る。 そ れ ら

は 、 既 存 の デ ー タ ベ ー ス の活 用 に お い て 、 ① そ の ま ま転 用 す る デ ー タ、 ② マ

イ ク ロ マ シ ン技 術 と し て 再 加 工 して 利 用 す る デ ー タ、 ③ マ イ ク ロ マ シ ン技 術

が 新 た に創 出 す る デ ー タ 、 の3つ に 大 別 され る と思 わ れ る。

現 在 は 基 礎 研 究 開 発 が 最 も重 要 な 課 題 で あ る が 、 そ れ 故 、 こ の9項 目 の 中

で は 研 究 開 発 分 野 へ の 支 援 が 重 視 さ れ て い る。 「物 性 デ ー タベ ー ス の 構 築 」

は そ の 一 例 で あ る。

今 後 の マ イ ク ロ マ シ ン技 術 の 開 発 進 展 に よ り、 項 目分 類 に新 た な 変 化 が 起

き る事 を考 慮 す る 必 要 が あ る。 特 に 、 マ イ ク ロ マ シ ン技 術 の 成 果 が 実 用 さ れ

る段 階 で は 、 製 品 ・部 品 と して の 情 報 提 供 を 考 え た新 た な デ ー タ ベ ー ス 項 目

が 必 要 に な る。

5.2.2課 題2利 用 者 か ら の 期 待

マ イ ク ロ マ シ ン技 術 の デ ー タ 利 用 は 上 述 の 通 り、 開 発 初 期 段 階 で は 研 究 開

発 に 従 事 す る 人 々 に集 中 す る。 し か し、 そ の 研 究 支 援 を す る デ ー タベ ー ス 基

盤 は 貧 弱 な の が 現 状 で 、 現 在 の 社 会 経 済 シ ス テ ム で は これ は ごく 当 然 の こ と

と し て 見 ら れ て い る。 こ の 状 況 を 長 期 的 視 点 で 見 る と、 こ れ ら の基 盤 強 化 は

「投 資 ア イ テ ム 」 に 相 当 し、 実 用 段 階 に な っ た 状 態 で の デ ー タベ ー ス 拡 大 は

回 収 を 考 え た 「ビ ジ ネ ス ア イ テ ム 」 で あ る と考 え られ る。 こ の こ と を 充 分 意

識 して 、 デ ー タ ベ ー ス 構 築 を 手 掛 け る こ とが 課 題 とな る。 つ ま り、 デ ー タ ベ

ー ス 構 築 に は 、 政 策 的 立 場 で の 投 資 判 断 が 必 要 で あ り、 開 発 前 期 と後 期 とで
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利 用 者 層 が 変 化 す る こ とを 予 測 して お か な け れ ば な ら な い の で あ る。 ま た 、

通 商 産 業 省 工 業 技 術 院 産 業 科 学 技 術 研 究 開 発 制 度 に よ る研 究 開 発 プ ロ ジ ェ ク

ト:マ イ ク ロ マ シ ン技 術 が 公 表 し た成 果 を デ ー タ ベ ー ス の 世 界 に 反 映 さ せ て

ゆ くこ と が 一 般 の 研 究 者 に と っ て 一 層 魅 力 あ る デ ー タ ベ ー ス に な る。

5.2.3課 題3デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム 形 態

「デ ー タベ ー ス は 同 じ も の が 世 界 に 一 つ 有 れ ば 良 い 」 とい う考 え 方 は 、 新

規 デ ー タ ベ ー ス構 築 の 重 複 を如 何 に 避 け て 相 互 利 用 す る か と い う コ ンセ プ ト

を グ ロ ーバ ル に確 立 す る こ と に あ る。 こ の観 点 か ら の デ ー タベ ー ス 構 築 で の

シ ス テ ム形 態 は 以 下 の点 を考 慮 す べ きで あ る。 これ らの 事 項 を 出 来 る だ け 満

足 し、 オ ー プ ン性 を 確 保 して こ そ 、 利 用 頻 度 が 増 大 す る と考 え られ る。

(1)基 本 フ レ ー ム の 相 互 接 続 性

(2)基 本 フ レ ー ム の 拡 張 性 確 保

(3)デ ー タ ベ ー ス の 完 全 置 換 性(ハ ー ドウエ ア、 ソ フ トウエ ア の 更 新 時)

(4)利 用 頻 度 に 応 じて の ス タ ン ド ・ア ロ ン型 、 ネ ッ トワ ー ク 型 へ の 柔 軟 性

(5)フ レ ー ム 内 で の 加 工 領 域 と新 規 ス トア 領 域 の 論 理 的 区 別

(6)デ ー タ の セ キ ュ リ テ ィ と守 秘 性 の 確 保

(7)デ ー タ 入 出 力 の 簡 易 性

5.2.4課 題4シ ス テ ム 実 施 へ の 経 済 的 予 測

デ ー タベ ー ス 構 築 は 理 想 的 な も の を追 求 す る と、 経 済 的 に 破 綻 し、 事 実 上 、

機 能 不 能 に な る と言 わ れ る ケ ー ス が 多 い 。 従 っ て 、 実 現 す る事 を最 優 先 に す

る な らば 、 実 現 し た い 目標 に 対 して 、 資 金 ・人 材 ・時 間 の 基 本 資 源 を ど の よ

うに 有 効 に 割 り振 る か が 課 題 で あ る。 例 え ば 、 今 回 の マ イ ク ロ マ シ ン物 性 デ

ー タベ ー ス の 構 築 を 実 施 に踏 み 切 る と す れ ば 、 デ ー タ フ レ ー ム を構 築 し、 入

力 す べ き デ ー タ収 集 す る 等 の た め に しか るべ き 専 門 家 を継 続 的 に 動 員 す る こ

とに な り、 そ の面 の投 資 が 重 点 的 に必 要 とな る。 デ ー タ フ レ ー ム 及 び デ ー タ

が 揃 えば 、 ハ ー ドウエ ア ・ソ フ ト ウエ ア ・入 出 力 作 業 は 機 械 的 な 処 理 作 業 で

あ る。 こ の 見 積 りを あ らか じ め 充 分 検 討 す る こ とが テ ー マ の 優 先 順 位 の 決 定

と共 に 必 要 で あ る。
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5.3国 際 協 力 体 制

例 え ば 本 報 告 書 で 一 部 試 行 を行 っ た 物 性 デ ー タ ベ ー ス の 例 に 見 る よ うに デ ー

タ ベ ー ス に投 入 す る デ ー タ は 、 膨 大 か つ 非 常 に 高 価 な も の で あ り、 一 国 で 作 成

す る こ とは 至 難 の 技 で あ る。 将 来 的 に は 適 切 な 国 際 協 力 体 制 を 樹 立 し デ ー タ の

入 力 を 考 え る こ と が 望 ま しい 。

現 在 イ ン タ ー ネ ッ トの 普 及 が 非 常 に進 ん で き て い る が 、 国 際 的 な 中 立 的 な 機

関 の も と に イ ン ター ネ ッ ト内 に マ イ ク ロ マ シ ン セ ン タ ー が ス ポ ン サ ー とな る フ

ォ ー ラ ム を 設 け る な ど の 手 段 が 安 価 か つ 非 常 に 有 効 で あ る と考 え られ る 。
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おわ りに

通商産業省所管の当財団は、微細で複雑な作業を行 う大きさ数mm以 下の機

能要素か ら構成された微小な機械(以 下 「マイクロマシン」いう。)に 係わ る

調査及び研究、情報の収集及び提供、内外関係機関等との交流及び協力等を行

うことにより、マイクロマシンの基盤技術の確立及びマイクロマシンの普及を

図り、もって我が国の産業経済の発展及び国際社会への貢献に資することを目

的として平成4年1月 に設立 されま した。

設立趣旨に基づ く事業展開において、特に研究開発の円滑、かっ効率的な推

進には世界の大学、研究機関あるいは企業の研究開発で得られたデータ、国内

外のマイクロマシン関連の技術情報及び国内外で発行されている雑誌記事情報

等の膨大な情報、データを体系的かっ集約的情報として整理、蓄積 し、タイム

リーに関係者に提供できるように、情報データ管理の長期的な体制を確立する

ことも当財団の役割の一つであります。

このような状況下に(財)デ ータベース振興 セ ンターの委託事業 「マイクロ

マシン技術情報データベースの構築調査」を受託 し、その実施に当たっては、

学識経験者等専門家から成る委員会で当財団で望ましいデータベースに関 して

短期間で多面的に調査、検討され、構築指針を本報告書にまとめていただきま

した。

本報告書を参考として、当財団では今後 さらにデータベースの構築に向けて、

その運用方法 も含めて内部検討を行う所存です。

最後に、本事業を委託された(財)デ ータベース振興セ ンター並 びに委員会

委員の労に対 して感謝の意を表 します。
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資 料1デ ー タベ ー ス の 分 類 及 び 事 例 に つ い て

1 デ ー タ ベ ー ス の 分 類

雀 系スの{

ち嚇 スの1

対象分野

デ ー タ属 性

一 斗

公開(商 用DB)

非 公 開(プ ライベ ートDB)

オ ン ラ イ ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク

ロ ー カ ル

文献

経済、社会

国際、政治

法律

技術

医学

数値

文字

図形、 グラフ、化学 式

イメージ己1画

蓄積型

入替 え型

… 文 献DB 、 新 聞 記 事DB、

市 況 情 報DB等

… 顧 客 情 報DB 、 取 引 情 報DB、

研 究 開 発DB等

… 地 球 規 模 、 全 国 的 な 大 規 模

ネ ッ トワ ー ク か らLANに

よ る デ ー タ ベ ー ス の 利 用 まで

…CD-ROMな ど に 記 録 さ れ た

情 報 を ワー ク ス テ ー シ ョ ン、 パ

ソ コ ンで 利 用(個 人 的)

… 文 献 、 判 例 、 技 術

… 市 況 情 報 、 カ タ ロ グ
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2 デ ー タ ベ ー ス の 例

表1に い くつ か の デ ー タベ ー ス(主 と して 公 開 デ ー タ ベ ー ス)を 例 示 す る。

不 特 定 多 数 の 利 用 者 を想 定 し た デ ー タ ベ ー ス で は 、 数GBの 容 量 を持 つ も の が

増 え て き て い る。 特 許 庁 の ペ ー パ レ ス ・シ ス テ ム の よ う に100GBに も及 ぶ も

の も あ る。CD-ROMで 提 供 さ れ る も の は、1枚 あ た り の 容 量 が500～10

00MBの た め、1～ 数 枚 で 構 成 さ れ 、 パ ソ コ ン等 に 附 属 し たCDド ラ イ ブ に 装

着 し て 利 用 さ れ る。

最 近 の 技 術 動 向 を 反 映 して 、 数 値 、 文 字 だ け で な く、 グ ラ フ や 線 画 、 写 真 や 地

図 な ど の イ メ ー ジ 情 報 、 あ る い は 、 音 声 な ど を 含 む マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タベ ー ス

が 普 及 しつ つ あ る。 ま た 、 オ ブ ジ ェ ク ト指 向 デ ー タベ ー ス(00DB)の 研 究 も

進 め ら れ て い る。

科 学 技 術 、 医 学 等 の 分 野 で は 、 実 験 デ ー タ の よ う な 集 合 的 数 値 デ ー タ、 図 面 ・

写 真 、 化 学 構 造 式 、3次 元 構 造 を 表 現 す る た め の座 標 デ ー タ 等 の取 扱 い に 対 す る

要 請 が あ る。 こ れ らの 要 求 に 答 え る た め に は 、 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム に も、 マ ル

チ メ デ ィ ア 対 応 の 機 能 や 、 複 雑 な デ ー タベ ー ス 構 造 に も か か わ ら ず 、 検 索 要 求 に

対 し て 速 や か な レ ス ポ ン ス が 求 め ら れ る。 ま た、 最 新 の 情 報 に 対 す る ニ ー ズ が 特

に 高 い た め 、 デ ー タ の 追 加 、 更 新 を 正 確 か つ 迅 速 に 行 え る 体 制 や シ ス テ ム サ ポ ー

トが 不 可 欠 で あ る。
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公 開 デ ー タベ ・'一一・一ス の例(1/2)表1

名 称
利 用

対 象 分 野
デ ー タ 属 性 デ ー タ 量(

*1)
デー タ ユーザ 更 新

サイクル
備 考

形 態 採 用 又は
数 文 図 イメ 件 数

値 字 形 ジ 容 量 期 間 端末数

1300 随 時
JAPANMARC オンライン 全分野 。図書 、及び ○ ○ 90万 件 1983 外部ネッ 国立国会図書館、

政府刊行物 2.4GB ～ トワーク CDは 三菱総合研究所
CD-ROM 100万 3-4月

NTIS オンライン 技術 、行政 、衛生 、 ○ ○ ○ 180万 件 1964 アメリカ商務省の附属機

理学 、医学 、環境 、 (7万/年) ～ 関(NationalT㏄hnical

経営 ・経済 、エネル InformartionService)
ギー 、農業等 の研究 が提供

レポー ト

ロイター市況情報 オンライン 市況情報(為 替、株 ○ リアル Reuters社

式 、債券 、商品等) タイム

日経新聞記事 オンライン 新聞記事の抄録、 ○ ○ ○ 300万 件 抄録 毎日 日本経済新聞社
全文 (20万 件/年) 1975

CD-ROM (日経 、産業 、流通 ～ CDは

及び金融) 8GB 蚊 年1回

(*2) 1982

判例 デー タベー ス CD-ROH 民事事件の判例 ○ 5分 野 、10万 件 租税法 年1回 (株)テ ィー ケー シー

3GB 明治～

その他

戦後～

(注)1デ ータ件数及び容量 は 、概略値 。()内 は 、最近1年 間の件数 。

2流 通新聞は 、1981年 まで抄録 のみ 。金融新聞は 、1987年 の発刊から。
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表1 公開データベースの例(2/2)

一

一

心

利 用 デ ー タ 属 性 デ ー タ 量 データ ユーザ 更 新
名 称 対 象 分 野 備 考

形 態 採 用 又は サイクル
数 文 図 イメ 件 数

値 字 形 ジ 容 量 期 間 端末数

1990

特許庁ペーパー レス オンライン 特許、実用新案 ○ ○ ○ 110万 件 12月 嚇 特許庁
システム (38万 件/年) ～

100GB

CD-ROM 公報(*3) ○ ○ 発明協会

GenBank オンライン 遺伝情報 ○ ○ エントリー6.5万 米国ロスアラムス研究所
総塩基数

MT (*4) 8400万

CD-ROM

地 図情報 デー タベース オ)ライン 供給エ リア内の ○ ○ ○ 本支管、供給管の 200 東京ガス

(ガス配管) ガス配管網 図面各2.7万 枚

(*5)

(注)3公 開公報は 、1993年 から。公告公報は 、1994年 から 。

4デ ータベースは、3次 元構造を座標データで持 ってお り、これを読みだ して 、アプリケー ションプログラムで立体表示 して見ることができる。

5ガ ス配管データベースは 、私企業の非公開データベースであ る。商用の地図情報データベースとしては 、住宅地図データベース、ロー ド

ナビゲーション ・システム(GPS)等 がある。



以 下 に、 大 量 の技 術 情 報 の デ ー タベ ー ス の 例 と し て 、 特 許 庁 ペ ー パ レス シ ス テ

ム を、 ま たCD-ROMの 例 と して 電 子 特 許 公 報 を紹 介 す る 。

2.1特 許 庁 ペ ー パ レ ス シ ス テ ム

(1)背 景

特 許 庁 で は 、 特 許 、 実 用 新 案 、 意 匠 、 及 び 商 標 に 関 す る 出 願 、 審 査 、 登 録 、

公 報 、 審 判 等 の 業 務 を 行 っ て お り、 常 時 対 象 と す る特 許 等 の 件 数 が 約400

万 件 に も の ぼ っ て い る。 こ れ ら に 関 す る書 誌 情 報 は 、 リ ア ル タ イ ム で 検 索 す

る 必 要 が あ り、 早 くか ら出 願 マ ス タ ー と呼 ば れ る デ ー タ ベ ー ス が 利 用 され て

き た。 しか し、 特 許 明 細 書 等 の 実 際 の技 術 情 報 は 、 包 袋 と い う封 筒 に一 件 書

類 と して 保 管 さ れ て お り出 願 番 号 等 に よ り手 作 業 で 抽 出 し 内 容 を確 認 、 更 新

す る状 態 で あ っ た た め 、 増 え続 け る 出 願 に 対 す る 処 理 の 遅 れ が め だ っ て き た。

そ こで 、 技 術 情 報 も含 め た デ ー タ ベ ー ス を 構 築 す る こ と に な り、1984年

か ら調 査 、 設 計 を進 めご1990年12月 か ら オ ン ラ イ ン 出 願 を含 む ペ ー パ

レス シ ス テ ム(特 許 、 実 用 新 案)を 稼 働 させ た。

(2)利 用 形 態

ペ ー パ レ ス シ ス テ ム の全 体 の イ メ ー ジ は 、 図1に 示 す とお りで あ る。 利 用

者 は、 出 願 人 、 閲 覧 人 等 の 庁 外 の 企 業 、 個 人 、 及 び 特 許 庁 の 事 務 職 員 、 審 査

官 等 で あ る。

ア 出 願 人 等

特 許 願 書 等 の 手 続 き情 報(明 細 書 等 の 技 術 情 報 を含 む)は 、 企 業 内 端 末 か

ら の オ ン ラ イ ン送 信 、 ま た は フ ロ ッ ピ ー デ ィス ク で 提 出 さ れ る。 これ ら は 、

受 付 シ ス テ ム に よ りチ ェ ッ ク さ れ 管 理 情 報 を 付 与 さ れ て 記 録 原 本 フ ァ イル

(デ ー タ ベ ー ス)に 登 録 さ れ る。 審 査 請 求 、 異 議 申 し立 て 等 もオ ン ラ イ ン等

に よ っ て 行 わ れ る た め 、 特 許 庁 と の 間 で 書 類(紙)の や り と り を す る必 要 が

な い 。

イ 閲覧人

特許庁、発明協会、地方閲覧所及 び企業 内端末等か ら閲覧要求をす る事 に

よ り記録原本を見 るこ とがで きる。 ただし、公開前情報 等 には、閲覧の制限

が ある。

ウ 事 務 職 員

庁 外 か ら提 出 さ れ た 手 続 き情 報 の 審 査(チ ェ ッ ク)や 、 指 示 、 通 知 文 書 の

作 成 等 を、 記 録 原 本 を 端 末 に 呼 び 出 し、 チ ェ ッ ク プ ロ グ ラ ム、 文 書 作 成 プ ロ

グ ラ ム を利 用 し て 半 自動 的 に処 理 で き る。
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工 審査官

明細書等の技術情報 を記録原本か ら端末 に呼び出 し、過去 の類似 の技術情

報 を総合資料デー タベースから呼 び出 して、参照す ることにより技術 内容 の

審査、及 び拒絶理 由通知等の文書作成 を電子 的に行 う。

オ 公報作成職員

記録原本か ら、対象特許等 を抽出 し、電子公開公報、電子公告公報等 を編

集 する。

(3)デ ー タ の 種 類 と記 録 媒 体

管 理 情 報 は 、 出 願 マ ス タ ー と して 文 字 コ ー ド情 報 の み で 構 成 し、 高 速 ア ク

セ ス を 実 現 し て い る。

手 続 き情 報 の 内 、 図 面 、 写 真 等 を 除 く部 分 は 、 数 値 、 文 字 コー ド情 報 と し

て 磁 気 デ ィス ク上 に 記 録 さ れ て い る。

図 面 、 写 真 等 は 、 書 換 不 能 な 光 デ ィス ク上 に 記 録 さ れ て い る。

(4)デ ー タ量

1件 あ た り の デ ー タ量 は 、 平 均 約100KBで あ る。 こ れ は、 数 枚 の 図 面

を 含 む た め で 、 文 字 コー ド情 報 は 、20KB程 度 で あ る。

現 在 、 年 間 出 願 件 数 は、 特 許 約30万 件 、 実 用 新 案 約8万 件 で あ る の で 、

毎 年 約40GBつ つ 、 増 加 す る。 特 許 の 技 術 要 件 は 、 新 規 性 に あ る た め 、 有

効 期 限 の 切 れ た 古 い 特 許 や 特 許 に な ら な か っ た 技 術 も チ ェ ッ ク の 対 象 とな り

デ ー タ が 減 る こ と は な い。 ペ ー パ レス シ ス テ ム が 稼 働 して か ら3年 し か 経 過

して い な い の で 、 ペ ー パ レ ス 出 願 さ れ た デ ー タ は まだ 少 な い が 、 過 去100

年 間 の 特 許 情 報(技 術 内 容)は 、 総 合 資 料 デ ー タベ ー ス の 光 デ ィ ス ク に 収 め

ら れ る こ と に な る。

日本 の 特 許 庁 の ペ ー パ レス シ ス テ ム は 、 世 界 で も最 大 級 の デ ー タ ベ ー ス 出

あ り、 ヨ ー ロ ッパ 特 許 庁(EPO)、 米 国 特 許 庁(PTO)を リー ド して 、

定 期 的 な 情 報 交 換 が な され て い る。

(5)デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム

デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム と して は 、 既 に8年 前 の 技 術 に 基 づ く も の で あ

る た め 、 リ レー シ ョナ ル デ ー タベ ー ス や オ ブ ジ ェ ク ト指 向 デ ー タベ ー ス で は

な く、 在 来 型 の デ ー タ ベ ー ス に転 置 フ ァ イ ル を付 加 した も の で あ る。.

検 索 キ ー と して 、 従 来 か ら検 索 、 照 会 の 基 本 で あ る 出 願 番 号 、 審 査 請 求 番

号 、 公 開 番 号 、 公 告 番 号 等 の 番 号 と 出 願 人 コ ー ド等 が 利 用 さ れ る。

デ ー タ 構 造 は 、 不 定 回 の繰 り返 し を 含 む 文 字 コ ー ド(発 明 者 の 名 前 等)を

取 扱 い 、 図 面 等 の イ メ ー ジ デ ー タ 参 照 の た め の ポ イ ン タ ー を持 って い る。

ま た 、,出願 か ら登 録 まで の 時 間 的 経 過 を示 す 、 ス テ ー タ ス 情 報 及 び 修 正 、

取 消 等 に よ り論 理 的 に抹 消 さ れ た 情 報 の フ ラ グ を 持 っ て い る。 こ れ は 、 デ ィ
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ス ク上 か ら完全 に抹消 して しまうので はな く、抹消指示情報 によ り、人為的

過 ちや異議 申し立てに対 して過去 の履歴情報 を完全に復元可能 とす るためで

あ る。

2.2電 子 特 許 公 報

(1)特 許 等 の 公 報

特 許 庁 が 発 行 す る 公 報 に は 、 公 開 公 報(特 許 、 実 用 新 案)、 公 告 公 報(特

許 、 実 用 新 案 、 意 匠 、 商 標)等 が あ る。

公 開 公 報 は 、 出 願 後1年 半 を経 た と き に 出 願 内 容 が 公 表 さ れ る も の で 、 他

社 の 開 発 動 向 を知 る た め の 重 要 な 資 料 で あ る。 そ の発 行 時 期 は 、 国 際 条 約

(パ リ条 約)で 決 め られ て い る。 年 間40万 件(1件 あ た り8ペ ー ジ とす る

と)約30万 ペ ー ジ の 刊 行 物 を 毎 年 出 版 す る こ と に な る。 公 告 公 報(特 許 と

し て 認 め ら れ よ う と して い る 出 願 を 公 表 す る も の)も 、 こ の約30%の 分 量

が あ る。

新 製 品 を 開 発 す る企 業 に と っ て 、 対 象 製 品 に 関 す る あ らゆ る技 術 が 他 社 の

特 許 に 抵 触 しな い か を チ ェ ッ ク す る た め 、 全 分 野 の10%を 指 定 し て 公 報 を

購 入 す る と して も、 毎 日100ペ ー ジ 以 上 読 まな け れ ば な らな い 。 こ の 時 間

を 節 約 す る た め 、 公 報 を電 子 媒 体 で 供 給 し、 検 索 ソ フ トウ ェ ア で キ ー ワー ド

や 企 業 名 を 指 定 して 効 率 的 に 特 許 調 査 を行 う必 要 が あ っ た。 そ の た め 、 情 報

提 供 サ ー ビ ス を行 う機 関(発 明 協 会 、 特 許 情 報 開 発 機 構 等)が 設 立 さ れ 、 検

索 代 行 、 企 業 内 端 末 か らの オ ン ラ イ ン検 索 、 磁 気 テ ー プ に よ る公 報 提 供 な ど

を 実 施 して き た。

(2)CD-ROM

OA機 器 の 発 達 、 低 価 格 化 に よ り、 特 許 管 理 者 、 研 究 者 個 人 が パ ソ コ ン や

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン を利 用 で き る よ う に な っ た。CD-ROMは 、 低 価 格 で

大 量 の 情 報 を 記 録 で き る の で 、 読 み だ し専 用 の 記 録 媒 体 と し て 普 及 して き た 。

前 述 の 検 索 シ ス テ ム に よ る 特 許 調 査 が 容 易 に な り、 急 速 に 普 及 し よ う と し

て い る。

ア 記 録 方 式 、 容 量

記 録 方 式 は 、 ミ ク ス トモ ー ド(文 字 デ ー タ は、

一 ジ) 。

ボ リ ュー ム 及 び フ ァ イ ル 構 造 は 、JIS

情 報 交 換 用 符 号 は、JIS

情 報 交 換 用 漢 字 符 号 は 、JIS

テ キ ス トフ ァ イ ル の フ ォ ー マ ッ トは 、ISO

(SGML=タ グ 付 き の 構 文 規 格)

テ キ ス ト、 図 面 等 は 、 イ メ

XO606-1990。

XO201-1976。

XO208-1990。

8879-1986。
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イ メ ー ジ デ ー タ の 記 録 方 式 は、 TIFF(MS-WINDOWS)

CD-ROMの 容 量 は、540MB/枚 。 公 開 情 報 の 場 合 、1枚 のCDに

特 許 、 実 用 新 案 あ わ せ て 約5,000件 の デ ー タ が収 納 さ れ て い る。 公 告 公

報 の 場 合 は 、 約2,800件 。

イ 価 格

公 報 の 元 デ ー タ が 記 録 原 本 と して 既 に 電 子 化 さ れ て い る た め新 た な 入 力 コ

ス トが 不 要 で あ り、 利 用 者 も 多 い た め 固 定 費 が 少 な くて 済 む。 さ ら に 技 術 開

発 促 進 の 政 策 的 配 慮 も あ っ て 、 情 報 量 あ た り の 価 格 は 、 他 のCD-ROMと

比 較 し て か な り安 くな っ て い る。

(3)利 用

ア 発 行 開 始 時 期 等

公 開 公 報 は 、1993年1月 か ら発 行 して い る。 発 行 頻 度 は 、 毎 週2回 。

公 告 公 報 は 、1994年1月 か ら発 行 の 予 定 。 発 行 頻 度 は 、 週1回 。

イCD-ROM公 報 閲 覧 可 能 施 設

公 立 図 書 館 、 発 明 協 会 支 部 、 弁 理 士 会 、 日本 特 許 情 報 機 構 、 工 業 試 験 所 、

県 の 工 業 技 術 セ ン ター 、 通 産 局 特 許 室 等 。 平 成5年7月 現 在 、75カ 所 。

ウ ニ 次 利 用

CD-ROM公 報 の 著 作 権 は 、 国 に あ る。

CD-ROM購 入 時 の 契 約 形 態 に よ り利 用 権 の 範 囲 が 決 ま る。

① 一 般 同 意 書

CD-ROMか ら の プ リ ン ト、 独 立 し た機 器 の記 憶 装 置 へ の 蓄 積 は、 自

由。

② 社 内 複 製 利 用 特 約

社 内 で コ ピー を と っ た り、 社 内LAN等 に よ り複 数 の 機 器 で の 使 用 が 可

能 。 デ ー タ使 用 料 を支 払 う。

③ 第3者 提 供 特 約

CD-ROMの デ ー タ を 加 工 複 製 し、 第 三 者 に 対 して 提 供 で き る。 デ ー

タ 使 用 料 を支 払 う。
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資 料2イ ンハ ウ ス デ ー タベ ー ス の 実 例 出 典 「デ ー タ ベ ー ス 白書1993年 」

者 に委託 して マニ ュアル ・ビデオを作成 し,

と もか くAURORAonCD-ROMへ と

「誘い込 む」 ことに努めて いる。

超電導工学研究所の高温超電導体

4 デ ー タ.ベ ー ス

第2章 イ ンハ ウ ス ・デ ー タベ ー スの 実例

(2)シ ス テ ム の概 要

川 データベースの必要性

(財)国 際 超 電 導 産 業 技 術 研 究 セ ン ター

(ISTEC:InternationalSuperconductivity

TechnologyCenter)は 「超 電導 に関す る

調査研究,基 礎的な研究開発 国際交流の促

進等 を行 うことによ り,超 電導研究の 円滑な

推進 を図 るとと もに超電導関連産業の健全な

進展 に寄与 し,も って世界経済の発展 に資す

るこ と」を 目的に1988年1月 に設立 された。

1986年 の酸 化 物高温超電 導体の 発見 は,

超電導研究 の進 展 ・超電導技術の開発が,行

き詰 ま りっっあ る巨大技術に新たな息 吹を吹

き込 む もの と して,世 界各国の研究者 ・研究

機関 において基 礎研究か ら応用技術に及ぶ活

発 な研究 を引 き起 こ した。一方で,こ の よう

に世界 各地 で大勢の研究者がい っせ いに研究

にまい遣 してい る状況下では,研 究者が超電

導研究 の全体 像を把握 し,未 研究の分野や重

要 テ ー マ に着 目す ることが ます ます困難 と

な って きてい る。

ISTECで は,そ の設立初年度で ある1988

年 に,通 商産 業 省の 「重要 データベ ース開

発調査計 画」の対象テーマの1つ にあげ られ,

財団法人 デー タベース振興セ ンターにおいて

実施 された 「高温超電導体データベース」に

関す る調査を受託 し,基 礎調査を行 うととも

に,同 年10月 に開所 した超電導工学 研究所

(SRL:SuperconductivityResearchLa-

boratory)で 「高 温 超 電 導 体 デ ー タ ベ ー

ス」の研究 ・構築を推進 して きた。

基礎調査で は,科 学 技術情報関係の データ

ベ ースを中心 に調査 す ると ともに,ニ ーズを

と らえ るため,超 電 導研究開発 に従事 して い

る企業,大 学 ・研究所 の研究者 に対 して ア ン

ケー トを実施 した。 ま た,デ ータベ ース化す

る情報の種類 や範 囲,そ の データ構造,お よ

び システム 要件 な どの 検討 を重 ね,下 記の

サ ー ビスを行 うシステム(図4-2-7)を 想

定 した。

・データベースサー ビス

・電子掲示 板サ ー ビス

・電子 メールサ ー ビス

・電子ニ ュースサー ビス

システムを構築す るにあた って は,ISTEC/

SRL自 体が新 規に設 立 され た機関 であ り,

全 くの新規 システムを構築す る必要が あ った。

そのため,基 礎調 査で もニ ーズの高か った文

献データベ ースの構 築か ら始 あ ることに し,

その運用 を通 して,利 用者 の反応 および構築

上の課題 を明 らかに し,順 次 レベ ルア ップを

繰 り返す なかで完成 度の高 い システムに成長

させてい くことと した。

文献 デー タ ベ ー ス に関 して は,調 査 した

データベ ースの中で,通 商産業省工業技術院

電子技術総 合研究所(電 総研)の 超伝導研究

者が中心 とな って運 営 して いた高温超電導体

データベ ースが 超 電導 工学研究所が意図す

る文献デー タベースの 目的に合致す る ところ

が多か ったので,ア ドバ イスを受 ける とと も

に,す で に蓄積 されて いたデー タにつ いて も

提 供 して も らった。 な お,'電 総研 とは以 後

データ収 集を中心 に協 力 してデータベ ースの

充実に努 めて いる。

1990年 に システ ム構 築 に着 手,同 年 に試

験運用を開始 し,現 在 に至 ってい る。
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第4部 イ ンハ ウ ス ・デ ー タベ ー ス

(電r・ ニ ュ ー ス)
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〔デ ー タ登録 者〕

図4-2-7高 温超電導体データベースの シスデムの基本概念

(3)デ ー タベ ース の概 要

(i)収 録 対象

酸化物 系高温超電導体に関す る英文の論文

とプ レプ リン トを収録 している。

論 文 にっ いて は,現 在21誌 か ら継続的 に

採 り込 んで いる。 プ レプ リン トにつ いて は,

協 力を得 られた研究者 ・研究機関か ら収集 し

て い る。 プ レプ リン トは研究者の所属す る機

関等の審査 を経てお り,論 文誌への掲載予定

の ものの ほか,学 会発表議事録の原稿 も含ん

で い る。

伍)収 録 内容

下 記の デー タを登録 している。

・論文 タイ トル

・抄録

・著者 名 と著者所属

・論文詩名,巻 数,発 行年,掲 載ペー ジ

・物質名

・論文提 供著 名

・管理番号 と登録 日

抄録 は昨年 か ら入力 を始 めてい るが.ま だ

すべての整 備 は終わ って いない。 また,抄 録

について は現 時点で は参照 のみで検索の対象

にはな っていな い。 なお,い ままでのデータ

構造 に影響 を与え ない ため抄 録 は別テーブル

に格納 して いる。

超電導物質 の表記 は必 ず しも統一 されてい

るわけで はない。例 えば代表 的な酸化物系高

温超電導物 質で あ るYBaCuO系 物質の場合,

YBaCuO,Y-Ba-Cu-O,YBa2CuaO:,'

YBa2Cu30e .g.,… … な ど非 常 に多岐 にわ

た る。その ため,物 質名 の項 目には超電導物

質 の化学式 その もので な く成 分(YBaCuO

系物 質の場 合 はYBaCuO)を 記録 してい る。

論文提 供者 の項 目は,プ レプ リン トの場合

な どで情 報の 出所 を管理 す るために設 けてい

る。
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ω 収録量

1987年 の 論文 か ら収録 して い る。運 用開

始 時点で 電 総研 で の8,000件 程度 の既 蓄積

デー タを利 用で きた こと もあ って,1992年

12月 時点 で約1万4,000件 になっている。

月 ごとで は100件 台か ら400件 台 とかな り

変動す るが,年 間で は2,600～2,700件 程度

でほぼ一定のペ ースを保 って いる。

デ ータの入 力および加工 はパ ソコン(Ma-

cintosh)の パ ッケ ー ジ ソ フ ト(カ ー ド型

データベ ースのMicrosoftFile,お よび抄録

入 力 で はOCRソ フ トのOmniPage)で

行 って いる。作成 した登録 デー タは月 に2度

一括 して ワー クステー シ ョンSUNに 送 り,

登録 して い る。

なお,登 録 した情報 は一 覧表に して研究者

に回覧す るよ うに して い る。

Gv)利 用環 境

デ ータベ ースはデ ィス クサ イ ド・タイプの

ワー クス テ ー シ ョ ンSUN4/330GX上 に構

築 してい る。使用 して い るデー タベ ース管理

システム はUnifyで ある。

デー タベ ースへ のア クセスはパ ソコ ンか ら

行 う。っ ま り,TelnetでSUNのUNIXに

ログイ ン後,Unifyに ログイ ンす る。 パ ソ

コンと して はMacintoshとNECのPC98

を利用 して い る。 また公衆回線か らア クセス

で きるよ うに,通 信 サーバ をSUNに 接続 し

て いる。

なお,利 用 者の便宜 とシステムの保全性を

高 めるため,パ ソコンか らデータベースにア

クセ スす る際 の操 作 は,Telnetを 起動す る

と,以 後UNIXへ の ログイ ンと,Unifyへ

の ログイ ンのみを可能 に している。

(v)検 索 機能

現在第3版 の検索 システムを提供 して いる。

初 版の 検索 シス テム はUnifyの 開発 ツール

であ るAcce11を100%使 用 して開発 したが,

操作性 や検索性能の向上を図 るため,キ ーロ

ジ ックを2版 および3版 で はC言 語で書 き換

第2章 イ ンハ ウ ス ・デ ー タベ ー スの実 例

え ると ともに,Accel1が 提供 す る機 能 だけ

では実現が困難な絞 り込み な ど も行え るよ う

に した。

操作性 に関 して は,SRLの 研 究員の 多 く

が特別賛助 会員企業か らの 派遣研究員で,毎

月何名かの入れ替わ りが あ るた め,特 に配慮

す るよ うに して いる。図4-2-8は 検索条件

入力画面のi例 で あ る。 図か らわか るように,

条件入力フィール ドへ の入 力形式 やキー操作

の方法が,特 にマニ ュアルを開 かず とも分か

るよ うに している。 また,外 国 人研究員用 に

英語版 メニ ュー も用意 した。

検索性能にっいて は,ハ ー ドウェア環境等

の制約 もあ り,条 件 によ って はかな り検索時

間がかか る場 合が あ るが,絞 り込 み機能 によ

り検索 コス トのかか る検索処理 の実効回数を

減 らす ことが可能 にな って い る。なお,絞 り

込みおよびそれに関連 して は以 下の処理がで

きる。

・検索結果に新 たに条件を 加え る場 合に,

はじめか ら検索 をや り直 す ことな く,検

索結果の積 および和 など,新 しい検索結

果を得 ること

・前に検索 した結 果を再検 索せず に繰 り返

し表示する こと

・前に検索 した時の条件 およ び ヒッ ト件数

を確認す ること

図4-2--8検 索条件 の入力画面
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第4部 イ ンハ ウ ス ・デ ー タベ ー ス

(4}今 後 の課題 ・展開

高温超電 導体 デー タベ ースで は,初 年度 の

基礎調査等 に基づ いて,研 究者のニ ーズが高

い論文の文献 情報の データベー ス化を進めて

きた。デ ー タ解析 ツールで格納 データの特性

をっかむ一方,実 際 に利用者が指定 した検索

条件や ヒッ ト件 数お よび検索所要時間を記録

し,実 際の利用状況 や利用方法 をとらえ,そ

れ らを システ ムに反 映 して きた。今後 はこの

文献 データベ ースを核 として,測 定結 果など

の事実を その まま記録 ・整理 した理科年表式

のフ ァク ト・デ ータベ ース,お よびマルチ メ

ディア ・デ ー タベ ースを前提 に した論文の全

情報(抄 録,本 文,グ ラフ,構 造式等の図版,

お よび写真 な ど)の デー タベース化を推進 し

て い く計画で あ る。

また,利 用者 の拡大 と利用者の利便性向上

の面か らも,引 き続 いてネ ッ トワー ク環境を

充実 させ てい くことが 大切だ と考えている。

なお,現 在 は超電導工学研究所内での利用

のため,大 きな問題 にはな って いないが,故

障時の対応 や レスポ ンス(応 答時間)の 向上

も今後の課題 であ る。

5鷲 讐のこ百㌫ ラ㌻ご

を持つ富士通エ フ ・ア イ ・ピー株 式会社に委

託 した。理 由は以下 に挙げ る。

① サー ビス開始 を早急 に立 ち上 げ るには、

施設,技 術,ノ ウハ ウの保有 企業 に委託

す る必要があ る。財団 内にて新規 に構築

す ることの リス クは大 きい。

② 財団内にて新 規 に構築す ると膨大 な費用

がかか る。

③ データベース構築 に必 要 な人員養成を必

要と しないため,人 員を技 術移 転事業に

集中で きる。

④ パー トナーに選ん だ富 士通 エ フ ・ア イ ・

ピーは,こ の よ うなア ウ トソー シング ・

サー ビスに早 くか ら積極 的 に取 り組んで

いる。

ここでは,こ う したアウ トソー シング型の

インハ ウス ・デー タベ ース ・サ ー ビスの1例

と して,技 術取 引情 報デー タベ ー スの オ ンラ

イ ン検索 システムrTECHNOMART-1[」

を紹介す る。

(2}財 団法人 日本 テ クノマー トの概要

(1)は じめ に

財 団 法人 日本 テ クノマー トは,1990年 度

まで 会員 向けに ビデオテ ックス通信方式の技

術取引情報デー タベース(TECHNOMART-

1)を 財団 にて ホス トコンピュータ等の施 設

を保有 し提供 して いた。 しか しなが ら運用 コ

ス トの増大,利 用 者側の 「使いに くい」 とい

う評 判 の た め,ア ウ トソ ー シ ング 型 の

TECHNOMART-Hを 新規に開発 した。

そ の 開 発,運 用 は国 内最 大 級 のVAN

ネ ッ トワー クrFENICS(フ ェニ ックス)」

日本テ クノマー トは,技 術のニ ーズ とシー

ズの出会いを容易 に し,技 術移転 の促進 を図

るという目的で,通 商産業 省の主導 の もと,

有 力民 間企業の 参加 を得て1985年8月 に設

立 された。

日本企業の技術 開発動向 は,海 外企業か ら

の ライセ ンシングな どによる技術導入型か ら,

自主技術開発型企業 に移 りっ っあ る。そ こで,

日本国内での技術移 転を円滑 に行え る状況を

実現 し,か っ途上 国向 けに も日本の技術 をス

ムーズに移転で きるよ うに整理 され た技術移

転市場 を構築す るため に,日 本 テ クノマ ー ト

は設立 された。組織 と運 営 は以 下の とお り。

①東京本部,大 阪 副本部,北 海道,仙 台,

山形,栃 木 山梨,長 野,浜 松,富 山,、

名古屋,広 島,愛 媛,福 岡,熊 本支部

②一般会員 と有 資格 会員の会 員組織で運営
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第2章 イ ンハ ウ ス ・デ ー タベ ー ス の実 例

表4-2-2テ ク ノマ ー トの取 り扱 う情 報一 覧

区 分

●

内 容

1.技 術 情 報
・特 許 .実 用 新案 、意 匠,ノ ウハ ウの単 独 ま た は組 み 合 わせ に よ る

(売 り) 技術のライセ ンス情報

・所 在不明な技術の買い(ラ イセ ンシー,技 術譲渡の希望)情 報
2.技 術 ↑青 報 ・機器 沖 な ども含む)の 購入 または借入希望情報

(買 い) ・材料 ・素材 ・廃材 ・副産物などの購入希望情報

会
員
の
3.ビ ジ ネ ス 情 報

・開発業務の受託 または委託.共 同開発を希望 する情報

・生産 .販 売業務(含 む下請け)の 受託,委 託 を希望す る情 報.共

同事業を希望する情報
登
録
(共同開発 共同事業,人 材情報) ・技術を中心 とするコンサルテ ィングおよびア ドバ イザーに関する

情
報

人材情報

・ソ フ トウェ アの貸与 ,使 用許 諾情 報

4.コ ン ピ ュ ー タ ・ ソ フ ト
・ソ フ トウ ェアの販売 情 報

・業務用 ソフ トウェアの購入または使用希望情報

・新製品の販売情報

5.カ タ ロ グ ・PR情 報
・自社で使用済みの機器や遊休機器の販売または賃貸希望情報

・工場生産か ら生ずる廃材や副産物の売 り希望情 報

・日本特許情報機構が構築 ・加工 ・提供 して いる日本お よび世界53

力国.3国 際機関の特許データ

他
機

6.PATOLIS
・特 許 .実 用新 案,意 匠.商 標,INPADOCな ど が 約8.700万(提

供:日 本特 許情 報機 構)

関
と ・国公立研究 機関の特許

の
提

7.提 携 機 関 技 術 情 報
・大学 ・公的 機関の保有する技術情報

携
に
よ 8.新 規 事 業 情 報

・新規事業をスター トす る際に有用な情 報で 「パー トナー募集情報 」

「関心事業分野情報」「事業 シーズ情報」 の3種 類(提 供:産 業基

る
情

盤整備基金)

報 ・技術取 引を側面か ら支援す る各種デー タベースサー ビス

9.Gサ ー チ ・新聞記事 ,企業.人 物,文 献,海 外 など幅広いジャンルの情報(提

供:富 士通 エ フ ・ア イ ・ピー)

して いる。

「一般 会員」

自らが所有す る売 りた い技術,あ るいは

求 め る技術 をテクノマ ー トに登録す るこ

とがで きる。 また,自 社 のパ ソコンなど

でテ クノマー トの情報 を直接検索 し入手

す ることがで きる。

「有資格会員」

テ クノマー トに登録 され た情 報のマ ッチ

ングを手 伝 う。会員で ない企業 の人 たち

も有 資格会員を窓 口に して,テ クノマー

トを利用することができる。

有資格会員は技術売買の仲介斡旋業者で

あり,豊 富な経験を有す る企業で構成さ

れ,自 社で も大規模な企業ネッ トワーク

を所有している。

(3)TECHNOMART-ll構 築 の背景

日本テ クノマー トは,従 来,北 米通 信規 格

(NAPLPS)に よ る ビデオ テ ックス を利 用

して技術取引情報 のオ ンライ ン提供 を行 って
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第4部 イ ンハ ウ ス ・デ ー タベ ー ス
edt

1日 本 テ ク ノ マ ー ト1

(欝刺青

文字情報

デー タエ ン トリ

図表情報

技術取引
情報
会員情報

諮

lFENICSセ ン ター1

1専 用線1

ファイル転三送

リアルタイ

Fネ ッ ト

1会員1

「[rY方 式

文字情報

図表出力

諺
FAX

PATOuS

FENICS網

ゲ ー ト

ウ ェ イ

DB更 新

テクノマー

情 報

Fネ ッ ト

(会il)
一クノマー

情報

DB

AX

lkl?(登S

図 ノ《DB

イメー ジ

デー タ)

ぼ

爲

、
,
、
H

FAX

図 ノ《出 力

テ ク ノマ ー ト

情 報
一 ワー ドD

G・Seurc

会計処理

請求処理

会i1DB

利Jl]ロ ク

・請;klUj細

{・利月1状況

G.Search旦1

デ ー タベ ー ス 他 セ ン タ ー

{1…N)

図4--2-9TECHNOMART-nシ ス テム概 要

テ ク ノマー トデー タベ ー スサー ビス

1.技 術ilk,Jlt`'iva検 索 サ ー ビ ス

提 供:{株)ll本 テ ク ノマ ー ト

2.新 規'1`※支援 情 報検索 サービス

提 供:産x基 盤 整備基 金

TECHNOMAR了1'OP

1.テ ク ノマー トデー タベ ー ス苧 一 ビス

2.PATOuSゲ ー トウ ェ イサ ー ビス

3.G.Scarchサ ー ビ ス

G'ScarchTOP

1.企z't,'1搬

2.折1瑚 ・ニ ュ ー ス 記'1`情 報

3城 詰 ・図.`】:情報

4.産x・ 経i～i・ 孝f営 ↑1Il報

5.人 物 ・一 般 情 報

6.elll"ltii用1

7」`1際 情 報

8.INFOCUE《 海 外 デ ー タベ ー スD

<<技 術取り}情報>〉

1商談対 象情 鞠
L技 術情 報(売},)

2.技術 ・機 器 ・材料提 供 《買 ㌧・)

3.ビ ジ ネス情 報 《共同開発 ・共同1`粟 ・人材情 報)

4.コ ン ピュー タ ・ソフ ト

5.カ タロ グ ・PR情 報

白提携 機関技 術

1既登録情 期
9.既e.録 情報

F.FAX－ 書1IiVlt力処理

<<カiN'liM',23Cl"iva>〉

Lパ ー トナ ー ↑lll報

2.関 心'1`E・'分 野 ↑`'1～0

3.'liM'シ ー ズ 情1
1.特許 ファイル

±実 川 新案 フ7イ ル

3.」ぴ匠 フ7イ ル

▲商標77イ ル

5.ガ イダンスフ7イ ル

図4-2-10TECHNOMART-H画 面遷移
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きた。技術内容を正確 に伝え る うえで,図 面

の果たす役割が大 きい ことか ら,ビ デオテ ッ

クスシステムを採用 して いた。

しか し,ビ デオテ ックスの画像で は技 術図

面を表現す るには精度が不 十分 であ ることや,

登録のための図面作成上 の制約が多 い こと,

ビデオテ ックス専用の高価 な通信 ソフ トウェ

アとプ リンタが必要で会員 に余計 な負担 を強

いること,な どの問題が生 じた。

これ らの問題を解決 するため にシステムの

全面的な見直 しの気運が高 ま り,プ ロジェク

トチームを編成 し,近 年広 く一般 的 に普及 し

て きたパ ソコン通信方式を採用す るな ど,以

下の基本方針をまとめ た。

①オ ンラインで は文字情報のみを取 り扱 う

ことと し,イ メージ情報は ファックスを

利用す る。

②初心者で も操作で きるよ うな簡単 な検索

方法 と し,検 索機能 も豊富 に用意 す る。

③端 末 と して通常 のパ ソ コ ン通 信 ソフ ト

ウェア,あ るいは通信機能付 ワープ ロが

使用で きるよ うにす る。
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図4-2-11テ ク トマー ト技術情報(売 り)の 検

索画面

第2章 イ ンハ ウ ス ・デ ー タベ ー スの実 例

④取 り扱 う技術情報のほか に,外 部の デー

タベ ース も利用で きるよ うにす る。

⑤ 全国各地か ら経済的 な料金で使用で きる

よ うな全国ネ ッ トワー クを用意す る。

(4}TECHNOMART-nの 概 要

(i)デ ータベ ース ・システムの概要

TECHNOMART-1[の シス テ ム構 成 図

を図4-2-9に 示す。

日本テ クノマー トの提 供す る技術取 引情 報

の デー タベー スお よび検索 システムは,富 士

通エ フ ・ア イ ・ピーのFENICSセ ンター と

専用線で結 ばれた管理用端末 を通 じ,ワ ープ

ロにて作成 したデー タをフ ァイル転送す る こ

とによ り,文 字情 報をデー タベ ースに一括 し

て登録す る。

また,図 形情報の登録 は,Fネ ッ トサ ー ビ

スを経 由 して行 う。

会員 は,パ ソコン,ワ ー プロを端 末 と し,

無手順(TTY手 順)方 式 によ りFENICS網

を通 じ,デ ー タベ ースを検索す る。

利用で きるデータベー スに は,日 本 テ クノ

マー トが提 供する技術取 引情報(テ クノマー

トデー タベース)と,産 業基盤 整備基金の提

供す る新規事業支援情報,日 本 特許情報機 構

が提 供す る特 許情報(PATOLIS),富 士 通

エ フ ・アイ ・ピーが提供す る一般 デー タベ ー

ス ・サー ビス(G-Search)と があ り,会 員

はこの3っ のサー ビスを必要 に応 じて切 り換

えて検索で きる(図4-2-10)。

検索方式 は,容 易に検索で きることを主眼

に,画 面 との会話によ る方式 を採用 して いる

(図4-2-11)。

また.図 形情報は,検 索画面上で指定す る

こ と に よ り.Fネ ッ トサ ー ビス を 通 じ,

ファックスにより取 り出す ことがで きる。

(且)システムの特徴

本 システムの特徴 は,以 下の とお りであ る。

①パ ソコ ン通信方式 に基づ くデー タベ ース
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第4部 イ ンハ ウス ・デ ー タベ ー ス

システムの構築

② 日本テ クノマー トが作成 した技術取 引情

報 と,産 業基盤整備 基金が提 供す る新規

事業支援情報,日 本特許情報 機構が提供

す る特許情報 データベ ース(PATOLIS)

および富士通 エ フ ・アイ ・ピーが提供 し

て いる商用デ ータベー ス(G-Search)

との連携

③FENICSの 利用 によ る,全 国規 模の パ

ケ ッ ト網の利用

④ ファックス入 出力サー ビス利用 によ る,

文字情報 と図形情報の連携

のうち,審 査が終了 し,権 利 と して存続

しているデータ約100万 件を,特 許庁,

日本 特許情 報 機構 の 協 力 を得,デ ー タ

ベース化 し,初 心者で も簡単に 目的の工

場 所 有 権 を 発 見 で き る 検 索 シ ス テ ム

(EaSY-PaT)を 開 発 し,1993年 度 に

提供を開始す る。

②会員間コ ミニ ュケー シ ョンの場の提供

会員間の情報交流を促進 す るため,メ ー

ル機能や電子掲示板機能 など,コ ミュニ

ケー ション機能を付加 し,提 供す る。

(5}効 果 と今後 の展望

(i)効 果

日本 テ クノマー トは,TECHNOMART-

llの採用によ り,以 下のよ うな効 果を あげ,

会員か らも好評を得てい る。

①会話方式の検索を採用 し,ヘ ルプ機能を

充実 させたため,ほ とん どマニ ュアルを

参照す ることな く初心者で も簡 単 に検索

で きるよ うにな った。

②検索 キーを豊富 に用意 した ため,登 録年

月や会 員番 号 な どか らの 検索 が 可 能 と

な った。

③パ ソコ ン通信方式 を採用 した ため,会 員

が保有 している多種多様 な端 末機 で利用

で きるようにな った。

④ 技術取 引情 報の み な らず,外 部 の情 報

(PATOLIS,G-Search)を 利用 で き

ることか ら,幅 広 い情報の収集がで きる

よ うにな った。

⑤FENICS網 の利用 によ り,全 国 の会員

の通信 コス ト軽減が計れた。

伍)今 後 の展開

今後,こ のデータベ ース ・システ ムを さら

に有益な情報収集の武器 と して もらうために,

次のよ うな展開を図 ってい く。

①特許/実 用新案 に関す る情 報1,100万 件

野 村 総 合 研 究 所 の ア ウ トソ ー シ ン
6
グ受託戦略

川 は じめに

野村総合研究所(NRI)は1965年 に野 村

証券が中心 となり設立 した 日本 の シンクタ ン

クの草分けの1っ で ある。 その 後1988年 に

野村証券系の コンピュー タ ・ソフ ト会社であ

る野村 コ ンピュー タシステム と合併 し,調 査

研究 とコルサルテ ィン久 システム設計 など

を総合的 に行 う機 関にな った。

野村総合研究所 がア ウ トソー シング ・サー

ビスを開始 したの は1960年 代で,こ れ まで

に百数十社に対 し,サ ー ビスを提供 して いる。

サー ビスの内容には,シ ステ ムの企画 ・調整

か ら.構 築,運 用,ユ ーザ指導,評 価 ・監査

まで一貫 して受託 す るケースと,こ れ らの う

ちのあ る機能だけを部分的 に受託す るケ ース

がある。いずれの場 合 も,シ ステム構築の い

わば基盤 としてデー タベースが利用 されてお

り,こ の活用がア ウ トソーシ ングの成否 を左

右す るポ イン トの1っ になって いる。

一般に
,ア ウ トソー シングは委託側 にとっ

て 「専門の技術力,ノ ウハ ウ,デ ータベ ース

な どの活用 によ り,品 質 の 向上 が可 能 にな

る」とい うメ リッ トがあるが,そ の実施 に当

た って は,「 企業の経営 戦略 を実現す る うえ
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入 力 情 報 の 分 類(案)

カ テ ゴ リ ー 大 分 類
(国 内 外)

中 分 類 　 大 分 類
(MMC)

　

(1)政 策 通産政策 ISTFプ ロ ジ ェ ク ト MMC中 長期事業計画

他省庁プロジェク ト 創造科学技術推進事業 MMC年 度計画

RD政 策 マ イ クロ マ シ ン連 合

RD体 制

政策裁関名

海外政策動向 米 国:米 国国立科学財団(NSF)
情報科学技術局⑱IST)

ド イ ツ:連 邦研究技術省(B『T)

英 国:科 学技術情報局(OSTI)

ス イ ス:欧 州 原 子 力研 究 セ ン タ ー(CEぴ) 　

1

(2濡 要 関連市場動向 市場規模 需要予測

用途 商 品 ・製 品 リス ト

新製品

{3肢 術

1

研究機関 研究者,研 究内容,研 究予算 研究成果

研究動向 技術情報リス ト 閃査報告

シ ンポ ジ ウム,ワ ー ク シ ョップ,展 示 会,

イベ ン ト 動向予測
セ ミナ ー,研 究 会

技術分類 要素技術,シ ステム技術,加 工技術,制 御技術 研究部会活動内容

特許動向 公開特許リス ト 試作品

出版物 書 籍,難 詰,ニ ュー ス イベ ン ト

外部規格動向 標準化

(4周 辺 その他 生活環境 人的交流活動

意識変化 各委員会活動

研究者人的交流 各種出版物

各相報告書

組織

設{G

予算

関係企業(者)一 覧

関連業者
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資 料4マ イ ク ロマ シ ン技 術 情 報 の デ ー タベ ー ス(案)

財団 法人 マ イク ロマ シンセ ンタ ー

業 務 委 員 会 情 報 部 会

1.目 的 と範囲 にっいて

マ イクロマ シ ン技術 は次世 代の 基盤技術 と して注 目され、 まだその歴史 は浅 いが、世界 の大学 、研究機 関あ るいは企業 にお いて活発 な研究開

発 が行わ れて いる。層マ イクロマ シ ン技術 は広 範で しか も深 く掘 り下げ る必 要が あるに も拘 わ らず体 系的 に整 理 され てい る訳 で はな く、各 機関で

進 め られ てい る研 究開発 を効 果的 に推進す るために は、早急 なデータベ ース化が必 要 とされて いる。

(財)マ イ クロマ シンセ ンターは 日本 におけるマ イクロマ シンに関す る中心的 な存 在 と してマ イク ロマシ ンの情報管 理セ ンタ ーの役 割 を果 た

す ことが期待 され てい る。(財)マ イ クロマシ ンセ ンターの事 業活動 の一つ にr情 報 の収集 ・提供事 業jが あ り、本 デー タベ ー スの構 築 もその

一つ と考え られ る。 マイ クoマ シ ン技術情報の デー タベ ースの構築では、入 力情報 は当セ ンターの事業 活動 よ り得 られ る情報 、マ イクoマ シ ン

関連 の新 聞 ・刊 行誌 等か らの情 報、 マイ クロマ シン技 術デ ータ情報等が挙 げ られ るが、 これ らの情 報を利用 者 に提 供す る提供 形態 は必 ず し も

デ ータベ ース化 が最適 でな い もの もあ る。 また、世 の中に既存 のデータベ ースを利用 すれば情 報が入手 で きる もの もあ る。

これ らの観点 か ら、(財)マ イ クロマ シンセ ンターのデ 一台タベースに関 して入力情報 の整理 を行い、 マイ クOマ シン技術 情報 のデ ータベー ス

案を作成 した。

2.デ ータベ ース入力情報 につ いて

入力情 報を整 理 した結果 を表1に 示す。 表1の 提供形態 の(A)を デー タベ ース構 築対象 と考 える。
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表1.マ イクロマシン技術情報のデータベース(案)〔 注〕提供形態()付 は、検討中また は構想 中

普

⊥

入 力 情 報
公 開
ひ
非:×

世の中に既存? 提 供 形 態 投入資源

〔礪ランニングコスト〕
備 考(コ メ ン'ト)有.○

無:×

ON-LINE/STAND

ALONE:A,冊 子 体:B

1
産技プロの成果

(研究開発部会DB/WG)

× × (A)

Macintoshの ネ ッ トワ ー ク で

構 築 検 討 中,

2 MMCの 各種報告書 × × B⇒(A)
配布 しているが、情報管理の一元化

と しそデータベース化必要.

3
技術データ

(デ ータハ ン ドブ ック的内容)

○ × (B)⇒(A)

1.データベース構築 調査 委 員会 で 具 体 的要

求 あ り

2.調査研究部会でデータの収集推進 中,

4 研究者 ・研究機関 ・研究テーマ ○
○(JICST)

{×(最 新 データ)
(B)⇒(A)

調査研究部会でデータの収集推進 中.

(冊 子体又 はSTANDALONEでOK?)
1

5 関連イベ ン ト ○ × B・ ⇒(A)

広 報 誌 に掲載 配 布 して い る,

8

(ニ ュー ス レター)
`

6 雑誌 ・新 聞記事情報 ○
○(JICST/

{ DIALOG)
×(最 新 データ)

B⇒(A)
資 料 集(イ ンデ ッ クス)に 掲 載 、

配 布 して いる、

7 MMC資 料室所蔵図書 ○ × B
資 料 集(イ ンデ ッ クス)に 掲 載 、

配 布 して い る.

8 特許 ○
○(特 許庁,

発明協会)

A

1.5年 で公 開 され るので 、 既存 の

デ ー タベ ースの 活用 が よい.

9 政策 ・需要 ・社会変遷 ○ ○ B

MMCで デー タベ ー ス化 す べ き

性 格 の もので は ない.

一



3.ま とめ

3-1MMCの デ一 夕ベ ーーース要 望項 目

〔1}技 術 デ ータ(MMCと して)

(2)研 究者 ・研 究機関 ・研究 テー マ(MMCと して)

(3)MMCの 各 種報告 書

{4}関 連 イベ ン ト ・

{5}資 料集 デ ータ

3-2上 記項 目の提案理 由

{1}MMCと しての独 自の データで ある。

{2}速 報性 を重視 す る。

C3)ニ ーズがMMCと して必要性 を掴んで いる。(印 刷物の 資料 集は捨 て られ る可能性大 。利 用者か ら目次 ・索引 の要求が あ る。)

〔4)デ ータの管理 が必 要。

(5}情 報管 理 の一元化 として データベー ス化す る。 ・

3-3デ 一夕ベ'一ス化へ の基本仕様

川 項 目の分類

{2}デ ータ量

(3}利 用方 法 〔S.A.(ス タ ン ドアロン)又 はN.W.(ネ ッ トワー ク)〕

(4}デ ータ メ ンテナ ンス

3-4構 築作 業の外 部委 託

以 上
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資料5 「マ イ ク ロ マ シ ン デ ー タ ー ベ ー ス 」 構 築 の た め の デ ー タ 項 目設 定 調 査 表

DB名 称:金 属材料色度DB

テ㌔ タ作成元:科 学技術庁金属拐科研究所(NRIH)

収録 データ:上 記研究所 で取得 した構造用金属材料(主 として鉄錆材料)の 登司のii数度 試験データ<(1)高 星 引蛋 リ試験デ

ーハ(2)宙 堅 試験テ㌔タ(3)クトプ破断試験デ㌔タ(4)疲 労 試験テ'・・):(a)荷 担サイ"夜 労試験テ㌔タ(b)伝 言イク尼哀労

試験テ'一夕(c)疲 労 紅雲伝搬試験テ'一夕(d)投 返 し応 力ひずみ試ttテ'一夕〉を収録 していろ

DBの 特 徴:ク リープ 試験 の材料 として圧力容器(按)、 反応容器(抜)、 ボ行然交換堤(菅)、 錺、鍛造品、奴造品筒銅、討

熱合金 が、疲労試験の材料 として機裁構造 、溶接繕手 などがある.こ れ ら材料 の、(イ)構 造色度の設計房

祈、(ロ)ネオ科}昌ξき、・(ハ)材料の寿命 ・余寿命予測、(二)法 規制 に準拠 した強度解析 、に必莫 な基本デー)が収

録されている.試 験条件や材料特性からの検索 が可能,検 索結果 をグラフィック表示 させ、更 に演請戻析

処理が可能である.収 録項 目は以下 の表のとおリ.

31 デ ータ項 目 字2 31 デー タ項 目 ‡2 31 デー タ項 目 ;2 零1 データ項 目 32

アクセッシ3ン 番 号 溶接の有無 試験片表面仕上 げ一 (上・下)降 伏点

材料名(J|S及 び旭TH) 培簑法 試験環境 冥破断禎さ

材料景捨コード 溶差入熱量(kj/cめ 試 験雰圏気' 反 復回数(Ml)

材料区分 材 試験対象部位 試 試験温度 歪 み 速 度(1)'

逼称名 継手形状 試験湿度 歪み速度(2)

哀造年 開先形状 周波数 試験温度

哀造者 科 溶接姿勢 験 標点芸…荒
'

衝i堅値

溶 解 プ ロセス、湾 戻 量 添 加 剤 ・ワイヤ 応力条件 吸 収 工▲乃ギ ー

インゴ ツ}サイズ ガウジンゲ の有無 一定 にした応力 反復回数(尼)

裏 …きフ'ロセス 情 菰眉数 情 応力波形 、応力比 試験温度'

脱徴方法 溶接金辰の成分 互波形、歪比 応力

材 鍛錬嘔 莚比 フィう一メ)乃,
㊨

波形パラ㌍タ 破断時間

製品形状・寸法 報 δフニライト量 報 ai裂 タイプ 破断伸び

非金口介在物dA～dT 角変 形・目※い云 竜i裂測定法 試 破断絞 リ

非金属介在物コメント 止蟷処理麺類の有無 △Xの 計算式 ∴ 破断の有無(C1)

科 科学組成 余盛形状 dA/dNの 家 め方 破断位置

単位 隅肉サイズ 破 断 之 で.のスデフフ:一致. 応力振幅(FP

元素冠・研ズ 余 熱 . 破断 までのデロフク数 験 繰返し数
■'

情 C当 量 ・研 ズ. 溶接金属の硬さ
・ 、

ST国(解 析) 破 断の有無(F1)
、・

熱処…皇法,

熱 処理温度.

・ 熱 影i日 部 の 硬 さ

P四 竹 メン}(』有 一'、・、)

.

ST図(耐 力)
・. ,

伸 び(δ 一丁)

応力振 幅(F2)

全 歪 が振幅'

報 熱 処 理 法 コメント' 強度試験名称 房 絞 り(φ －T) 値 塑性歪 み振幅'

結晶粒度壽号 試験法規格 S-N図(High)' 負荷25ズ減少サイハ

硬さ測定法ご値 試験機 祈 S-N図(L。 の . 破断までのサ御 数

室 温0.2ズ 耐 力 試 試 験 タイフ' `-Nf回 破断 の有無(F2)

室 温 引i蛋強 さ 試験片招致方向 図 ξ－N25図 応力拡大係数篇目
表 面 処 理 法(有 』一'、、〉) 験 採取方向コメント dA/dN-△X図 亀裂伝播速度

表面処理法コメンド 試験片形状・覆類 苦 み 図S－ ε 亀裂長さ,

デ'一)レへ㌃ 情 試験片規格 試験温度 亀裂長さの増分
資 料 名 、 巷 号 、 試 験 片 コメント 鼠 0.2ズ 活 力 号イク月数の増分
'
へ㌔ ジ 、莞 行 年

. 報 試験片外}診振幅 験 引張 リ強 さ 負荷篇目
提供者 試験片原さ 恒 破断伸び 白げモづン}篇iヨ

餐塔婆掴 試片応力集中係i竺 破断絞 リ 寸法パラかタ

全歪み誤信

蔓性歪み橿幅

応力鋪1
1

x1:デ → 麺 別 ・2:葵 貝 記 入 白(必 葵:○ 不 必 莫:× 不 明:△)
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rマ イ ク ロ マ シ ン ・デ ー タ ベ ー ス 」 苛 だ の た め の デ ー タ 項 目設 定 開 三査 察

D8名 称:黙 物性DB

テ㌔ タ作成元:〈 テ'一八抽出〉:日本科学技術情報センター

〈テ・一夕チェフク〉:(貝オ)迷三産開発科学宗家ア}〒

:〈社)化 学玉菜会

収録データ:約12,000毬 の元素・無機物賀・有 機化合物(高 分子化合物は除 く)の 純物質および2.3成 分 系混合物の、気

体・法体・固体の物叉に関す るデー)(化 学 物質名、 日化ff番 号 、CASレジ スFワーる号、分子 量、分子式な ど)、

物性値に関す るテ㌔ダ(物 七…ヨ と物{三値、伏角ミパラメータとパラメ一八{直)、 物性恒 に目す る付随的テ'一)(物 理 状鰍

認定方法、誤差 情報など)ご 出典 に関す ろデー)(文 献タイ}ル、著者名、著者所属機関名、資料名など)を 収

録す る.物 質の熱物理的 ・熱化学的名データを広 く収録す ると同時に、輪差的性質、光学的 ・電気的性質の

ように、然力学 との関連 が深いテ㌔タや物性値が温度 ・圧力.・組成 といった然力学的パ ラメータデ規定され るデ

ータも対象 とす る,

DBの 特 徴:融 点、沸点、密度、蒸気圧、湾岸度 、熱容量 のような熱物質は、化学 物質 の量も基本 的性質 として、広篇

目な研究開発 活動や産業活動で必莫 とされる.こ のデ～タへ㌔スには、純 物質 および逗合物叉 について 、気体
・液体・固体 を問おず、あ らゆる壮烈 の熱物理 的・黙化学的性質のほか、轄送的性質:電 磁気的性質 などの

関連物 性も含 めた、物性に関す るテ'ざタが収録されている.収 録項 目は以下 の表の とお リ.

(1)デ ー タ項 目'

31 デ ー タ項 目 =2 字1 データ項 目 32 零1 データ項 目 零2 31 デ ー タ項 目 ま2

アクわ ション る 号 の 物 性 名(・ ‡) 祭日気中の笥質速度 巻 ・号 ・ペ ージ

純 日化苦言号 テ' 物性{五 資料の純度 発行抱品名

物 ⊂ASレジ ス}リーる 号 一シ パ ラか う値 気温

質 化学物質名(日化辞 項 物 性 ……ミ 湿度

の 体系名) 目 式の五月箆iヨ 大気圧
デ 〃(⊂A素 引 名) 物理状態 書誌る号
〃(そ の他の名称) 物 圧力我意 物 文献タイ団(笑 語)

タ 化 学 物 質 名 フラゲ メント. 性 資料の状態. 性 文献タ柵(日 本語)
項 分子式 及 雰囲気 に 言語

目 構成元素個数 び 測定方法・装置 対 芽君名 1
元素種別数 パ 誤差情報 す 著者所属擬闘名

■

分子量 ラ 残差情報 る 著者所属機関国名
混合物名 メ データの区別 付 資料種類

漫 成分数 、 データ抽出者 随 JICST資 料 番号/1SSN

合 構成成分 タ 男爵気物質名 項 資料名
系 組成 雰囲気組成' 目 発行年

(2)物 性 名(宝字)の内容

‡1

基

本

的
な

性

P

V

T

に

呈

す

　

物 性 名1・2
`

標準沸点
標準融点

昇華温度
三重点温度

三重点圧か

爵界温度 ・
官界圧力 、

臨界密度
官界容積

分解温度
密度

容積

圧縮因子

ビ ワア乃係数

フガシチ係数

媒膨…受係数

体膨ii長係数

:1

る

性

‡3

:4

物 性 名 2工

等温圧縮率
断熱圧縮熟

所然指数'
音速

蒸気圧

固液平衡

気液平菌
液液平衡

溶解度
分配係数
活量係数

粘性率

拡激係数
熱伝淫事

重
量
蕃
客
比

熱
然
重

圧
名
答

定
定
熱
熱
力

:1

学
的

性

;5

防

災

に
関
す

物 性'名 2字

Gibbsエ ネ乃㌔・-1萎]妻女

エン日 ピ ー

エン夕月ピ 、

転 移 熟

融 解 熱

昇 華 熱

蒸 発 熱

生成の平衡定数

生成エン夕月ヒ●一

燃焼熱

口癖鷲定数

塩基解離定数

爆 発限界'

憂…五限界

引火温度/引 火点

発火温度/発 火点

火炎温度

字1物 性 名 つ
一
字

=1:カ テ ゴ リー:2:委 員 記入田(必 蔓:O不 必 要:× 不明:△)

・3:相 平 衡に関すろ性質x4:輸 送 論的性質;5:熱 化学的性質 ・6:界面化学的性質・その他 エ7:パ ラメー)
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rマ イ ク ロ マ シ ン ・デ ー タ ベ ー ス 」 講 葵 の た め の デ ー タ 項 目設 定 苦 盃 票 (参考 芸科)

DB名 称:質 量 ス ペ ク トルDB

テ'一)作 成 元:日 本 質 量 分 祈 学 会(MassSpectra15。cieしyofJapan:HSSJ)

米 国 国 立 標 準 鼓 筒 研 究 所(NationalInstitvteof5しandardsandTechnol。gy:NIST).

収 録 デ ータ:上 記 のMSSJに 所 長 す る 国 内 の 研 究 者 か ら2…供 さ れ るWジ テ,S・デ ータお よutNISTが 提 供 す ろNIsT-EPA→HSDCテ ーータ

ペ ースをf"・)taと して 作 成 して い る.物 質(化 合 物)の スペ ク怜 情 報(m/z、 相 討 強 度 、 イわ 化 法 、衡 蓑 電 ε 、

測 定 器 巖 、 そ の 他 の 測 定 条 件 、 テ㌔ タ提 供 情 報 な ど)を 収 録 して い る.テ'一)源 に よ っ て 収 録 基 準 が 若 〒 具 な

リ、HISTテ'一 夕で は1化 合 物 当 た リ1っ の スペ クbSを 収 録 して い る が 、MSSJデ ータは1化 合 物 に つ い て星 々 のiiU定

条 件 に よ ろ デ㌔ タを 収 録 して い る.

DBの 特 改:ス ペ クMの ピ ークに よ る 検 索 が可 能 で 、 そ の 他 、 化 学 物 質 名 、 分 子 式 、.分 子 量 、 イわ 化 法 、 化 合 物 分 類 る 号 な

ど に よ る 検 索 が 可 能 で あ る.ま た 、 化 合 物 の 検 索 結 果 集 合 と(JOIS-Fシ ステムに搭 載 の)他 の フ7ク トDBと

の 「羨 リ検 索 」 が 可 能 で あ る.収 録 項 目は 下 表 の と お リ.

(1)デ ー タ 項 目 ・

データ項 目 ‡1 デー タ項 目 21 デ ー タ項 目 31 デ ー タ項 目

アクセクション 芸 号 質量数/相対重度 イオ ン漂ε力 出真文慧 タイ トル(莫)

日化詳言号 イオン化の手段 イオン加速電圧 出兵文献タイ トル(和)i

CASレ ジ スト仁 番 号 衝堅電圧 トラップ電流 出兵文献の言さ1
`

物質名称 認定援器 クれ ティーインチ'ックス スへ'ク日 に 関 す るコメ汁 1

分子式 入口タイプ コレクションけ 一/コの ション番 号 出典 に関す るコメン}

分子量 入口温度 提供者名/提供機関名

化合物分類番号 イオン源温度 出兵文献の薯著名/

著者所属機関名

・1:委 員 記 入 拐(必 要:O不 必 要:×'不 明:△)
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「マイクoマ シン ・データベース」第葵のだめのデータ項 目設定調査票
(参 考菜料)

DB名 称:DNAデ ー タペース

テ㌔タ作成元:ロ ス ・.アラモス国立研究所

欧州分子生物研究所 ・

収録デー):ロ ス'75モス国立M究 所が作成す るGeneticSeqaenceDaヒaBank(GenBank)と 西 ドイツの欧州分子生名研究

所 が作成するEHBLNucleotidesequeneeDataLibrary(EMBL)の 二 つ をデータ源 と している .こ れ らはいず

れも学術雑誌に発表 された研究論 文の中から、'核酸(DNAま た はRNA)の 箋 基配列 および遺伝情報 を抽出 した

ものである.DBは 塩基配列 を単位 とする 「エン}卜」 から構成 されてお リ、各エンFリーは塩基配列のほか、告

基配列の機能、特徴、}一ワード、文 献名などの情報 を含 んでいる.JICSＴ で 所蔵す る資料 にっ いては独 自の

JI⊂ST資 料 番号および記事番号 が付与 されている.

DBの 特 徴:DBを 対 象に次の検索が可能であ る.

(1)書 誌情報検索

≒'ワード、生物種、著者名、差詰名などの様 々な項 目か ら検索 し
、該当す るエ汀 り一情報を出力する.

(2)配 列 ホモロジー検束

任意 に指定 したテスト配列 と類 似性 の高い箋基配列 を探 し出 し、最適並 置 を出力す る.
・データ項 目は下表の とお リ

.

(1)デ ー タ項 目

データ項 目 ;1 デー タ項 目 字1 データ項 目 エ1 データ項 目

エント乎 名 tグ メン} 文献タイ防 特性ヘッダ

アクセクションる 号 生物種. 文 献雑誌名 , 特性内容
日付 系統学的分類 JI〔S↑文 献情報 塩基総数、組成
定義文 引用文献ヘフダ 整理状況 配列の先頭位置
キーワード 文献i著者 名 コ メ ン ト 塩基配列

:1:委 員 記入福(必 要:○ 不必莫:x不 明:△)

(注)各 デー タ項 目の内容は既配布 の資料 にあ るため、ここでは省略 した .

資5-4



「マイクロマシン ・データベース」講築のためのデー タ項 目設定調査票 (参 考受書)

D8名 称:化 合物辞書DB

テ㌔ 麦作成元:日 本科学技術情報センター

収録テ㌔タ:主 として次の;㌔ 夕涼から化合物 および窮迫テ㌔タを収集 し、相互 にチェっク確認 して入力テ㌔タとしている.

(1)JICSTで 文 献インチ'クシンゲ の補助 として集積 した化合物b－ド

(2)科 挙技術庁祖貝調整巽フ'ロジェクFで辞書登録 をした化合物

'(3)化 学物質の審査 および製造な どに関す る法律(化 審法)が 定 める 「既存化学物質名簿」に掲載 された化

合物、およびその後の官報 によって公示された化合物'

(4)労 働 安全衛生法(労 安法)に よって定め られ、官報によって公示 された化合物

(5)米 国保健福祉省発行のRegistry。fToxicEffectsofChemicalSubsヒances(RTE〔5)に 記 載された化

合物

(6)そ の他、化合物の様々な分野(医 薬品、農薬、試薬、染料色素、食品添加物、天然物な ど)に ついての

内外 の著名 な教科書、ハンドプ7ク類

対象とする化合物は、当面次のものに限る.

(a)平 面構造以上 で、構造の明確な水素を除 く構成原子数 が247以 内 の低分子有機化合物

(b)組 成比 が確定 している有亮酸、無機蟄の金属塩 などに限定 され る、一部の無援化合物

(c)構 造 が まった く不明あ るいは本来的に不菜で、名称のみによって扱 われ る化合物.あ るいは総称的名

称

従って、一般の焦抱化合物、さ く体、合金 、高分子、混合物等は対 象外 となる.ま た、相対的な立体亮造

のみ判 明 している化合物、tラミフク混合物や付加 塩、たね塩も対象外 である.

・DBの特 徴 一:JICSTが 独 自に作成、提供するもので、化学物質番号、和・芙 の慣用名や商品名、化合物体系名、CASレジXF

り一番号、構造情報などを収焦 してお リ、以下の表のデ㌔タ項 目による検索 が可能で ある.

(1)デ ー タ項 目

データ項 目 宝1 ・デ ー タ 項 目 エ1 デー タ項 目 字1 データ項 目

■

STARS… 爵号 分子式 慣用名 旋光性

ロケ"タ ー 分子量 構造図 回転真性

CASレ ジ ストリー 番 号 体系名 処理列プ
…
! …

:1:委 員 記入筍(必 要:○ 不必莫:× 不明:△)

(注)冬 デー タ項 目の内容は既配布の資料 にあるため、 ここでは省略 した.
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rマ イ クロマ シン ・デー タベース」構築のた めのデータ項 目設定調査票 (参考資料)

DB名 称:結 晶構造DB

テ㌔ タ作成元:日 本科学技術情報センター

日本結 晶学会

収録テ㌔):無 機物質、有機物買 を問わず、あ らゆ る種類 の物質 にっいての結晶構造テ㌔タが収録されている.具 体的 に

は、物質情報(化 合物品別番号、化挙式、物質名 、物質 や構造 のタイフ＼ 酸化数、・配 位数 な ど)、 書誌情報

(著 者"所 長機関・JICST記 事番 号・JICST資 料 番号 ・資料名・発行Si.)イ 団 など)、 結 晶情報(格 子定数、

空間群情報、結 合距薙、水素結 合原 子対 など)、 実験条件;解 析情報(R値 、強度測定条件、結 晶作成法 、

解析法 など)、 その他(キ ーワー}二 策生年 月日など)が 収録 されてい る.主 な抽出源 はJICST科 挙 技術文献

フ7括か ら採択 した国内外の学術論文で,そ の中か ら
.結晶構造テ"タを抽出 し、採択された原 論文 か らのテ㌔タ作成

は、 日本結晶学会 が作成 した.

DBの 特 徴:1結 晶構造デsタ を単位 として・各デ㌔タは結 晶構造デ←タの他;物 質情報、.書誌情報べ実 験条件 情報、ゲラフィ7
ク情報な どで構成 されている・デ、夕涼 がJICST科 学 技術文献ファlhで あ るた め、文献 の複写 が容易 に入手でき
ること・既存の結晶構造DBで は 収録されな'か5た 構造や物佳 に関す る情報や測定条件 に関す る情報 を収

録 し;'そ れ が検索できること・単 位格子内の原子 の3次 元座標 と独 自の判定 による結合情報 を収録 し、
グうフィック画面上 での原子間鹿 又ξ・角度 か らの算 出で きることな どの特徴 を持つ .収 録デー タ項 目は次のと
おリ.

(1)デ ー タ項 目

デー タ項 目
卜1 デー タ項 目 ;1 デ ー タ項 目 31 デ ー タ項 目

難 綴 示1 資料名 操 対称心 、軸 粉末デ㌔タ面間隔 ロax
A アクセブション番 号 書 発行年 作 対称 操作に関す るコメン} 粉 ステァプ 帽
N ,フ7禍作 成年月 巻 同価点座標 TOFテ ヤ▲ル幅

白化辞番号 誌 号 R Rの 租類 末 バ ックグランド固定・精密化
CA5レ ジ ス}ワー番 号 始 ま りページ Rの 値 選択配向補正の有無
化学式 情 終わりぺ÷ジ 強度測定条件、単結晶

,

コメン}(粉 末)

化学式乃グメント 言語 ・粗 末
試料 出所、入手先、

コメン} 報 テ㌔タの出兵 に関す る 〃 測定法 試 合成法
コメント コ メ ソ ト ー 〃.計 数 ・写 真 結晶作成法
元素記号と個数 a 実 カX線 種類 料 結晶作成法のコメ川 1
物 元素記号と鼠化数 標準偏差

.

"測 定 波長 試料寸法1
元素種別数 b 〃 測定温度 コメ デ、タ評価フラゲ1
買 元素記号と配位数 標準偏差 験 〃 圧力値 ント コメント(デ㌔ タの 評 伝i)1

元素族 C 〃'コ メ ン ト 元素記号}
情 化学式量 格 標準偏差 走査 角度 口in 識別記号
物貿名 α. 条 "口ax 原 酸化i敗
報 物 質 フラグ メン} 標準偏差 反射の数 結合水 素一
一 物質名(相 名称ヲ含ム)一.一一 子 .β_ 一_ 一 一 吸収補正の有無 灸重度,

物穴タイプ
・

構造〉ンヲ
標準偏差

一ー 一 ■

γ 1

件 消衰補正の有無1
・層.

吸収係数の値

一

亨 Wyckoff記 号

i叉忌 一・'で

コメント__ 一 ぺ 情 .一標 準 偏 差__ ,_ 一 .} 測定装置,L 、一 一 ■ 標準偏差
構造の特徴 モノ知 メータ 万

'一"一 －

y

コメ川 格子定数に関する モノクロメ'タ の コメンピ τ標準偏差

物質の特i蜘
'

報 コメン ト 解析法 Z
1

コメン} 格子体ii責 屏 祈法のコメント ス
・

標準偏差
物性データの記載項 目 Z' 実 験 法 に関す るコメン} 、 席 占有率、値

.一 コメント.(物買 の 外 観) ・ ・ ← 計 算 密 度 、一. コメン上(実験条件) 席占有率 標準偏差ψ ・一 ・ 層w.A .. ～一 一 ・

JICST記 事 番 号. シスみ計算密度 吸収係数の値.
● ■'

下
一一 吟・.-r_・

質量数 1
英文タイ団 実測髪…度 測定装 置 配位数1
書 英文タイ袖切出 し語 実測密度 標準偏差 測定装置のコメン} 等方性温度因子 種類
著者名 密度測定 温度' モノクロメ】タ

'〃 値 ・F

詰 著者所属機関名 密度測定 圧力 モノ知 ㌍ タの コメント 温 〃 標準偏差
データ提供者名 格子測定の条件の 解析法 〃 種類

情 データ提供機関名 コ メ ン ト 解 析 法 のコメント 度 〃 係数

目欄 名フラグメント 空間群記号 実験法 に関す るコメント A11値
報 JKsT資 料 番号 . 対 空間群番号 コメン}〈i実験 条 件) 因 標準偏差
ISSN 称 晶系 粉末テ㌔タ面間隔国in A22値

子 標準偏差i
|

デー タ項 目 x1 デ ー タ項 目 31 データ囎 ト1
■

|
データ相1・1

温 A33恒 温 A13 結合麗麗
度 禄準偏差 度 標準偏差 水素結合情報
因 A12値 因 A23 キーワ・ド(コ ード 項 目)

子 橿準偏差 子 標準偏差
! ・

資5-6
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